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救い主は 
信仰ある女性たちを 
どのように 
祝福されたでしょう， 
 32ページ
宗教の自由を擁護する理由と方法， 
 16ページ
疑問を解決する正しい方法，38ページ



「すると 
イエスは言われた， 
『あなたがたの信仰が 
足りないからである。 
よく言い聞かせておくが， 
もし，からし種一粒ほどの 
信仰があるなら， 
この山にむかって 
「ここからあそこに移れ」 
と言えば，移るであろう。 
このように， 
あなたがたに 
できない事は， 
何もないであろう。』」

マタイ17：20

さやの中で成長する 
これらのからし種は 
さまざまな種類があり， 
イスラエルでよく見かける。 
1インチ余り（3センチ）の 
このまっすぐなピンは， 
種のサイズを示すために 
写真に収められている。
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 38 疑念や疑問が生じたら
アダム・コッター
福音について疑問を持つことは問題
ではありません。大切なのは，その
疑問にわたしたちがどう取り組むか
なのです。

シリーズ
 8 2014 年10月の大会ノート
 10 わたしたちの家庭， 

わたしたちの家族― 
難しい問題について話し合う
シェリー・リン・クラーク

 13 熟考―祖父，御父
アロン・L・ウェスト

 14 キリストについて語る― 
全ての試練は 
さらに大いなる信仰をもたらす
ジョルジャ・ムルジア

 42 末日聖徒の声
 80 また会う日まで― 

岩の上に建てる
オーソン・F・ホイットニー長老

メッセージ
 4 大管長会メッセージ― 

主の優しい御
み

腕
うで

に抱かれて
ディーター・F・ウークトドルフ管長

 7 家庭訪問メッセージ― 
イエス・キリストの特質 
―寛容と忍耐

特　集
 16 神の証人になる

ダリン・H・オークス長老
わたしたちの基本的な信条に挑んで
くる世にあって，わたしたちは自分
の宗教を自由に実践する権利を 
主張するために一つとならなければ
なりません。

 24 サタンの背き
マーク・A・マシューズ
前世でのサタンの背きについて理解
することは，天の御父の計画の中での
規則や標準，律法の役割をはっきり
と理解するうえで役立ちます。

 28 鉄の棒につかまる
ウリセス・ソアレス長老
暗闇の霧の中でさえ，鉄の棒につか
まりそれを離さないようにするには
どうしたらよいでしょうか。

 32 女性に対する救い主の敬意
ロバート・ランド，マリー・ランド
これらの 4人の女性たちへの主の
接し方から，キリストについてもっと
よく学ぶことができます。

表　紙
表紙― 
「ラボニ」  絵／マイケル・マーム
表紙裏― 
写真／デビッド・ストーカー
裏表紙裏― 
フォトーラストレーション／コディー・ベル

リアホナ2015年 3月号
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 46 両親から学んだこと
どのように働き，祈り，天の御父に頼
るべきかについて，ヤングアダルトが
親から学んだ幾つかの教訓を紹介し
てくれました。

 50 新しい目的地
アマンカイ・コテカ－ミーニョ
証のおかげで，人生が次にどんな目
的地にわたしを導こうと自分は独り
ではないことを，今は理解すること
ができます。

 52 自分が持つ以上の力
デビッド・A・ベドナー長老
イエス･キリストの贖罪が持つ，人に
能力を授ける力は，より善い人になり，
もっと忠実に奉仕したいと願う人々
を助けてくれます。

 56 誰が準備ができているか 
決めつけない
ランドール・L・リッド
誰が福音を受け入れる準備ができて
いるか，誰にも分かりません。

 58 勇気を出して福音を伝える
福音を分かち合うことについての恐れ
に打ち勝つための3つの方法

 60 忘れないでください 
選ぶのは彼らです
福音を分かち合ううえでの成功は，
相手がどう応えるかではなく，あなた
が何を行うかによって測られます。

 62 誘い，フォローアップする
キリストのもとに来る機会という
ボールを友達に「パス」する11の
方法

 66 ひみつを話はなす
デビッド・ディクソン
とても大

たい

切
せつ

なことなので守
まも

るわけには
いかないひみつというものもあります。

 68 いつ話はなすべきですか
ジャン・ピンボロー
ひみつを守

まも

るべきか話
はな

すべきか，どう
したら分

わ

かるでしょう。

 69 特と く別べ つな証しょう人にん― 
わたしたちはなぜそう大

たい

会
かい

を 
聞
き

く必
ひつ

要
よう

があるのでしょうか。
ロバート・D・ヘイルズ長

ちょう

老
ろう

 70 ふっかつさいの  じゅんびを  する
キリストのふっかつをおいわいするよう
いをするために，ふっかつさいの前

まえ

の
しゅうに，このかつどうをしましょう。

 72 すぐに理り 解かいする
リチャード・M・ロムニー
新
あたら

しい友
とも

達
だち

マイアが初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

にかん
げいされていると感

かん

じられるように
マグノリアがどのように助

たす

けたかを読
よ

んでください。

 74 聖せい文ぶんの時じ 間かん― 
かしこい人

ひと

とおろか者
もの

ジーン・ビンガム

 76 色いろを  ぬりましょう
 77 星ほしの下したで読よ む聖せい文ぶん

ボニー・L・オスカーソン
星
ほし

を見
み

上
あ

げながら，兄
あに

がモルモン
書
しょ

から物
もの

語
がたり

を話
はな

してくれるのを聞
き

く
とき，わたしは温

あたた

かく，幸
しあわ

せな気
き

持
も

ち
を感

かん

じました。

 78 小ちいさな　みんなのために― 
土
ど

曜
よう

日
び

はよくねて， 
日
にち

曜
よう

日
び

はえがおで
ミッチェ・バルボサ

今
こん

月
げつ

号
ごう

の中
なか

に 
隠
かく

れているリアホナを 
捜
さが

しましょう。 
ヒント― 
よく休

やす

んで 
日
にち

曜
よう

日
び

の朝
あさ

を 
迎
むか

えましたか？

ヤ ン グ ア ダ ル ト 青 　 少 　 年 こ 　 ど 　 も
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「疑念や疑問が生じたら」38 ページ―
記事を読んでから，疑問と疑念の違いにつ
いて家族で話し合うとよいでしょう。疑問
を抱いた人たちの話を聖典から読み，彼ら
がその疑問にどう対処したか調べましょう
（例― 1ニーファイ11章；エテル2：19
－3：16；ジョセフ・スミスー歴史1：10－
19；この記事の注1に記されている参照
聖句など）
　家族の何人かにどのような疑問がある
か尋ねてもよいでしょう。それから聖典，
lds.org/topics〔訳注―各項目の言語
選択欄に「日本語」があるものは日本語で
閲覧できる〕または自分の経験から答え
を探しましょう。自由に正直に話し合える
雰囲気を家庭に作り出すことにより，家族
は疑問を抱いたときに安心してそれを口に
出せるでしょう。

「ふっかつさいの  じゅんびを  する」70
ページ―家庭の夕べの前に，日々直面
する問題を紙に書いておくとよいでしょ
う。例えば，「おもちゃを貸してくれない 
弟に対して怒る」「ある晩仕事から帰って
来たお父さんが悲しそうな顔をしている 
のに気づいた」など。子供たちに，順番に
紙を選んでもらい，状況を読み上げ，その
状況でどのようにして救い主のようになれ
るか提案してもらいましょう。この記事に
書かれている復活祭の活動を紹介して 
ください。7日間チャレンジに取り組み，
イエス・キリストについて学び，その模範
に従うよう，それぞれの子供を励ましま
しょう。

あ な た の 言 語 で

languages.lds.orgで，『リアホナ』や，教会のその他の資料を多くの言語で入手できます。

愛，44
証
あかし

，38，50，74，77
安息日，78
イエス・キリスト，4，7，32，52，
70，74

祈り，16，42
受け継ぎ，13
親の務め，10，46
改心，50
回復，80
家族，10，14，46

悔い改め，28，50
啓示，38，69，80
自由，16
従順，16，24，28，38，45
贖
しょく

罪
ざい

，4，52，70
女性，32
試練，14，42
信仰，14，32，38
聖文研究，43，74，77
選択の自由，24，60
総大会，45，69

伝道活動，50，52，56，58，60，
62

慰め，4，14
忍耐，7
秘密，66，68
復活祭，32，70
奉仕，44，72
恵み，52
モルモン書，16，77
友情，66，72
預言者，45，80

今月号に採り上げられているテーマ
数字は記事の最初のページを表します。

家庭の夕べのためのアイデア
今月号には，家庭の夕べで活用できる記事や活動が載っています。 
以下に二つの例を挙げます。
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他の多くの人と同じように，わたしもしばしば美術
や音楽の美しい作品に心を鼓舞されてきました。
そのような経験の一つが，デンマークの画家フラ

ンス・シュバルツの「園での苦しみ」と題するすばらしい絵
画を前にしたときのことです。1

とても美しいこの絵画は，ゲツセマネの園でひざまずいて
おられる救い主を描いたものです。祈っておられる救い主の
傍らに一人の天使が立ち，救い主を優しく腕に抱いて，慰め
の言葉を掛け，天からの助けと支えを与えています。
この絵画をじっと見詰めていると，わたしの心と思いは 

言葉に表せない優しい気持ちと感謝の念で満たされます。
救い主が世の罪を御自身に負うという，死すべき世における
最も大いなる業を始められたとき，どのようなことが起こって
いたか，多少なりともわたしは感じることができます。御父
が御自分の子供たちに対して抱いておられる無限の愛と 
思いやりには驚嘆するばかりです。罪のない御子が全人類
のために，またわたしのために行ってくださったことに対する
深い感謝の気持ちでいっぱいになります。

神の御子の犠牲
毎年この時期に，わたしたちは，イエス・キリストが全 
人類のために払ってくださった犠牲を記念し，深く思い巡ら
します。
救い主がゲツセマネからゴルゴタに至るまでの間に，わた

したちのためにしてくださったことは，わたしの理解力を 
はるかに超えています。救い主はわたしたちの罪の重荷を
御自身に負われました。そして，アダムの最初の背きだけで
なく，かつて世に生を受けた何十億もの人々の何十億もの罪
と背きについても，永遠に効力のある贖

あがな

いをされたのです。
この永遠の，神聖な犠牲は，「すべての中で最も大いなる者
である」神でさえも「苦痛のためにおののき，あらゆる毛穴
から血を流し，体と霊の両方に苦しみを受けたほどのもの」
でした（教義と聖約19：18）。
救い主はわたしのために苦しまれました。
救い主はあなたのために苦しまれました。
この犠牲の大切な意味をじっくり考えるとき，わたしの霊
は感謝の思いで満たされます。この賜

たま

物
もの

を受け入れて心を
救い主に向ける人は皆，その人の汚れがどれほどひどくて
も，あるいは重荷がどれほど堪え難いものであっても，赦

ゆる

し
を与えられ，罪からの清めを得られるということをわたしは
知っており，謙虚な気持ちになります。
わたしたちは再び染みのない，清い者となることができる
のです。愛する救い主の永遠の犠牲によって贖われるの 
です。

わたしたちを慰めてくださる御方
わたしたちは誰一人として，主が経験されたほどの深い 
苦しみを味わうことは決してありませんが，それでもそれぞれ

大 管 長 会 メ ッ セ ー ジ

大管長会第二顧問
ディーター・F・ 
ウークトドルフ管長

主の優しい御
み

腕
う で

 
に抱かれて



 2 0 1 5 年 3 月 号  5

このメッセージから教える

教える前に，あなたが教える人たちの必要としている事柄を理解できるように，

御
み

霊
たま

の導きを求めてください。ウークトドルフ管長のメッセージからその一部

を伝えるときに，救い主とその贖いの犠牲について証
あかし

を述べてください。あなたが

教える人たちに，救い主の贖
しょく

罪
ざい

は彼らにとってどのような意味があり，また彼らは

「暗い，つらい時間」にどのように主の慰めを感じたか，尋ねるとよいでしょう。

が自分にとっての暗い，つらい時間を
過ごすことがあるでしょう。それは，
耐えられない大きな憂いと悲しみで 
あるかのように思われる時間です。
罪の重荷と後悔の念が容赦なくのし
かかってくる時があるでしょう。
しかしそのようなときに心を主に 
向けるなら，確かに主はわたしたちの
ことを知り，理解してくださるのです。
御自身のことはさておいて園と十字架
上でわたしたちのために苦しみを負っ
てくださった御方が，今わたしたちを

慰めずに放置しておかれることはあり
ません。主はわたしたちを強め，励ま
し，祝福してくださいます。優しい御腕

に抱いてくださいます。
主はわたしたちにとって天使以上の
御方となります。
慰めと癒やし，希望，赦しを祝福と
して与えてくださいます。
主はわたしたちの贖い主です。
わたしたちの解放者です。
憐
あわ

れみ深い救い主，わたしたちの
愛する神なのです。■

注
 1. フランス・シュバルツの葬儀で話をした司祭はこ
う述べている。「彼の作品は神から授けられた
ものであり，多くの説教以上の価値があるように
思われました。」（エミリー・ブキャナン－ウィット
ロック，“History of Artists’ Lives Gives Greater 
Context for Exhibit,”Deseret News，2013 年
9月 29日付，deseretnews.com）

「
園
で
の
苦
し
み
」
フ
ラ
ン
ス
・
シ
ュ
バ
ル
ツ
画
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青  少  年

こ  ど  も

イエス・キリストによる勝利
匿　名

わたしは過食という問題を抱えていました。おなかいっぱいに
なるまで食べることを何度も繰り返し，その結果，ひどい 

罪悪感と欲求不満を抱え，失望を感じるようになりました。問題を
克服しようとしたときに，自分はとても弱いと思いました。

そこでわたしは救い主にすがることにしました。そして祈りま 
した。わたしは自分に弱さがあり，恵みが必要であることを心から
認めました。それから天の御父に，わたしを祝福し，御父の助けを
近いうちに与えてくださるようにお願いしました。するとその晩， 
愛に満ちた御父は御自分の息子を助けたいという計り知れない 
望みを抱いておられ，御

み

心
こころ

を果たす確かな力をお持ちの御方で 
ある，という確信を得たのです。
その晩以降，もう食べ物に影響されることはなくなりました。そう
なれたのはイエス・キリストのおかげであることを，わたしは知って
います。パウロと同じように，「わたしを強くして下さるかたによっ
て，何事でもすることができる」（ピリピ4：13）ということを学ん
でいます。またわたしは，パウロのもう一つの教えを決して忘れな
いように努めています。「感謝すべきことには，神はわたしたちの主
イエス・キリストによって，わたしたちに勝利を賜わったのである。」
（1コリント15：57）

かぞくや　友
とも

だちに，  すくい
ぬしから　なぐさめを　うけ

たときのことについて　聞
き

きます。
あなたが　すくいぬしから　なぐさ
めを　うけたときのことについて　
考
かんが

えてみてください。 そのときの　
けいけんについて　絵

え

を　かいて，  
あなたがねるへやに　かざり，   
イエス・キリストは　いつも　そば
に　いて，  あなたを　なぐさめ
てくださることを　思

おも

い出
だ

して 
ください。

しゅが　 
なぐさめてくださいます

イ
ラ
ス
ト
／
エ
レ
ー
ナ
・
カ
リ
ス
ト
ラ
ト
ー
バ
／IS

T
O
C
K
/T
H
IN
K
S
T
O
C
K

／
グ
ル
カ
ン
・
オ
ズ
カ
ン
／IS

T
O
C
K
/T
H
IN
K
S
T
O
C
K
;  

ポ
リ
ュ
ド
バ
・
ユ
リ
ア
／IS

T
O
C
K
/T
H
IN
K
S
T
O
C
K



 2 0 1 5 年 3 月 号  7

ウークトドルフ管長は続けてこう
言いました。「忍耐とは，変えられ
ないことを受け入れ，勇気と高潔さ
と信仰をもって立ち向かうことです。
『子供が父に従うように，主が〔わた
したち〕に負わせるのがふさわしい
とされるすべてのことに喜んで 
従』うことです〔モーサヤ 3：19〕。
結局，忍耐とは，毎日，毎時間，そう
することがたとえ難しいときでも，
『主の戒めを守ることにおいて堅く
確固として，揺るぎなくある』こと 
です〔1ニーファイ2：10〕。」1

その他の聖句
詩篇 40：1；創世 5：22－23；2 ペ
テロ1：6；アルマ17：11

イエス・ 
キリストの特質―
寛容と忍耐

聖文から
聖文はわたしたちに，現世の生
活にあって「苦難の中で忍耐強く」
あるべきことを告げています。「〔わ
たしたちは〕多くの苦難を受けるか
ら」です。そして神は，次のような
慰めに満ちた約束を与えています。
「それに耐えなさい。見よ，わたし
はあなたの生涯の最後まで，あな
たとともにいるからである。」（教義
と聖約24：8）
聖書からの以下の話は，忍耐と

信仰の模範です。
「ここに，十二年間も長血をわず
らって〔いる〕女がいた。この女が
〔キリストの〕み衣のふさにさわっ
たところ，その長血がたちまち止
まってしまった。
……イエスは言われた，『だれか
がわたしにさわった。力がわたし
から出て行ったのを感じたのだ。』
女は隠しきれないのを知って， 

震えながら進み出て，みまえにひれ
伏し，イエスにさわった訳と，さわ
るとたちまちなおったこととを，み
んなの前で話した。
そこでイエスが女に言われた，

『娘よ，あなたの信仰があなたを
救ったのです。安心して行きなさ
い。』」（ルカ8：43－48）
この女性のようにわたしたちも，
イエス・キリストに心を向けるなら，
祝福と慰め，そして癒やしをも見い 
だすことができます。主の贖

しょく

罪
ざい

に
より癒やされるのです。

信仰 • 家族 • 扶助

家 庭 訪 問 メ ッ セ ー ジ

考えてみましょう
ルカによる福音書第 8章の話から考

えると，この女性の忍耐の歳月はどの

ようなものだったでしょうか。また，

イエス・キリストへの彼女の信仰は

どのように報いられたでしょうか。

本記事は，救い主の特質に焦点を当てた 
家庭訪問メッセージシリーズの一環です。

忍耐はしはしば，静かで受動的
な特質と考えられています。

しかし，大管長会第二顧問のディー
ター・F・ウークトドルフ管長が述べ
たように「忍耐とは，無抵抗に諦め
ることでも，恐れて行動しないことで
もありません。忍耐とは，積極的に
待って堪え忍ぶことです。持ちこた
え……ることです。望むように事が
進まなくても……です。忍耐は単な
る我慢ではなく，よく堪え忍ぶことな
のです。」
前世において，天の御父はわたし
たち，すなわち神の霊の子供たちの
ために，一つの計画を用意されまし
た。わたしたちは地上に来られる
機会を喜び呼ばわりました（ヨブ
38：7 参照）。わたしたちが地上に
いる間，自分の意思を御父の意思と
一つにするならば，主は「〔わたした
ち〕を〔主〕の手に使われる者とし
て多くの人を救」ってくださいます
（アルマ書 17：11）。

祈りをもってこの資料を学び，何を伝えるべきか分かるよう祈り求めてください。 
救い主の生涯と役割が理解できるようになると，救い主を信じるあなたの信仰はどれほど増し， 
家庭訪問を通してあなたが見守っている姉妹にどれほど祝福が注がれるでしょうか。 
詳しくは https://www.lds.org/callings/relief-society?lang=jpnをご覧ください。

注
 1. ディーター・F・ウークトドルフ「忍耐し続ける」
『リアホナ』2010 年 5月号，57－58
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「かつて，あるジャーナリストが，カ
ルカッタで貧しい人々を助けていた
マザーテレサに問いかけました。
『統計的に見ると，あなたは何も成し
遂げていませんね。』  この小柄な驚く
べき女性はこう答えました。『わたし
の仕事は統計ではなく，愛なのです。』
……自分の手の及ぶ人に対してでき
ることを行うならば，神と隣人を愛す
るという戒めを守ることができると，
彼女は言いました。……そのジャー
ナリストは目が覚めた思いで，キリスト
教の精神は統計とはまったく無関係
であると結論づけました。……
では，わたしたちはどうすれば 

『できる限りのこと』ができるでしょ
うか。……
……わたしはトーマス・スペン
サー・モンソン大管長を称賛します。
……わたしが一生忘れないであろう
彼の姿は，当時経済的に荒廃した東
ドイツから帰る飛行機にスリッパ履き
で搭乗した彼の姿です。彼は予備の
スーツと着替えのシャツだけでなく，
自分が履いていた靴をも貧しい人に
与えたのです。」
十二使徒定員会　ジェフリー・Ｒ・ホランド長老 
「わたしたちは皆，物乞いではないだろうか」 
『リアホナ』2014 年11月号，40，42

天の祝福
「〔苦難の〕ときに，こう思う
かもしれません。『神の戒
めは本当に全部従う必要が
あるのかしら。』
その問いに対するわたし

の答えは簡単です。
神はわたしたちの知らない，理解を超えた 
事柄を御存じであるとわたしは思います。天の
御父は永遠の御方であり，わたしたちと比較に
ならないほど偉大な経験と知恵と英知を備え
ておられます〔イザヤ55：9 参照〕。……
わたしたちの試練となっているのは，神は 
祝福を天の大きな雲の中に閉じ込めていて，御
自分が定めた厳しいおきてに従わない限りその
祝福を下さらないのだと想像していることだと
思います。しかし，戒めとはまったくそのような
ものではありません。実際には，天の御父は 
絶えず祝福を注いでおられるのです。その祝福
をまるで傘のように遮っているのは，わたした
ちの恐れや疑いや罪なのです。
神の戒めは，その傘を閉じて，絶えず注いで
いる天の祝福を受けなさいという，愛に満ちた
教えであり神聖な助けなのです。」
大管長会第二顧問　 
ディーター・F・ウークトドルフ管長 
「喜んで福音に生きる」 
『リアホナ』2014 年11月号，121－22

教 義 的 な 重 要 点

貧しい人や困っている人の世話をする

預 言 者 の 約 束2014 年10月の総大会を読み返す際に，このページ（および今後の「大会ノート」）を使って， 
生ける預言者と使徒，他の教会指導者の最近の教えを学び，生活に取り入れることができます。

「主なるわたしが語ったことは，わたしが語ったのであ〔る。〕……
わたし自身の声によろうと，わたしの僕

しもべ

たちの声によろうと，それは同じである。」
（教義と聖約1：38）

2014年10月の大会ノート
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総大会の説教を読んだり，見たり，聴いたりするには，
lds.org/general-conference?lang=jpnに

アクセスしてください。

空欄を埋めましょう
答え―1.正当化し始める　

2.正しい　3.背教　4.真理
ないことだったりするかもしれませ

ん。しかし，預言者に従うことは常に 

　　　　　 のです。」（キャロル・Ｆ・

マッコンキー「預言者の言葉に従っ

て生活する」78）

3. 「主の標準を社会での不適切な行い

のレベルにまで下げること，それは 

　　　　　 です。」（リン・G・ロビン

ズ長老「どちらを向いていますか」

10）

4 「絶対的な 　　　　　 をますます軽

蔑し，否定する世の中にあっても，絶

対的な 　　　　　 は存在します。

将来，『あらゆるものがひざをかが

め，また，あらゆる舌が，「イエス・キ

リストは主である」と告白して，栄光

を父なる神に帰する』日が来るでしょ

う（ピリピ2：10－11）。（デビッ

ド・A・ベドナー「きてごらんなさ

い」110）

家庭で活用できる手段
主に導きを求めてください。」―リチャー

ド・G・スコット長老「信仰を行使すること

を最優先とする」93

1. 祈り

2. 聖文研究

3. 家庭の夕べ

4. 神殿参入

「それぞれの手段を自分がどのくらい活用

しているかをよく考え，さらに有効に活用

するにはどうしたらよいかが分かるように

「
良
い
サ
マ
リ
ヤ
人
」
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
レ
ー
ン
。
道
具
箱
の
写
真
／
ス
コ
ッ
ト
・
デ
ー
ビ
ス  

1. 「大小にかかわらず，回復された福音

の精神と相いれない間違った選択を 

　　　　　 と，必要な祝福や守りを

失い……ます。」（クエンティン・L・

クック「賢明に選ぶ」48）

2. 「世の標準から見れば，預言者に従う

のは不人気だったり，不適切だった

り，あるいは社会的に受け入れられ
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わたしたちは親として，難しい問
題や試練が子供の成長にとっ

て価値があることを理解しています
が，それでも子供が苦しむ姿を見るの
はつらいものです。しかし，子供のそ
のような苦悩は，家庭の中に愛ある環
境を育むときに子供としっかりした関
係を築くチャンスとなり得るのです。
ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910
－2008 年）は，そのような家庭環境
を作ることに関して次のように両親を
励ましています。「もっと雄弁に語れ
るとよいのですが，わたしの願いは子
供を救うことです。あまりにも多くの
子供たちが苦痛と恐れ，孤独，失意の
中を歩んでいます。子供には日の光
が必要です。幸福が必要です。愛と
養いが必要です。」1

例を挙げると，いじめ，悪い言葉遣
い，学校での不正行為，同性に対する
興味，摂食障がい，うつ病，自殺願望
など，子供が直面する可能性のある難
しい問題が数多くあります。末日聖
徒の親として，わたしたちは「子供た
ちに対しても愛と関心を示すという厳
粛な責任を負って」いることを知って
います。2 しかし，子供自身の生活に

ついてであっても，友達の生活につい
てであっても，子供が難しい問題に苦
しんでいるとき，この大切な責任をど
のように果たせばよいのでしょうか。
ここで，幾つかの提案をします。
会話を促す質問をする。このように
質問してもよいでしょう。「何かに悩
んでいるようだね。それについて何か
話せることはない？」この質問は，子
供が悩んでいることに気づいたことを
伝えるだけでなく，子供が話してもよ
いと思う範囲で打ち明けられるように
水を向けるものです。
子供が悩んでいる問題を打ち明け
たあとに，こう答えてもよいでしょう。
「ありがとう。話してくれて。わたしを
信頼してそのことを教えてくれたんだ
よね。あなたがどう感じているか分
かるよ。どうしたら力になれる？」
このような愛ある受け答えは，さら
に会話を続けやすくします。大切なの
は，子供があなたの誠意を理解して
いることです。抱き締めたり，愛情の
こもったまなざしを注いだりすること
も，偽りのない，心からの関心を表す
のに役立ちます。
理解するために耳を傾ける。十二使

子供が難しい問題に直面しているとき，彼らとの結びつきが強くなるような話し方をすることが 

大切です。

徒定員会のラッセ
ル・M・ネルソン長
老はこう言っていま
す。「耳を傾けなけ
ればならないとき
は，相手が話を聞い
てほしいと思ってい
るときです。……子
供は生来，自分の経
験を話したがるもの
です。……子供が
悩みを打ち明けたと
き，衝撃的な話を聞
かされても自分自身
が平静を失わずに
心を開いて耳を傾けることができるで
しょうか。言葉を遮ったり，性急な判
断を下して対話の道を閉ざしたりせ
ずに，子供の話を聞けるでしょうか。
親に信頼され，自分の気持ちが理解
されているという安心感があってこ
そ，打ち解けた話ができます。大人
は，受け入れたくない事実を聞かされ
たとしても，事実は事実として受け入
れなければなりません。」3

相手を尊重する。聖文には，愛と尊
重を作り出す方法について優れた指

難しい問題について話し合う
臨床心理士，LDSファミリーサービス
シェリー・リン・クラーク

わ た し た ち の 家 庭， わ た し た ち の 家 族
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針が示されています。教義と聖約
121章 41－ 42 節の中で，鍵となる言
葉に着目してください。説得（強制で
はなく）， 寛容（すぐ強いて従わせる
のではなく，不寛容でもなく）， 温厚
（大声を出さず，攻撃的，感情的なコ
ミュニケーションではなく）， 柔和
（誇らず，横柄な受け答えをしない）， 
優しさ（冷酷に操るのではなく）， 偽
りのない愛（心からの誠実な愛の表
現）。わたしたちの改心を深めること
で，「人と接するときには，忍耐，親

切，寛容さが増し，人の役に立ちたい
という気持ちになるのです。」4

批判を避ける。末日聖徒の親は，救
い主の模範に倣って生活しようと努力
しています。主の接し方には，愛と 
共感と心からの関心にあふれていま
した。人々が重大な罪を犯したとき
でさえ，主は悔い改めを勧めました
が，非難することはされませんでした
（ヨハネ 8：3－11参照）。子供の自
尊心を傷つけ，自信を失わせるような
批判を避け，むしろ，それぞれの子供

の良い所を見つけて強調するとよいで
しょう。
怒りを制する。「怒りをおそくする
者は勇士にまさり」（箴

しん

言
げん

16：32），
「争いの心〔は〕争いの父である悪魔に
つく……。悪魔は……怒って争うように
人々の心をあおり立て」ます。（3ニー
ファイ11：29）。怒りは御

み

霊
たま

を退け，
壊れやすい親子関係を損ないかね 
ません。総大会でヒンクレー大管長
はこう言いました。「わたしは心から
お願いします。怒りを制し，ほほえみ
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10 代の子供と話をする

難しい問題について話し合う 

のは，本当に容易ではありま

せん。ましてや，親に頼らないで自

我を確立しようと奮闘している

10 代の子供とそのような話をする

のはもっと大変です。思春期の若

者は，勉学，感情の起伏，交友関係

などの多くのプレッシャーの中で生

きています。彼らの信仰や価値観

は，時として友達や仲間から疑問視

されます。この発達段階で親と子

の関係はもろくなりやすく，10 代

の若者がしまいには混乱，孤独感，

いらいら，不安，無力感，疎外感，あ

るいは失望さえ抱いてしまうことは

珍しくありません。

発達に伴うこれらの難しい問題を

理解し，心配りをする親は，10 代

の子供が一番親を必要としている

ときにより良く助けることができる

のです。

をたたえてください。ほほえみは怒り
を和らげます。愛と平和，感謝と敬意
の言葉を語ってください。そうすれ
ば，皆さんの人生は悔いのないものと
なり，夫婦関係や家族関係が守られ
るでしょう。もっと幸福に〔なる〕こ
とでしょう。」5

結びつきを強める。この提案は全
て役に立つものですが，子供との難し
い話し合いのただ中で思い出すこと
ができなければ，次のように自問する
だけでもよいでしょう。「この状況で
どのようにしたら子供との結びつきを
強められるだろうか。」  その後，話に
耳を傾けて，受けた霊感に従ってくだ
さい。
努力し続ける。親業は時として非常
に難しい務めですが，それでも努力し
続けるなら良い結果を得ることができ
ます。ハワード・W・ハンター大管長
（1907－1995 年）はこのように励ま
しています。「立派な親とは，子供を

愛し，犠牲を払い，世話をし，教え，子
供の必要を満たす人のことです。こ
れらのことを全て行っても，子供が不
従順でこの世のものを追い求め，手に
負えないようなことがあるかもしれま
せん。それでも，皆さんは立派な親で
あると言えます。」6 ■
筆者は南アフリカ在住です。

注
 1. ゴードン・B・ヒンクレー「子供たちに救いを」
『リアホナ』1995 年 1月号，62 参照

 2. 「家族―世界への宣言」『リアホナ』2010 年
11月号，129

 3. ラッセル・M・ネルソン「耳を傾けて学ぶ」『聖
徒の道』1991年 7月号，22 参照

 4. マービン・J・アシュトン「舌は鋭い剣となる」
『聖徒の道』1992 年 7月号，22 参照

 5. ゴードン・B・ヒンクレー「怒りをおそくする」
『リアホナ』2007年 11月号，66

 6. ジェームス・E・ファウスト「ハワード・W・ハン
ター大管長―空を飛ぶ鷲

わし

のように」『聖徒の
道』1994 年 9月号，17 参照
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3,000人の宣教師が大きなホールに集まっている場面を思い浮か
べてください。その中の2,999人は
興奮しながら話していて，ホールの
一か所を注目しています。爪

つま

先
さき

で立っ
ている人もいれば，爪先立ちをする人
越しに一目見ようとジャンプする人も
います。折り畳み椅子の上に立ってい
る人もいます。一人の宣教師は，折り
畳み椅子に座り，膝に肘を突き，こぶ
しを握って頭を下げています。
この情景は実際に起ったとおりで
はないかもしれませんが，わたしが記
憶していることを表しています。確か
にそう感じていました。その一人の宣
教師とはわたしだったのです。
この場面を想像している皆さんは，
わたしが孤独や悲しみを感じていたと
思うかもしれません。実際のところ，
わたしは人生でも指折りの幸せな瞬間
を味わっていました。以来，その瞬間
を何回思い出してもうれしくなります。
そのとき，わたしはユタ州プロボの
宣教師訓練センター（MTC）にいて，
エクアドル・キト伝道部で専任宣教師
として奉仕する準備をしていました。
当時，大管長会第一顧問であったゴー

祖父，御父

熟 　 考

ドン・B・ヒンクレー管長（1910－2008
年）が MTCの全宣教師に向けて話
をしに来ました。
どよめきが起こったのは，集会の後で
した。宣教師がホールの出口から出て行
かないことに気づいたわたしは，何が起
きているのか一人の長老に尋ねました。
彼は，「ヒンクレー管長の孫が MTC
にいるんだ。それでたった今，ヒンク
レー管長が演壇から降りて彼を抱き
締めたんだよ！」と答えました。
その長老はそう説明すると，もっと
よく見ようと椅子に上がって興奮ぎみ
に言いました。「わあ，ヒンクレー管
長がおじいさんだなんてすごいよね。」

わたしはヒンクレー管長を愛し，尊敬し
ていましたし，その日のヒンクレー管長の
メッセージに鼓舞されていました。しか
しその瞬間，ある思いが生じて，わたし
は椅子の上に立つのではなく，椅子に腰
を下ろしました。高揚した熱気の中で，
わたしは静かに座り，こう思いました。
「ヒンクレー管長がおじいさんだったら確
かにすごいだろうな。でも，ヒンクレー
管長であっても，うちのフェルトおじいさ
んやウエストおじいさんと代わってほしい
とは思わないよ。」  わたしは頭を上げ，自
分の受け継ぎや自分の家族を思いなが
ら温かい感謝の気持ちに包まれました。
すると，最初の思いよりさらに強い
思いが浮かびました。「それに，ぼく
は神の息子なんだ。」  歯科医や工場
管理者の孫であることは，預言者の
孫であることと同じすばらしい価値が
あることを知っています。なぜでしょ
うか。わたしも預言者の孫も，同じ天
の御父の子供だからです。
その後，他の 2,999人の宣教師は大
きなホールの出口に向かって歩いて行
きました。わたしは，数分前よりも主に
仕える準備がさらに整った状態で，彼
らと一緒にホールを出たのでした。■

教会パブリッシングサービス
アロン・L・ウェスト
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子供の頃，一日の中で特に好き
だったことの一つは，仕事を終

えた父の帰りを待つことでした。窓
から外を眺めて父が帰ってくる姿を見
つけては，家に着くまで歩数を数え，
父を出迎える喜びの瞬間を楽しみに
していたものです。そのような気持ち
を味わえなくなるとは夢にも思いませ
んでした。

をじっと見詰めました。すると，わた
しの肩に耐えられない重圧が掛かっ
てくるのを感じました。それは，普通
に息ができないほどの重苦しさ，押し
つぶされそうな重圧でした。
父が亡くなってから間もなく，夕日
が陰りゆく時間に，わたしは一人で自
分の部屋に行き，これまで教えられて
きたように，天の御父に祈りました。
抱き締めるだけでいいので，愛する父
にもう一度会わせてくださいと御父に
嘆願しました。心の中で，天の御父
がその奇跡を起こすことがおできにな
ると確信していました。
その日，父に会うことも，父を抱き
締めることもかないませんでしたが，
それ以上の祝福が与えられました。
救い主の手がわたしの肩に置かれた
ように感じたのです。わたしの胸を圧
迫していた重荷を主が取り去ってくだ
さったとき，本当に主がそこにおられ
るかのように感じました。
20 年以上たった現在まで，あの安
らぎを失ったことはありません。悲し
いときもありましたが，父を失ったこと
でむなしさを感じたことは一度もあり
ませんでした。振り返ってみると，御

み

キ リ ス ト に つ い て 語 る

全ての試練は 
さらに大いなる信仰をもたらす

わたしが 7 歳だったある日のこと，
父ではなく，顔を曇らせた別の男の人
が玄関に来て，父が事故で亡くなった
ことを伝えました。
その日，わたしは黙ったままでした。
4 歳の弟とまだ若いのに一人になって
しまった母を見ていましたが，わたし
は泣きませんでした。その知らせが
信じられなくて，窓の所に行って通り

救い主は癒やし強めてくださいます

主は無限にして永遠の犠牲をささげられたので（アルマ34：
14 参照），わたしたちの気持ちを完全に理解し，憐

あわ

れみの腕を 
伸べることがおできになります。主は手を差し伸べ，触れ，助け，
癒やし，強め，わたしたちが自分でなれる以上の者にしてくだ 
さり，自分の力では決してできないことをできるようにしてくだ
さいます。……

人は皆生活の中で異なる重荷を負っていますが，重荷は聖なるメシヤの功徳と憐れ
みと恵みに頼るように促してくれます（2ニーファイ2：8 参照）。容易に重荷に耐え
られるように救い主が助けてくださることを証

あかし

し，約束します（モーサヤ24：15 
参照）。」
十二使徒定員会　デビッド・A・ベドナー長老 
「容易に重荷に耐えられるように」『リアホナ』2014 年 5月号，89－90

父が事故で死亡したことを知ったとき，7歳のわたしは 
奇跡が起こるように祈りました。

ジョルジャ・ムルジア



 2 0 1 5 年 3 月 号  15

霊
たま

が何度もわたしを慰め，助け，救い
主の尊い歩みに従う道を示してくだ
さったことが分かります。あの最初の
試練のおかげで，生活の中で主の存
在を感じることができ，日々の試練を
永遠の見地から見られるようになりま
した。目には見えなくても，救い主の
手が触れるのを感じられるのは，生活
に福音があるためであることを知って
います。
わたしは永遠の結婚をして，夫との
間に 3人の幼い娘がいます。娘たち
は我が家で天の喜びを垣間見させて
くれます。娘たちを見るとき，この子
たちが人生で経験する全ての悲しみ，
試練，困難な問題がさらに大いなる
信仰，新たな証

あかし

，すばらしい奇跡をも
たらすという知識と平安があることに

試練から学ぶ
試練の中にあるときに力と助けを求めて祈ることが大切であると同時に，試練から

学べるように祈ることも大切です。生活の中で主の深い憐れみと恵みに気づく「見る

目と聞く耳」（申命 29：4 参照）を持てるように祈ることができます（エテル 6：12 

参照）。

人生の困難な時期に学んだ教訓や天の御父の愛を実感した経験を幾つか日記に 

書くこともできます。

20 年以上たった現在まで，あの安らぎを失ったことはありません。御霊は何度もわたしを慰め，助け，道を示してくださいました。

喜びを感じています。わたしと夫にで
きる以上のことが娘たちに必要なと
き，かつてのわたしと同じように，娘

たちが主から守りと慰めと救いを得ら
れることを心からうれしく思います。■
筆者はイタリア，サルデニア在住です。
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わたしたちは，多くの人が神の存在や神の戒めの大切さを否定する世の中に
住んでいます。皆さんが神を証

あかし

する務めをさらに効果的に果たし，真理と
義のために行動するうえで，わたしの話が助けとなるように願っています。

I.
信仰箇条の最初の 3 条から話を始めたいと思います。
「わたしたちは，永遠の父なる神と，その御子イエス・キリストと，聖霊とを信じる。」
「わたしたちは，人は自分の罪のゆえに罰せられ，アダムの背きのゆえには罰せられ
ないことを信じる。」
「わたしたちは，キリストの贖

しょく

罪
ざい

により，全人類は福音の律法と儀式に従うことによっ
て救われ得ると信じる。」（信仰箇条 1：1－3）
モルモン書の偉大な預言者は，これと同じ真理を教えています。
「神を信じなさい。神がましますことと，神が天と地の万物を創造されたことを信じ
なさい。神はすべての知恵を備え，また天と地の両方で一切の権威を持っておられる
ことを信じなさい。さらに，人は主が理解される事柄すべては理解しないということ
を信じなさい。
さらにあなたがたは，罪を悔い改めてその罪を捨て，神の御

み

前
まえ

にへりくだらなければ
ならないことを信じなさい。そして，神があなたがたを赦

ゆる

してくださるように真心から
求めなさい。」（モーサヤ4：9－10）
これとは対照的に，今日，多くの人が神の実在を否定したり疑ったりしています。 
そして，言動に関する規範はどれも人が作ったものであり，思うままに受け入れたり， 
拒んだりできると主張しています。

十二使徒定員会
ダリン・H・ 
オークス長老

わたしたち末日聖徒は「地の塩」として， 
自らの信じる宗教に従って生活することによって， 
また自らが神の証人であることを 
表明することによって， 
塩
しお

気
け

を保たなければなりません。

イ
ラ
ス
ト
／
ス
コ
ッ
ト
・
グ
リ
ア
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証人になる神の
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わたしはなぜ，神の実在や，人の行いを律する善悪が確実
に存在することなどの基本的な真理について話すのでしょ
うか。わたしたちが教えられることで時として最も必要なの
は，当たり前であると考えがちな事柄です。わたしたちは全
ての人が理解していると思い込んで，単純で基本的な真理
に注意を払わないことがあります。しかし，実際はそうでは
ありません。わたしたちは，自分たちの信仰の基となってい
る基本的な真理を強調する必要があります。詰まるところ，
これらの真理には，神が実在すること，真理が永遠に存在
すること，神の教えと戒めによって定められる善悪が永遠に
存在することが含まれます。

II.
神を否定すること，すなわちルネサンス時代に始まった，
人間社会における神の役割を軽視することが，今日の社会
に蔓

まん

延
えん

しています。人の理論を礼賛することが，良い影響と
悪い影響を及ぼしてきました。科学の進歩によって，わたし
たちの生活は多くの点で改善されました。しかし，神の代わ
りに科学を信じる人々によって善悪の究極的なよりどころで
ある神の権威が否定されてきたことで，多くの信仰深い人々
は次の疑問を呈しています。「道徳上の判断をする際，自由
主義的な伝統を持つ優れた哲学者の考え〔あるいは連邦最
高裁判所の下級裁判所の決定さえも〕が，……神の御

み

心
こころ

よ
りも適切とされるのはなぜなのだろうか。」1

人の理論を用いて生活における神の影響力を不要にした
人々は，その過程で自分自身を弱め，文明社会の価値を引き
下げてきたのです。
わたしは知識を得るための方法が二つあることを知り感謝
しています。その二つとは，科学的な方法と霊的な方法であ
り，後者は神を信じる信仰に始まり，聖文，霊感による教え，
そして個人の啓示に頼るという方法です。この二つの異なる
方法によって得る知識の間に最終的な矛盾はありません。
それは，全能の永遠の御父である神は，全ての真理を御存
じで，二つの方法によって学ぶよう勧めておられるからです。
末の日に関する預言は，霊感によって与えられた真理やそ
れに基づく行動に対して大きな反対があることを告げてい
ます。その預言の幾つかは反キリストに関するもので，他の
預言では大きな忌まわしい教会について述べています。

反キリスト
使徒ヨハネは，「父と御子とを否定する」人を表すために，
反キリストという言葉を使いました（1ヨハネ2：22）。今
日，神の存在を否定する人は，無神論者と呼ばれています。
無神論者の中には，証明できない物事を信じる人の信仰を
あざ笑う人もいますが，たとえ攻撃的な態度で神の存在を否
定しても，神が存在しないことを立証できないのです。
コリホルという名の男に関するモルモン書の記述のよう
に，わたしたちは神を否定する人々に対して備えができてい
ます。現代の最も無神論的な書物に見られるような言葉を
使ったことで，2 回「反キリスト」と呼ばれたコリホル（アル
マ 30：6，12）は次のように教えました。
「あなたがたはまだ見ていない物事を知ることはできな
い。だから，将来キリストが現れるということを前もって知
ることはできないのである。
あなたがたは将来を見通して，自分たちの罪が赦される
のが分かると言う。しかし見よ，それは精神がおかしくなっ
ている結果である。このような精神の錯乱は，実際にはな
いことを信じるように惑わす，あなたがたの先祖の言い伝え
のために生じたものである。」（アルマ 30：15－16）
コリホルはさらに，「人々の罪のために行われる贖

しょく

罪
ざい

など
あり得ない」と断言しました。罪という概念を否定し，救い
主を拒絶することで行き着く先を説明するコリホルの言葉
は，現代における多くの人の信念に驚くほどよく似ています。
「人は皆，この世の生涯を善く暮らすも悪く暮らすも，その人
の対処の仕方次第であるから，人は皆自分の素質に応じて
栄え，自分の力に応じて勝利を得る……， また人がすること
はどんなことも決して罪にならない。」（アルマ 30：17。強
調付加）
道徳的相対主義
今日，コリホルの人生観は道徳的相対主義と呼ばれてい
ます。二人の評論家がその人生観を次のように説明してい
ます。「道徳の問題に関して言えば，例外のない客観的な
正解や間違いというものはなく，分別に適切，不適切もな
く，いつでも，どこでも，誰にでも適用できる道徳的な判断
をするための，妥当な，あるいは道理に合った方法というも
のはない。」2

以下は，人気のあるメディアにおいて，あるいは仲間から
圧力を受けたときに，多くの人が持つ考え方です。「古い
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ルールを破って自由になろう。好きなことを 
しよう。世の法律や世間の非難によって課せ
られること以外に犯罪者が負うべき懲罰は 
ない。」  そのような考えの裏には，神は存在 
しないという前提，あるいは実在しても，現代
を生きるわたしたちに当てはまる戒めを与えて
はおられないという前提があるのです。
世俗的ヒューマニズム
高等教育の世界では，証明できない神を拒
否し，善と悪があることを否定する考え方が
最も強い影響力を持っています。世俗的
ヒューマニズムは，世俗主義との強い一体感
があったためにおそらくそのように呼ばれた
ヒューマニズムの一種ですが，意図的にせよ，
そうでないにせよ，多くの単科大学や総合大
学で教えられる授業に組み込まれています。
信仰を持つ人が，さまざまな人文主義哲学に
対して不愉快に思う部分は，神の存在を否定
し，神の戒めに基づいた絶対的な道徳基準を
も否定している点です。例えば，1973 年の

ヒューマニスト宣言は，「昔ながらの道徳律」
と「人間の必要や経験よりも啓示，神，儀式，
信条に重きを置く伝統的な教義的，権威主義
的宗教」を拒否しました。さらにこう断言し
ています。「我々は，人類に対する……神の
目的なるものを見いだすことはできない。
……人が現在どうあって，将来どうあるかに
ついての責任は人間にある。神が人を救う 
ことはない。人は自らを救わなければなら 
ない。」3

もちろん，ヒューマニストと呼ばれる人文主
義の信奉者は，多くの実際的な貢献をしてき
ました。民主主義，人権，教育，物質的進歩
を支えてきたのです。これらの発展によって
信仰を持つ人が排除されることさえなけれ
ば，ヒューマニストに対してわたしたちが懸念
することは，彼らが神の権威と神を信じること
の価値を否定している点です。
かつてブリガム・ヤング大学で哲学を教え
ていたチョウンシー・リドル教授はこう書い

ヒューマニズムは， 
人間を 
至高者である神に仕立て， 
教育を受けた人間の 
思考によって 
あらゆる真実，善，美が 
定められるように 
している。
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ています。「ヒューマニズムは，人間を至高者
である神に仕立て，教育を受けた人間の思考
によってあらゆる真実，善，美が定められるよ
うにしている。」  さらに「作家，出版業者，学
者，メディア関係者のほとんどがヒューマニス
トであるため」，ヒューマニズムが「現代社会
で好評を博している」ことに注意を喚起して
います。4

神の存在を否定したり，疑ったりする人の多
くは，おそらく道徳的相対主義の哲学を認め
ないでしょう。神への信仰に基づかない絶対
的な標準を説明するのが難しいことであって
も，自分自身には善悪を判断する幾つかの外
的標準があると考えます。「宗教による昔か
らの道徳律」を公に拒み，「科学的な裏付け
を取るための実験」5 に頼ることを公言する
世俗的ヒューマニストは，「神に頼らずにこの
世の中で生きている者たち」に関するモルモ
ン書の預言を成就しているように思えます
（モーサヤ 27：31）。
大きな忌まわしい教会とその他の「教会」
モルモン書には，「悪魔が創設者である全
地の大きな忌まわしい教会」に関する預言が
記されています（1ニーファイ14：17）。この

「教会」は，「すべての国民，部族，国語の民，
民族の中にあって全地を支配」すると預言さ
れています（1ニーファイ14：11）。「ほかの
あらゆる教会にも増して忌まわしい」とされる
この教会は，「世の誉れを得るために」行動し，
「神の聖徒たちを……囚

とら

われの身に陥れる」
とも記されています（1ニーファイ13：5，9）。
キリスト教徒であってもそうでなくても，か
つて地上の全ての国を「支配」した宗派や，
神の全ての聖徒を「囚われの身に陥れる」ほ
どの力を持つ宗派はないため，この大きな忌
まわしい教会は，わたしたちが今日この言葉
から解釈する単一の「教会」というより，さら
に広く普及しているものに違いないのです。
つまり，神への信仰を否定するあらゆる哲学
や組織なのでしょう。そして，この「教会」が
聖徒を陥れようとする「囚われの身」の状態
とは，身体的な拘束というよりもむしろ偽りの
考えによる束縛なのです。
ニーファイは啓示により，「神の小羊の教会」
と「悪魔の教会」の二つしか教会はないと告
げられました（1ニーファイ14：10。 13：
4－ 6も参照）。この記述では，神を信じ，自
分の理解に基づいて最善を尽くして神に仕え

ニーファイは 
啓示により， 
「神の小羊の教会」と 
「悪魔の教会」の 
二つしか教会はない 
と教えられました。
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ようと努める人 と々，神の存在を否定する人々を対比させて
います（1ニーファイ14：10 参照）。
モルモン書の他の教えも，「教会」という言葉を使って 
神に対する信仰と不信仰を表しています。ニーファイ第二書
の後半の章では，末の日に異邦人が「多くの教会」を設け，
それらが「神の力と奇跡を侮り，自分の知恵と学識を自賛 
して，利益を求め」ると預言されています（2 ニーファイ26：
20）。「主のために設けたのではない」教会について述べ 
られており（2 ニーファイ28：3），その教会は「自分の学識
で教え」，「神の力を否定」するとあります（2 ニーファイ
28：4，5）。彼らは「人々に言う。『わたしたちに耳を傾け，
わたしたちの訓戒を聞きなさい。見よ，今日，神は存在しな
いからである。』」（2 ニーファイ28：5）
救い主がニーファイ人の間で教え導かれたとき，「わたし
の福音の上に築かれておらず，人の業の上に，あるいは悪魔
の業の上に築かれて」いる教会に気をつけるように言われま
した（3 ニーファイ27：11。 1ニーファイ8：26－33；11：
35；12：18 の「大きく広々とした建物」に関する教えも 
参照）。この警告は，宗教組織に限定されるのではありま 
せん。現代の状況において，これには幾多の世俗の哲学や
活動が含まれます。

III.
神を信じ，神の戒めによって善悪が存在することを信じる
人の多くは，教育機関やメディアを含め，多くの組織がこの
世の教えを説き，神を否定していることから，軽蔑と罵りを
受けています。預言されたこの困難に立ち向かうのは神を
畏れる人たちです。わたしたちと同じように神を信じる信仰
を持ち，神の戒めによって善悪が存在すると信じる，その人
数が減りつつある人たちです。これは，救い主の時代の状
況を再現しているにすぎません。
わたしたちは「四方から患難を受けても……行き詰ま」
りません（2コリント4：8）。霊的な成長に「すべての事物
には反対のものが」必要であることを知っています（2 ニー
ファイ2：11）。主が「御自分の民を懲らしめるのを，御心
にかなうことと見ておられる。まことに，主は民の忍耐と信
仰を試される」ことも知っています（モーサヤ 23：21）。し
かし，聖文は，神が御自身を信頼する者を救い出してくださ
ることも教えています（サムエル上 17：37，45－ 46；詩篇

34：22；箴言 3：5－ 6；アルマ 36：27；38：5 参照）。
これから，現在の状況に対してわたしたちにできることを
3 つ提案します。まず一番簡単なことから始めます。 3 つと
も，「いつでも，どのようなことについても，どのような所にい
ても，死に至るまでも神の証人になる」べきであるという偉
大なモルモン書の教えに準じています（モーサヤ18：9）。
神の名と影響力を尊ぶ
わたしたちは次のように教えられています。「キリストを信
じ……キリストを否定しない〔。〕」（2 ニーファイ25：29）
「あらゆる思いの中で〔キリスト〕を仰ぎ見なさい。疑っては
ならない。恐れてはならない。」（教義と聖約 6：36）「キリ
ストのことを話し」，「キリストのことを喜び」，「キリストの 
ことを説教〔する〕。」（2 ニーファイ25：26）  これを実践 
できる二つの方法は，個人の祈りと，記念日や見舞いに贈る
グリーティングカードです。
わたしたちは個人と家族の祈りにおいて，創造主である 
神について，また，神の戒めによって善悪が定められている
ことについて，わたしたちや隣人，指導者がよく理解できる
ように願い求める必要があります。あらゆる場所に住む 
神の子供たちのためにこれを実践するべきです。
わたしたちは，個人的なコミュニケーションにおいて宗教
に触れることを敬遠する現代の風潮にも異議を唱えるべき
です。近年，クリスマスカードやお悔やみ状に宗教的な象徴
や敬

けい

虔
けん

な言葉を入れることがほとんどなくなりました。この
ような類いのコミュニケーション手段を選ぶとき，個人的な
通信文から神聖な事柄を取り除いてはなりません。わたし
たちは信仰を持つ者として，会話や生活，文化において，神
とキリストの名と影響力を表し続ける義務があります。
人前で神の祝福を認める
公の場で神の祝福を認める行為を支持しましょう。そう
するのは，わたしたちが公の場で語るときに，信仰に触れた
り，神と神の祝福について記述したりすることが少なくなっ
ている事態を打開するためです。例えば，現在のアメリカ合
衆国の政府高官の公文書と修辞法を，建国後最初の 2 世紀
における同様の文書や言葉と対比してみてください。そうす
ると，アメリカ合衆国の建国と維持に関して，神への言及や
宗教の影響についての記述を故意に削除していることが 
分かるでしょう。
このことについてわたしたちに何ができるでしょうか。ま
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ず，家庭や教会で教えるときに，わたしたちの生活や国に主
の祝福があることを認めることで，正しい模範を示せるで
しょう。このことを「賢明に秩序正しく」行うためには
（モーサヤ4：27），自分たちの国がユダヤ教徒，イスラム教
徒などキリスト教でない教派の市民，そして無神論者から恩
恵を受けていることを否定していると思われないようにしな
ければなりません。しかし，例えば，アメリカ合衆国がおも
にクリスチャンであった人々や指導者によって建国され，彼
らの信仰の原則が国の憲法，法律，文化に具体的に表れて
いる事実についても誠実に語るべきです。6

ハーバードビジネススクールの教授で，以前地域七十人を
務めていたクレートン・クリステンセン兄弟は，最近執筆し
たエッセーで，宗教は民主主義と繁栄の両方の基盤である
と主張しています。クリステンセン兄弟によれば，民主主義
と資本主義はどちらも，法的強制力のない事柄に大多数の
人が従うことが前提となっていて，この前提条件は「人間の
平等，他人の財産の尊重，個人の正直と誠実さの重要性」な
どの基本原則を教える宗教に依存しているのです。神を信
じる宗教に取って代わろうとする世俗主義は，クリステンセ
ン兄弟の言う「強制できない事柄への広範囲な従順という
不可欠な基盤」を提供する能力とプログラムを持っていませ
ん。7

自由な宗教活動のために声を上げる
自由な宗教活動のために声を上げましょう。これには，異
なる宗教を信じる人々の協力が必要なため，さらに難しい問
題です。政府によって自由な宗教活動が保障されている国
では，その保障が守られるよう官僚に働き掛けるべきです。
現在懸念される事例を二つだけ強調します。
最初は公の場での祈りについてです。神に対する概念が
どのようなもので，どのような方法で神に話し掛けるとして
も，祈りは人が神に話し掛けるための手段です。祈りの内
容は祈る人の信仰によって異なりますが，内容がどのような
ものであっても，祈りが公の場でささげられるとき，その祈
りはそこに集まった人が共通して抱く神への信頼と神に対す
る敬虔さの表れ，および象徴として大切なのです。これが，
立法機関の会合や協議会の開会，法廷証言，任官式に先
立って宣誓としてささげられる祈りの本質です。祈るように
指名された人の神に対する概念がどのようであっても，また
祈る人の宗派や祈りの言語が何であっても，賢明かつ寛容

な態度で行う祈りの中に，神に対するわたしたちの信仰が
見えるように願っています。これは声を上げる価値のあるこ
とです。
第 2に，宗教活動の自由は「礼拝の自由」に限られると言
う官僚や公共政策提唱者に異を唱えるように注意を喚起す
るべきです。例えば，アメリカ合衆国で「自由な活動」を保
障するとは，一般国民の健康，安全，福利を守るために必要
である合法的な政府の力を前提として，教会，会堂，モスク
を含む私的な環境から外に出て，それぞれの信仰に基づい
て行動する権利を守ることを意味します。自由な活動とは，
市民が公共政策に関する議論や，市民や議員としての投票
において，信念に基づいて行動する権利が守られることも
含まれるに違いないのです。
十二使徒定員会のジェフリー・R・ホランド長老が，全国
のキリスト教指導者の聴衆に対する力強いスピーチで話し
たように，わたしたち末日聖徒は，「現代の社会問題に関し，
わたしたち全てがキリスト教徒の良心に基づいて堂 と々意見
を述べることができる」ように「宗教の自由を保障する努力
〔を〕，ともに行っていきたいと強く願って」います。8

神への信仰や神の祝福の存在を認めるという伝統的な文
化を守るために一つとなって働く宗教指導者と神を畏れる
人 と々の協力関係を支援することが必要です。

IV.
最後に，各地で生活している信仰ある全ての人にお勧めし
ます。わたしたちには，神の証人になるという厳粛な宗教上
の務めがあります。自らの宗教を自由に実践する権利を主
張することにおいて，また，国を確立し，維持し，繁栄させる
うえで宗教が果たす重要な役割を尊重することにおいて
一つとなり，自分たちの宗教上の信仰をはっきりと主張する
べきです。
クリスチャンの皆さん，以下の使徒ヨハネの厳粛な教えを
思い出してください。
「イエスを告白しない霊は，すべて神から出ているもので
はない。これは，反キリストの霊である。あなたがたは，そ
れが来るとかねて聞いていたが，今やすでに世にきてい
る。」（1ヨハネ 4：3）
神の証人として声を上げないなら，その結果は，塩気を
失った塩に関する救い主の教えのとおりです。ちょうどわた
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したちがこの世の価値観によって薄められる
ように，塩が他の物質と混ざると，全体に対す
る独特の影響力を失ってしまいます。救い主
が教えられたように，「もはや，なんの役にも
立たず，ただ外に捨てられて，人々にふみつけ
られるだけ」なのです（マタイ5：13）。
わたしたち末日聖徒は「地の塩」として（マ
タイ5：13），自らの信じる宗教に従って生活
することによって，また神の証人であることを
表明することによって，塩気を保たなければな
りません。そのようにするとき，真理と義の最
終的な勝利を喜ぶ人 と々手を携え，「すべての
ひざは，……かがみ，すべての舌は，神にさん
びをささげ」（ローマ14：11），そしてわたした
ちが礼拝し仕える主イエス・キリストを賛美す
るのです。■
2014 年 2月 25日にブリガム・ヤング大学アイダホ校で行われ
たディボーショナルの説教「神の証人」（“Witnesses of God”）
から。全文〔英語〕はwww2.byui.edu/DevotionalsandSpeeches
からご覧いただけます。
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セミナリーおよびインスティテュート
マーク・A・マシューズ

若い頃，ある奇妙な傾向が一部の教会員の中にある
ことに，わたしは気づくようになりました。皆が認
めた規則があって，それに従わないとある結果が

生じる場合（教会宗紀や親のしつけ，伝道部の規則，教会運
営の学校の行動規範など），彼らはよく，こう言うのです。
「これはサタンの方法ではないのか。人々に義にかなった 
行いを強制しているのではないか。」
このような反応は最初，わたしにとって驚きでした。主と
主の教会が認めている方法が「サタンの計画」だなんて， 
どうしてそんな考え方ができるのだろうかと思ったのです。
しかしそれ以来，サタンの背きと天上での戦いに関するこの
ような誤った考え方は実際は非常に一般的なもので，今日，
ある方法をサタンのやり口のようだと早急に決めつける場合
が他にもあることが分かってきました。残念ながら，このよ
うに教義を誤って理解していると，悲惨な結果を招く可能
性があります。
例えば，このような誤った理解をしている親は，教会に行
くよう子供に勧めることはできないと考えます。深刻な道徳
的罪を教会員が正当化するようになる可能性があります。
また，このように誤った理解をしている人は，従順の聖約を
守り，その決意を貫くのは何らかの意味で神の計画に反する
とまで考えることがあります。しかも皮肉なことに，聖約を
守ることは神の救いの計画の中心なのです。

聖文には何と書かれているか
前世でサタンがどんなことを申し出たかについては，それ
に関する実際の啓示よりも，人々が昔からよく言っているこ
とを基に考えているような人がいます。ですから，聖文その
ものに立ち返って，この重要な事柄について主が実際には

どんなことを啓示されてきたのかを調べるとよいのです。聖
文の中でサタンが何を申し出たかが書かれているのはまず，
モーセの書第 4 章の最初の数節です。
「主なる神であるわたしは，モーセに語って言った。『あ
なたがわたしの独り子の名によって命じたあのサタンは，初
めからいた者である。彼はわたしの前に来て言った。「御
覧ください。わたしがここにいます。わたしをお遣わしくだ
さい。わたしはあなたの子となりましょう。そして，わたし
は全人類を贖

あがな

って，一人も失われないようにしましょう。必
ずわたしはそうします。ですから，わたしにあなたの誉れを
与えてください。」
しかし見よ，初めからわたしが愛し選んだ者であるわたし
の愛する子は，わたしに，「父よ，あなたの御

み

心
こころ

が行われ， 
栄光はとこしえにあなたのものでありますように」 と言った。
あのサタンはわたしに背いて，主なる神であるわたしが 
与えた，人の選択の自由を損なおうとしたので，またわたし
の力を自分に与えるように求めたので，わたしは独り子の力
によって彼を投げ落とさせた。
そして，彼はサタン，すなわち，あらゆる偽りの父である 
悪魔となって，人々を欺き，惑わし，またまことに，わたしの
声を聴こうとしないすべての者を自分の意のままにとりこに
する者となった。』」（モーセ4：1－4）

あらゆる偽りの父
これらの聖句から，一部の教会員が推測するように，競合
する別の救いの計画を考えて提示する者を天の御父が募っ
ておられたわけではないことは明らかです。むしろ，上記の
聖句に書かれていることが天の御父の計画であり，御父は
天上の大会議に集まった御自分の霊の子供たちに，この計

サタンの背き
サタンは前世での会議で実際にどんなことを 
提唱したのでしょうか
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画を提示されたのです。救い主として
「初めから〔御父〕が……〔お選びに
なった〕者である」イエス・キリスト
は，天の御父の計画が支持されるよう
にと謙遜に申し出られました。「父よ，
あなたの御心〔つまり，救いの計画〕が
行われ……ますように」とおっしゃっ
たのです。天の御父の計画を変更して
万人に救いを与えるという，受け入れ
難い傲

ごう

慢
まん

な案をサタンが提示したの
は，そのときです（モーセ4：1参照）。
このもくろみをサタンがどのように成し
遂げようとしたかを論じる前に，この聖
句の中でサタンが「あらゆる偽りの父」
と呼ばれていることに注目することが
大切です（モーセ4：4）。サタンは聖文の別の個所で「初
めから偽り者であった……者」と呼ばれています（教義と
聖約 93：25）。サタンが万人の救いという仰々しい案を提
唱したとき，霊であったわたしたちは，それが正しいと，あま
りにも短絡的に考えてしまいそうになったかもしれません。
サタンの性格や，それまでにサタンがたどってきた軌跡を
考え合わせると，サタンが人類最初の詐欺師だったと考える
のが妥当でしょう。自分が提供できないものを売ろうとした
のですから。サタンは，わたしたちの救いのために作られ，
救い主イエス・キリストから支持された天の御父の計画に従
うのではなく，自分に従えば全ての人に救いを与えることが
できると主張しました。
サタンの主張は偽りでした。実現するはずがありませんで
した。それは，天の御父がすでに用意しておられた完全な
計画に匹敵するような実現可能な選択肢ではなく，人々を陥
れ欺いてサタンに従わせるために仕組まれた，わなだったの
です。結局それは救いの計画ではなく，滅びの計画でした。

選択の自由を損なう
重要なのは，上記の聖句には，サタンがどのようにしてこ
の偽りの計画を実行しようとしたかがはっきりと書かれては
いないということです。聖句には，「選択の自由を損なおうと
した」と書いてあるだけです（モーセ4：3）。大管長会第一
顧問だったルーベン・J・クラーク管長（1871－1961年）

は，サタンが行おうとしたおもな事柄を
二つ挙げ，どちらも成功するはずがな
かったとしています。こう説明していま
す。「聖典の記述からわたしたちが理
解していることによれば，サタンの計画
には次のどちらかが必要です。……人
を強制によって従わせるか，罪のあるま
まに救うかです。人の英知を強制する
ことが可能かどうかは疑問ですが， 
人は罪のあるまま救われることができ
ないことは確かです。」（Conference 
Report，1949 年 10月，193；『福音の
教義　生徒用手引き』，20 で引用）
いずれも成功しないにもかかわらず，
今日，サタンの悪あがきと戦略によって

この両方の事柄の例をわたしたちは見ています。例えば， 
国家権力を掌握しようとする独裁者や，宗教の自由を制限し
て罪深い行動を社会に認めさせようとする政治活動家たち
が用いる強制力と影響力です。主は，「いかなる程度の不義
によってでも，人の子らを制御し，支配し，強制しようとした
りする」ことを具体的に非難しておられます（教義と聖約
121：37）。
しかしながら力や影響力は，愛を込めて説得し，義にか
なって責め，その後適切に愛を示すことによって，義を行う
よう励ますために使うこともできると，主は説明しておられま
す（教義と聖約121：41－ 43 参照）。このことから明らか
なように，教会宗紀や親のしつけ，それに，伝道部や教会運
営の学校の規則や行動規範を実施したり，義にかなった規
則を社会に制定したりすることは全て主から承認されたもの
であり，「サタンの計画」の一部ではないのです。選択の自
由を尊ぶことは，無秩序を受け入れることではありません。
全ての人を救うためにサタンが行おうとした第 2の事柄
は，『末日聖徒聖書辞典』（LDS Bible Dictionary，英語）
に書かれています。「ルシフェルと彼に従う者たちは，個人
の好みや選択の自由，自分の意思による献身とは無関係に，
この世に来る全ての者に自動的に救いが与えられるように
したいと考えた。」（“War in Heaven”の項）言い換える
と，サタンは本人が何をしようと，全ての人が救われるよう
にすると言ったのです。その場合には選択の自由は不要に

サタンは「あらゆる偽りの父」 
と呼ばれています（モーセ4：4）。 

サタンは，自分に従えば 
全ての人に救いを与えることができる 

と主張しました。 
このサタンの主張は偽りでした。 
実現するはずがありませんでした。
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なり，損なわれることになります。何を選んでも結果が変わ
らず，誰にも同じ結果が訪れるとしたら，物事を選ぶ意味は
なくなり，選択の自由は損なわれます。
サタンが人を救うために行おうとしたこの方法も，わたし 
たちが今日よく知っているサタンの悪あがきと戦略に見られ
ます。人は罪深い生活を送っていても救われるとか，罪悪
の中に幸福を見いだすことができると，サタンは常に人に 
約束します。天上の戦いでサタンの意見に「多くの者が
……従った」ように（アブラハム3：28），この簡単に手に入る
救いと，罪深い生活という魅力的なメッセージは，現代の世
の中で非常にもてはやされています。
これらの例から，サタンのやり口は前世からあまり変わっ
ていないことが分かります。サタンは引き続き人々に偽りを
言い，自分に従えば救われて幸せになるなど，人々が喜ぶよ
うなあらゆる言葉を語っています。サタンは引き続き，不義
なものの見方ややり方を人に強制しようともしています。だ
からこそ，「この闘いは現世でも続いている。……闘いは今
も変わらない。そして，同じ救いが危険にさらされている」
のです（LDS Bible Dictionary,“War in Heaven”の項）。

背きの計画
サタンの計画を説明するには，サタンが提唱した危険な理
論を基にするのではなく，その計画によってサタンと彼に従
う者たちが実際に行うようになったこと，つまり，背いたこと
を説明するのが一番簡単だろうと思います。サタンは公然と
神に背いたという記述が，聖文には繰り返し出てきます。例
えば，主はこう言われました。「サタンはわたしに背いて」
（モーセ4：3），「神の一天使が，御父から愛されて御父の懐
におられた独り子に背き，」（D&C 76：25）  「悪魔は，『わ
たしにあなたの誉れを与えてください』と言って，わたしに
背いた。」（教義と聖約 29：36）
これらの聖句から明らかなのは，サタンの提唱した案は神
の計画に変更を加えようという，悪気のない提案ではなかっ
たということです。それは背きであり，反乱でした。サタン
は神をその御

み

座
ざ

から引きずり下ろして天を乗っ取るという反
逆を企てたのです。サタンに従った者たちは天で宣戦を布
告し，神の敵となりました。選択の自由は損なわれました。
それは，彼らが「偉大な仲保者を通じて自由と永遠の命を
選ぶ」ことを拒否し，「悪魔の束縛と力に応じて束縛と死を

選〔んだ〕」からです。「悪魔は，すべての人が自分のように
惨めになることを求めて」います（2 ニーファイ2：27）。 
その結果，「彼は天の衆群の三分の一を，彼らの選択の自
由によって〔神〕から背き去らせた」のです（教義と聖約
29：36）。
言い換えれば，サタンの計画は神に対する背きと不従順と
見るのが，一番簡単です。これとは対照的に，神は御自分
の計画を次のように要約しておられます。「そして，わたした
ちはこれによって彼らを試し，何であろうと，主なる彼らの
神が命じられるすべてのことを彼らがなすかどうかを見よ
う。」（アブラハム 3：25）  「わたしたちは，キリストの贖

しょく

罪
ざい

により，全人類は福音の律法と儀式に従うことによって救わ
れ得ると信じる。」（信仰箇条 1：3）  このように，神の計画
が従順と義の計画であるのに対し，サタンの計画は不従順
と背きの計画です。

計画を認める
神の計画とサタンの目指すものとの違いが正しく理解でき
るようになると，サタンに従っている人と， 本当はサタンに
従っているのではない人を，よりはっきりと見分けることがで
きるようになります。そうなれば，義を説き勧める人を，本当
は神の計画に従っているのに，サタンの計画に従っている 
などと非難することはなくなるでしょう。また，今日サタンに
本当に従っている人も暴き出されるでしょう。
神とその預言者に反抗する人や神の計画を変えようとする
人，義にかなった標準を下げて不道徳な行いを人に無理に
受け入れさせようとする人，罪悪は幸福であり，罪の中に 
救いを見いだすことができると人に信じ込ませようとする人，
このような人は皆，サタンの背きの策略を，それぞれ違った
意味で推し進めているのです。
わたしたちが「キリストの贖罪により」，「福音の律法と 
儀式に従うことによって」天の御父の計画に従えますよう
願っています。（信仰箇条 1：3）■
筆者はアメリカ合衆国ユタ州在住です。

『リアホナ』のこの記事またはその他の記事についてのご意見やご希望があり 
ましたら，liahona@ldschurch.orgまで，電子メールでお寄せください。
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ある知り合いの善良な教会員は，大
学生だった頃，土曜日の晩にクラス
メートの家で行われるパーティーに

招かれました。学生たちに親切な大学教授た
ちも招かれていました。そのため，感じの良
い，安全なパーティーだろうと思いました。
ところが，友人は着いてすぐに，パーティー
の雰囲気が期待していたものとは違うことに
気づきました。学生は飲酒し，たばこを吸い，
薬物を使い，家のあちらこちらで恐ろしいこと
を行っていました。不安になった友人は立ち
去ることにしましたが，パーティー会場は自宅か
ら遠く離れていました。友達の車に乗せてきて
もらったので，一人で帰る手段がありません。
そのとき，友人は静かに主に助けを祈り求め
ました。少しの間考えていると，外に出るべき
だと感じました。友人はその気持ちに従い，
パーティーが終わるまで家の外にいました。
自宅に帰る車の中で，パーティーの最中に
あった恐ろしい出来事について彼の友達が話
しました。わたしの友人は，その状況を不快
に感じました。彼にとってそれは，聞くに堪え
ない内容でした。
しかし，翌日教会で聖

せい

餐
さん

を取ると，心が穏
やかになり，自分が正しい決断をしたことを

確信しました。暗闇の中でも鉄の棒につかま
りそれを離さないようにするとはどういうこと
かが分かったのです。ニーファイが兄たちを
教えたときに言ったことの意味がはっきりと分
かりました。「だれでも神の言葉に聞き従っ
て，それにしっかりつかまる者は，決して滅び
ることがなく，また敵対する者の誘惑や火の
矢も，彼らを打ち破って盲目とし，滅びに至ら
せることはない……。」（1ニーファイ15：24）
この若い男性が，狼

ろう

狽
ばい

して強さを失い，鉄
の棒を離してしまったらどうなっていたか想像
してみてください。この決断をはじめとする
日々の様々な決断の結果，彼はある若い女性
と神殿で結婚し，義にかなった家族を作り，
実りある人生を送っています。今も教会で 
忠実に奉仕し，子供たちの模範になろうと 
努めています。

生まれながらの人
日々の誘惑に対処するのは簡単ではありま
せん。わたしたちはイエス・キリストの福音に
反する環境に身を置いています。道徳が低下
する世に生きています。マスメディアと科学技
術は，わたしたちの信条とイエス・キリストの
福音の価値観に反する，破壊的で身を滅ぼす

七十人会長会
ウリセス・ 
ソアレス長老

信仰を働かせ，主の戒めに勤勉に従うならば，正義を選ぶことが 
もっと容易になるでしょう。
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鉄の棒につかまる
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行為へと誘います。価値観の異なる
友人や，同じ価値観を持ちながらも信
仰の弱い人たちは，恥ずべき行いに加
わるよう圧力を掛けてきます。さらに，
自分自身の中に存在する生まれなが
らの人にも対処する必要があります。
『聖句ガイド』には，生まれながらの
人の定義がこのように書かれています。
「聖なる御

み

霊
たま

の促しよりも，激情，情
欲，欲望，肉欲に影響された選択を 
する人。このような人は，物質的なこ
とは理解できても，霊的なことは理解
できない。……生まれながらの状態
を抜け出すには，イエス・キリストの
贖
しょく

罪
ざい

を通して，再び生まれなければ 
ならない。」1

トーマス・S・モンソン大管長は，あ
るシンプルな格言をよく引用します。
誘惑に心を乱されることなく，正しい
方向に進み続けるのに役立つ格言 
です。「悪いことを行えば正しい人に
はなれないし，正しいことを行えば 
悪い人にはならない。」2

信仰を働かせ，主の戒めに勤勉に
従うならば，正義を選ぶことがもっと
容易になるでしょう。

キリストの光
預言者モルモンは民にこのように教えました。
「さて，その判断の方法をあなたがたに教えよう。善を行
うように誘い，またキリストを信じるように勧めるものはすべ
て，キリストの力と賜

たま

物
もの

によって送り出されているのである。
したがってあなたがたは，それが神から出ていることを完全
に理解してわきまえることができる。
しかし，悪を行うように，キリストを信じないように，キリスト
を否定するように，神に仕えないようにと人に説き勧めるも
のは何であろうと，それは悪魔から出ていることをあなたが
たは完全に理解してわきまえることができる。悪魔はこの 

ように働くからである。悪魔はだれに
も善を行うように説き勧めない。また
悪魔の使いも，悪魔に従う者も，その
ように説き勧めない。」（モロナイ7：
16－17）
天の御父はわたしたちにキリストの
光を与えてくださいました。それは，
「キリストを通して神から発せられ，万
物に命と光を与える神聖なエネルギー
や力，影響力」3 であり，正しいこと 
と間違ったことを識別する助けとなり
ます。伴侶である聖霊と併せて，この
賜物は，ある選択が主の領域に導くも
のか，それともサタンの領域に至らせ
るものかを判断する助けとなります。
行いが良いとき，わたしたちは神の霊
感を受けています。行いが悪いときに
は，敵の影響を受けているのです。
前述のわたしの友人は，この二つの
賜物を活用しました。キリストの光を
使って何が正しいかを知り，聖霊の導
きにより選ぶべき道を決めたのです。
この二つの賜物は，鉄の棒につかまる
人たちに与えられます。

悔い改めという賜物
自分が何らかの理由で誘惑に欺か

れたり惑わされたりしたために罪を犯してしまったと想像し
てみてください。どうするべきでしょうか。誘惑に陥り罪を
犯したら，神と和解しなければなりません。聖典の中の言
葉で言えば，悔い改めなければなりません。
十二使徒定員会のニール・L・アンダーセン長老はこの 
ように教えています。
「人は罪を犯すと神に背を向けますが，悔い改めるとき， 
向き直って神に立ち返るのです。
悔い改めへの呼びかけが厳しい非難の声であることは 
まれです。それはむしろ，向き直って，神に『再び立ち返りな
さい』という愛ある願いなのです。〔ヒラマン 7：17 参照〕  

友人は，パーティーを抜け出

して終わるまで外にいる 

べきだと感じました。暗闇の中で

も鉄の棒につかまりそれを離さな

いようにするとはどういうことか

が分かったのです。
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これは，愛ある御父と御父の独り子からの招
きです。今以上の自分になり，さらに高い生
き方を手に入れ，変わり，戒めを守ることで得
られる喜びを味わうようにという招きなので
す。キリストの弟子であるわたしたちは，悔い
改めのもたらす祝福と，赦

ゆる

されることで得ら
れる幸せを知り，喜んでいます。この喜びは
わたしたちの一部となり，考え方や感じ方に大
きな影響を及ぼしています。」4

悔い改めは，神に立ち返り，神の手で人生
を形作っていただきたいと望むすべての人に
与えられるすばらしい賜物です。
わたしたちは神の子なので，生まれながら
にして霊に神の特質を宿しています。この特
質は磨かなければなりません。選択の自由を
義にかなった方法で使うときに，磨かれるの
です。また，正しい決断をするときにも，人生
で様々な決断をするに当たってキリストの光と
聖霊を導き手とするときにも成長します。こ
の過程には時間がかかりますが，日ごとに霊
と人生を形作っていくことはできます。
わたしたちの献身と忍耐を御覧になって， 
主は，人が自分の力では得られないものを 
与えてくださいます。主はわたしたちが自分の
不完全さと人としての弱さを克服しようと努力
するのを御覧になるので，人を成長させてくだ
さるのです。
その点で，悔い改めはわたしたちの日常の
一部になります。毎週聖餐を取ることはとて
も大切です。つまり，柔和に謙遜に主の前に
進み出て，自分が主に頼っていることを認め，
赦され，更新されるように願い求め，常に主を
覚えることを約束することは大変重要です。
日々キリストのようになろうと努力している
と，自分が何度も同じ問題に苦しんでいるこ
とに気づくことがあります。それは，あたかも
木に覆われた山を登っていたようなものです。
頂上付近まで行って高い尾根から見下ろすま

で，どれほど進んできたかが見えないのです。
気を落とさないでください。悔い改めようと
努力し励んでいるならば，悔い改めの過程に
あります。
十二使徒定員会のD・トッド・クリスト
ファーソン長老はこのように述べています。
「新しい，健全な習慣を身につけたり，悪い習
慣や依存症を克服したりするには，ほとんど
の場合，今日努力して，明日も，その次の日も，
あるいは何日も，何か月も，何年も，成功する
まで努力を続けなければなりません。」5

自分が向上すると，物事がよく見えるように
なり，自分の受ける聖霊の影響力をもっと感
じられるようになります。心から悔い改めて
いるのに安らぎを感じられないと思う人は，
戒めを守り続けてください。主の御

み

心
こころ

にかな
うときにその安らぎが得られることを約束し
ます。癒やしには時間がかかります。
生まれながらの人を克服し，キリストの光に
より判断し，聖霊の導きを求め，力が及ばな
かったときには悔い改め，天の御父がわたし
たちのために計画されたとおりの人生へと天
の御父に変えていただくことにより，永遠の観
点を持ち続けましょう。■
2013 年 11月 5日にブリガム・ヤング大学で行われたディボー
ショナルでの説教“Becoming a Work of Art”から。全文
（英語）を閲覧するには speeches.byu.edu にアクセスしてくだ
さい。

注
 1. 『聖句ガイド』「生まれながらの人」の項；scriptures.lds.
org

 2. トーマス・S・モンソン「危険な道」『聖徒の道』1998 年
7月号，54

 3. 『聖句ガイド』「光；キリストの光」の項；scriptures.lds.org
 4. ニール・L・アンダーセン「わたしがあなたがたを癒

いや
すこと

ができるように，……悔い改めなさい」『リアホナ』
2009 年 11月号，40

 5. D・トッド・クリストファーソン「日々の祝福に神の手を認
める」『リアホナ』2012 年 1月号，29

あらゆる人への約束

「黒板にチョークで書
いた文字を消すことが
できるように，真心か
ら悔い改めるならば，
イエス・キリストの贖罪
を通して，背きの結果
を消し去ることができ
るのです。この約束は
どのような状況にも当
てはまります。」
十二使徒定員会会長　 
ボイド・K・パッカー会長 
「霊的な守りを受けるための鍵」 
『リアホナ』 
2013 年11月号，28
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ロバート・ランド，マリー・ランド

一般的に女性が劣った存在として扱われていた時代に，イエス・キリストが女性
に思いやりを示し，尊んでおられたことがヨハネの福音書から分かります。
十二使徒定員会のジェームズ・E・タルメージ長老（1862－1933 年）は「女

性と女性の地位を守る世界最大の擁護者は，イエス・キリストである」と述べています。1

この記事は，ヨハネの福音書に登場する次の女性た
ちに焦点を当てています。（1）イエスの母マリヤ（ヨハネ
2：1－11；19：25－27 参照）；（2）井戸端で出会っ
たサマリヤ人の女（ヨハネ 4：4－30，39－42 参照）；
（3）姦

かん

淫
いん

の罪で捕らえられた女（ヨハネ 8：1－11参
照）；（4）マグダラのマリヤ（ヨハネ20：1－18 参照）。
この女性たちの人生経験はそれぞれ大きく異なって 
いましたが，ヨハネは救い主がその様々な人生を理解
しておられたことを強調しています。また，それぞれの
女性がイエス・キリストに信仰を寄せたためにもたら 
された祝福について記録しました。

キリストと， 

ヨハネの福音書に登場する 

女性たちとの交わりについて 

調べることにより， 

わたしたちが 

主とどのような関係を築けるかを 

さらに理解することができます。

女性に対する 
救い主の敬意
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最初に公に行われた奇跡に先立つマリヤの信仰
ヨハネはその福音書で早々にマリヤを読み手に紹介して
います。カナの婚礼で初めて公に行われたイエス・キリスト
の奇跡の話には，マリヤの信仰への賛辞が記されています。
マリヤは婚礼で責任ある立場にいたようです。2　「ぶどう
酒がなくなったので，母はイエスに言った，『ぶどう酒がなく
なってしまいました。』」（ヨハネ2：3）  この言葉は，マリヤ
が謹んで奇跡を期待しながらイエス・キリストに助けを求め
たことを示唆しています。3

イエス・キリストはこう応えられました。「婦人よ，あなた
は，わたしと，なんの係

かか

わりがありますか。わたしの時は，
まだきていません。」（ヨハネ2：4）ジョセフ・スミスの霊感
訳によると，救い主はマリヤに何をしてほしいか尋ね，それ
を行うと約束されました。4  「婦人」という称号（訳注―
英文では“Woman”）は現代の読者にとっては耳障りで礼
儀を欠いているように聞こえるかもしれませんが，救い主は
ここで反対の意味を込めておられたようです。5　ある学者
は，「婦人」あるいは「女性」という言葉は，ギリシャ語では
敬称に当たり，女王に対しても用いられる，と説明していま
す。つまり，主は母親に対し，「婦人よ，あなたが信仰をもっ
て求めるものは何であろうと，あなたに授けましょう」と
おっしゃったのです。6　この話は，女性が日々直面する重圧
に，救い主が関心を寄せておられたことを示しています。 
イエス・キリストは，母の重荷と責務の手伝いを申し出る 
ことにより母を敬われました。
続けて，マリヤがまた信仰を働かせて，イエス・キリストに
従うよう僕

しもべ

に指示するくだりが記されています。「このかた
が，あなたがたに言いつけることは，なんでもして下さい。」
（ヨハネ2：5）  水がめに水が満たされ，救い主はマリヤの
求めに応じて水をぶどう酒に変え，婚礼の客に振る舞うのを
お助けになりました。マリヤから何とすばらしい教訓を学ぶ
ことができるでしょう。困ったときには，全能のイエス・キリ
ストを求め，頼るのです。マリヤと同じように，今日の末日 
聖徒の女性たちも自分の務めに圧倒されそうになるときに，
信仰をもってイエス・キリストに頼ることができます。
この短い話は，マリヤの信仰の持つ力について教えている
だけでなく，イエス・キリストが初めて公の場で起こされた
奇跡を通して，キリストが確かに神の御子であられることを
示しています。ヨハネが次に読者に紹介している女性は， 
サマリヤの女です。

マリヤから何とすばらしい教訓を 
学ぶことができるでしょう。 
困ったときには，全能のイエス・キリストを求め， 
頼るのです。
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イエス・キリストはサマリヤの女に敬意を示された
ヨハネによる福音書第 4 章の話から，イエス・キリストが，
国籍や宗教にかかわらず全ての女性に敬意を払われたこと
が明らかです。一部のユダヤ人は，サマリヤ人を「他のどの
国籍の異邦人よりも汚れた民」7　とみなし，交わりを避けて
いました。イエス・キリストは当時の慣習を退けただけでな
く，この女性に名誉を授けられた，と十二使徒定員会のM・
ラッセル・バラード長老は指摘します。「御自分がキリスト
であることを主が最初に告げられた相手は，ヤコブの井戸の
傍らにいたサマリヤの女でした。」8

暑い中，旅をしていたイエス・キリストは，休憩を取るため
に立ち止まり，水を飲もうとされました。救い主は井戸の傍
らでサマリヤの女に水を求め，会話の口火を切られました。
話すうちに，女は次第に主の神性について証

あかし

を得ていきまし
た。ヨハネは，女が最初イエスを「ユダヤ人」と呼び，次に
「主」「預言者」そして最後には「キリスト」と呼んだと記録
しています（ヨハネ 4：9－29 参照）。使う称号に敬意が増
していく様子から，女がイエス・キリストへの信仰を育み，
改心の度合いを深めていったことが読み取れます。
救い主は女に，御自分の「生ける水」（ヨハネ 4：10）を飲
む者はいつまでも渇くことがないとお教えになりました。女
は困惑してさらに尋ねます。するとイエス・キリストは，サマ
リヤの女のこれまでの人生と現在の罪深い人間関係を明ら
かにされます。女は恥じ入ったでしょうが，一方でイエス・ 
キリストの言葉に敬意が込められていたことも感じ取ったこ
とでしょう。なぜなら，思慮深くこのように答えているから 
です。「主よ，わたしはあなたを預言者と見ます。」（ヨハネ
4：19）  罪が明るみに出て隠すことが何もなくなった女は，
イエス・キリストを信じる信仰を働かせて主から教えを受け
ました。そのときの主の答えは救いを得る鍵と言えるかもし
れません。「女よ〔あるいは，婦人よ〕，わたしの言うことを
信じなさい。」（ヨハネ 4：21）
サマリヤの女はその信仰のゆえに御

み

霊
たま

から証を得，イエス
がキリストすなわち約束のメシヤであられることを証したい
と望みました。女は水がめ（この世の財産の象徴）を残し
て町へ行き，こう宣言しました。「わたしのしたことを何もか
も，言いあてた人がいます。さあ，見にきてごらんなさい。
もしかしたら，この人がキリストかも知れません。」（ヨハネ
4：29）  神の手に使われる者となったサマリヤの女の信仰
と伝道への熱意により，人々は心を和らげてイエス・キリスト

サマリヤの女はその信仰のゆえに 
御
み

霊
たま

から証
あかし

を得， 
イエスがキリストすなわち 
約束のメシヤであられることを 
証したいと望みました。
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を受け入れました。
ヨハネはこの出来事を取り上げ，救い主が女性たちのこと
を気に掛けておられ，一人一人の生活について詳しく御存じ
であることを示しています。さらに主は，どのような背景を
持っていようと，全ての女性たちに敬意を払っておられます。
自分はキリストとは関係ないと感じている女性や，社会から
見捨てられたと感じている女性に向けて，この話は，イエス・
キリストがそれぞれの女性の問題を御存じで，一人一人を 
受け入れ，高めてくださることを教えています。ヨハネによる
福音書は，姦淫の罪で捕らえられた女性に対してキリストが
示された思いやりについて教えることにより，この点を強調
しています。

姦淫の罪で捕らえられた女に思いやりを示された 
イエス・キリスト

ヨハネによる福音書第 8 章では，女に対するパリサイ人の
冷酷な扱いと，イエス・キリストが示された穏やかな敬意と
思いやりとが対比されています。パリサイ人に，女性に対す
る冷酷な扱いに気づかせ，やめさせようとしてか，救い主は
「身をかがめて，指で地面に何か書いておられ」ました（ヨ
ハネ 8：6）。「地面に書く〔という行為〕は，昔の時代に 
よく知られていた象徴的な行いで，今起きている問題に関わ
りたくないことを示すものでした。」9

にもかかわらず，律法学者とパリサイ人はイエス・キリスト
にしつこく詰め寄り，女性を困らせ続けました。イエスは 
女を思いやり，「身を起して彼らに言われた，『あなたがたの
中で罪のない者が，まずこの女に石を投げつけるがよい。』  
そしてまた身をかがめて，地面に物を書きつづけられた。」
（ヨハネ 8：7－8）  自分自身の過ちが露呈し，自責の念に
駆られた非難者たちは恥じ入りながらその場を去っていき，
姦淫を犯した女とイエスだけが残りました。
女が逃げずにイエス・キリストの傍らにとどまったことは
評価に値します。イエスに尊重されたことにより，彼女は高
められ，力づけられたことでしょう。主はこのようにお尋ね
になりました。「『女よ〔あるいは，婦人よ〕，みんなはどこに
いるか。あなたを罰する者はなかったのか。』  女は言った，
『主よ，だれもございません。』  イエスは言われた，『わたし
もあなたを罰しない。お帰りなさい。今後はもう罪を犯さな
いように。』」（ヨハネ 8：10－11）10

ヨハネによる福音書はここでも，イエス・キリストが女性に

女が逃げずにイエス・キリストの傍らに 
とどまったことは評価に値します。 
イエスに尊重されたことにより， 
彼女は高められ，力づけられたことでしょう。
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マグダラのマリヤは復活された救い主を 
初めて目にする人に選ばれ，証する務めを託されました。 
主は現代の女性に対しても， 
主の証人になってもらいたいと思っておられます。
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対してその罪にかかわらず思いやりを示し尊重されたことを 
証しています。わたしたちは皆，罪を犯したことがあるので，
イエス・キリストを信じる信仰を働かせたこの女性の例から
大きな希望を得ることができます。救い主は，苦しく惨めな状
況にあったこの女性に思いやりを示されたのと同じように，墓
の外で泣いていたマグダラのマリヤを見て，慰められました。

復活されたキリストの証人に選ばれたマグダラのマリヤ
ヨハネは，復活された主を最初に目にした人物を特定してい
る唯一の福音書の著者です。ヨハネはそれにより，雄 し々く
有能な女性は偉大な霊的な現れを受けられるということを 
示しています。ヨハネはこのように記録しています。「一週の
初めの日に，朝早くまだ暗いうちに，マグダラのマリヤが墓に
行くと，墓から石がとりのけてあるのを見た。」（ヨハネ20：1）  
石が取りのけられているのを見たマリヤは，助けを求めるた
め，またイエスの体がないことを使徒たちに伝えるために走っ
ていきました。そして，ペテロとヨハネを見つけました。二人
が墓に駆けつけると，埋葬衣のみが残されていました。二人
の使徒はそこを去り，マリヤは独り，墓の外に残されました。
マリヤは，主の体がどうなったのか分からずうろたえたこと
でしょう。墓穴の外で泣いていました。そこに救い主が御

み

姿
すがた

を現し，マリヤに話しかけられましたが，マリヤは最初それが
主だと気づきませんでした。しかし，「イエスは彼女に『マリヤ
よ』と言われ」ました（ヨハネ20：16）。マリヤはなぜか 
それが救い主だと分かりました。「マリヤは瞬間的に気づき
ました。あふれる涙は限りない喜びに変わりました。それは
他ならぬ主だったのです。主はよみがえられたのです。主は
生きておられるのです。」11　復活された主を見たマリヤは， 
主が生きておられることを使徒たちに証するようにと言われま
した。
弟子たちは初め疑いましたが（ルカ24：11参照），マリヤ
の証言に力があったのでしょう。弟子たちは後に集まって 
その日に起こった出来事について話し合いました。おそらく
マリヤの証について深く考えたことでしょう。ちょうどその
とき，イエスが「はいってきて，彼らの中に立ち，『安かれ』
と言われ」ました（ヨハネ20：19）。
この出来事は，イエス・キリストが女性を尊んでおられる
ことを強調しています。なぜなら，マグダラのマリヤが復活
された救い主を初めて目にする人に選ばれ，証する務めを託
されたからです。主は現代の女性に対しても，主の証人に

なってもらいたいと思っておられます。M・ラッセル・バ
ラード長老はこのように宣言しています。「わたしたちの神
権時代にもヒロインはいます。あらゆる大陸において，あら
ゆる階層の数知れない女性たちがキリストの大義のために
劇的な貢献をしてきました。……そこでわたしはこう尋ねた
いのです。『皆さんはこのような女性の一人になりたいと
思っているでしょうか。また神権者である男性の皆さんは，
同じ呼びかけに応えたいと思っているでしょうか。』」12

わたしたちもこの女性たちの模範に倣うことができる
わたしたちは，イエス・キリストを信じる信仰を通して， 
ヨハネの記録に登場するこの女性たちの模範に倣うことが
できます。日々の生活で受ける重圧を救い主が理解し，重
荷を背負えるよう助けてくださることを信頼することができ
ます。イエス・キリストが，わたしたちの背きにもかかわらず
高めてくださることを信じることができます。さらに，最も 
深く悲しみ，苦しんでいるときにも，キリストは助けてくださ
ることを知ることができます。■
筆者夫婦はアメリカ合衆国ユタ州在住です。

注
 1. ジェームズ・Ｅ・タルメージ『キリスト・イエス』463
 2. ブルース・R・マッコンキー，Doctrinal New Testament Commentary，全
3 巻（1965－1973 年）第 1巻，135

 3. ジェームズ・E・タルメージ『キリスト・イエス』141参照
 4. ジョセフ・スミス訳，ヨハネ2：4（末日聖徒版聖書〔英語〕ヨハネ2：4, 脚注 a）
参照

 5. ジェームズ・E・タルメージ『キリスト・イエス』141参照
 6.  J・R・ダメロー編，A Commentary on the Holy Bible（1909 年） 778 で引用
 7. ジェームズ・E・タルメージ『キリスト・イエス』169
 8. M・ラッセル・バラード「義にかなった女性たち」『リアホナ』2002 年 12月
号，34 参照

 9. J・R・ダメロー編，Commentary, 788－789
 10. ジョセフ・スミス訳には，そのとき以降，この女性が神をほめたたえ，主を信じ
るようになったという記述が加えられています（ジョセフ・スミス訳ヨハネ 8：
11参照）。

 11. ブルース・R・マッコンキー，The Mortal Messiah ，全 4 巻（1979－1981年）
第 4 巻，263

 12. M・ラッセル・バラード『リアホナ』2002 年 12月号，38－39
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アダム・コッター

大半はインターネットが原因ですが，教会員が，自分
の信じていることに反する考え方に出会うこと
は，少なくありません。疑問が湧き上がると不安

になり，自分の信仰に疑問を持ってもよいのだろうかと戸惑
う会員もいます。
疑問を持つことは良いことだと考えることが大切です。事実，
信仰に関する質問をすることは，霊的な成長に欠かせません。
しかしながら，真

しん

摯
し

な疑問と疑いは，同じものではありません。

疑問と疑念
それでは，疑問と疑念は，どう違うのでしょうか。理解と
信仰を深めたいという真摯な望みがあって行うのであれば，
疑問についての質問は大いにするべきです。昔も現代も，多
くの啓示は，誠心誠意で尋ねた問いの答えとして与えられて
きました。1　見いだすために尋ね求めよとは，聖文の中で最
も多く繰り返される勧告の一つです。真摯な疑問とは，さら
によく理解し，さらに十分に主の御

み

心
こころ

に従えるようになるた
めに「誠心誠意」尋ね求める疑問です（モロナイ10：4）。
真摯に問いかける人は，答えを探し求めている間も，引き
続き従順です。これに対して，自分の信仰に疑念を抱くと，
答えが見つかるのを待つ間，戒めや聖約を守るのを一時や
めてしまう人がいるのを，わたしはこれまで見てきました。
疑念を持つ人には，一般的に，疑念が解けるまでは戒めを
守るのを控えたり制限したりする傾向があります。

疑念を抱きなさいという勧めは，聖文にも預言者の教えに
もありません。むしろ聖文には，それと反対のことを教えて
いる箇所がたくさんあります。例えば，わたしたちは「疑っ
てはならない。恐れてはならない」と命じられていますし
（教義と聖約 6：36），モルモン書第 9 章 27 節には，「疑っ
てはならない。信じなさい」という勧めがあります。
疑念の困った点の一つは，本人に満足する形で疑念が解消

してから戒めを守ろうと考えることです。これでは，「もしあな
たが，神のいることを確信させるしるしをわたしに見せ……て
くれるなら，あなたの言葉が真実であることを納得するだろう」
と言ったコリホルが示した態度と同じです（アルマ30：43）
疑念には信仰と希望，家族までも損なう力がありますが，疑念
を持ったとしても，「疑問が解けるかどうかに関わりなく，わたし
は主が命じられたことを行います。そうすると聖約したのですか
ら」と直ちに心から言うならば，その力は弱まります。「わたし
は戒めを守ります。なぜなら……」という信仰のある態度と，「わ
たしは……であれば戒めを守ります」という疑い深い態度の違
いは，永遠の行く末に多大な影響を与えます。

答えを受けるための主の方法
わたしはネットワークエンジニアとして，自分のコンピュー
ターネットワークが他のネットワークとうまく交信できるように
するために，厳しいガイドラインに従わなければなりません。
規則が煩わしく思えることもありますが，それぞれのネットワー

疑念
疑問は永遠の成長に不可欠な要素であり， 
主の方法で答えを探し求めるならば， 
わたしたちは天の御父に近づくことができます。
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クエンジニアが同じ基準に従って操作した場合，一人一人が別
個に自力で行うよりも有力なものを作り出すことができます。
同様に，霊的な事柄に関する疑問があって，あらゆる知識の
源である御方に答えを尋ね求める場合は，答えを頂くためには
主のルールに従わなければなりません。その場合は，少なくと
も真理を理解したいという望みと，神の御

み

心
こころ

に従うという意志
がなければならないのです（アルマ32：27 参照）。そうでな
いと，本当の答えを神から頂くのではなく，自分が信じたいと
思う答えを自分に言い聞かせることになる危険性があります。
聞き慣れない考え方を聞かされると，不安になったり落ち
着かなくなったりするのは全く普通のことです。特にそれ
が，固く信じている事柄であれば，なおさらのことです。大
切なのは，落ち着かないからといって，答えが見つかるまで
の間，聖約に背を向けないようにすることです。個人的な経
験から学んだのですが，人は神に背を向けていながら，自分
が決めた条件下で神から答えを頂くことはできません。確
信が得られるまでの間も，引き続き戒めを守るという信仰が
なければならないのです。不安が解消して信じられるよう
になるまで戒めを守るのを控えたり制限したりする誘惑に駆
られるかもしれませんが，それは神の方法ではありません。
実際，わたしたちはまず，自分にこう問いかけなければな
りません。「主から答えを頂くために必要なことを行う意志
が自分にはあるだろうか。それとも自分は，自分の方法で
物事を行おうとしているだけだろうか。」これについては，救
い主御自身が教えておられます。こう言われました。「神の
みこころを行おうと思う者であれば，だれでも，わたしの
語っているこの教

おしえ

が神からのものか，それとも，わたし自身
から出たものか，わかるであろう。」（ヨハネ7：17）
ですから，疑問を解くための最初のステップは，「確固とし
て動かずに神の戒めを守〔る〕」ことです（アルマ1：25）。
十二使徒定員会のニール・L・アンダーセン長老は，次のよ
うに問いかけています。
「信仰の試しを受けるとき，どうしたら『確固として動かず
に』いられるでしょうか。それには，信仰の核を築いてくれ
たものに浸ることです。つまり，キリストを信じる信仰を働
かせ，祈り，聖文について思い巡らし，悔い改め，戒めを守
り，人に奉仕するのです。
信仰の試しに遭うとき，何をするにせよ，教会から離れてはな
りません。信仰の試しの間神の王国から離れるのは，竜巻が

見えたときに，安全な避難用地下室を離れるようなものです。」2

アンダーセン長老は，「信仰とは単なる感情ではなく，……
決断を伴うものである」と言っています。3　主は無理やり理
解させようとしたり，強制的に従わせたりはなさいません。
信仰とは，意図的に選ぶものです。選ぶ際には自分の理解
していることに従って正直に選びます。これは，自分の選択
の自由を永遠の神聖な観点から尊重している証拠です。

疑問があると理解が深まる
教会の歴史や教義に素朴な疑問を感じるのは教会の標準
に従って生活していない証拠だと考える人がいますが，これ
は間違いです。疑問があるのは何か大きな罪を犯している
からではありません。疑問は生きている限り常に付きまとう
ものであり，成長し，理解を深めるために必要です。大切な
のは疑問が湧いてくるかどうかではなく，疑問の答えにつな
がる啓示を求めている間も戒めを守るかどうかです。
サタンはわたしたちの疑念を膨らませ，罪を正当化させよ
うとするので，気を付けてください。罪を犯すと不快な気持
ちという形で聖霊の促しがあります。その場合，悔い改めて
嫌な気持ちを振り払うか，促しを拒否するかのどちらかしか
ありません。疑念が湧き上がったら，福音に反することを
行ったり望んだりしていないかどうか，正直に自分に問う機
会として，それを役立てることもできます。福音に反すること
を行っている場合は，ビショップに助けを求めてください。
このようにすれば，人生が見違えるように変わります。悔い
改める代わりに，疑念によって自分の罪を正当化しても，決

信仰の試しの間神の王国から離れるのは，竜巻が見えたときに， 
安全な避難用地下室を離れるようなものです。
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してうまくはいきません。
また，教義についてではなく，自分の意見として教会の指
導者が言ったことが間違いだと分かるとつまずく人もいま
す。例えば，ジョセフ・フィールディング・スミス（1876－
1972 年）は，『質疑応答』（Answers to Gospel Questions）
の初版に「人が宇宙空間を移動して月や遠くの惑星に到達
できる道具や宇宙船を作れるようになるかどうかは疑わし
い」と書きました。4

その後，アポロの月面着陸とデビッド・O・マッケイ大管
長死去の後，ジョセフ・フィールディング・スミスは教会の
大管長になりました。記者会見でレポーターから先の言葉
について質問を受けると，スミス大管長は「そう，わたしは
間違っていましたね」と答えています。5

十二使徒定員会のジェフリー・R・ホランド長老が言うよう
に，「〔わたしたちは，〕 死すべき人間は神が期待しておられる 
ような者になろうと常にもがいていることをただ単に証明した
にすぎない教会歴史上の小さな出来事……にこだわり続けて
いるために，とても大切な心と霊の力を使い果たしています。」6

人を高める方法で探し求める
回復の物語を調べるために何巻もの書物が書かれ，数え
切れないほどの時間が費やされました。このようにすれば
理解が深まることもしばしばですが，かえって不安な気持ち
が増長される可能性もあります。当時の人々の動機がよく理
解できていない場合には，特にそうです。誤解されていたり
今では失われたりしている歴史的事実ばかり追い求めるの
は簡単ですが，わたしたちに必要な真実の情報は，全てを

理解している御方から，いつでも頂くことができるのです。
恐らくこれが，何よりも大切な鍵でしょう。交わした聖約を

守り，持っている光に忠実に生活するならば，主はわたしたち
を祝福し，霊感を与えてくださいます。わたしはこの深い憐

あわ

れみを感じてきました。それは非常に個人的なもので，人と
天の御父との間の直接的な経験です。それは，光と知識で
す。第三者が経験したことをどれほど読んでも，いかにたく
さん研究しても，御父の憐れみと愛によって与えられる直接
的な経験の威力にはかないません。
聖文その他で福音の研究を日々行っていると，引き続き疑
問が生じることでしょう。主は何かを教えたいと思われる
と，わたしたちに疑問を与えて考えさせようとなさることがよ
くあります。答えは，交わした聖約に忠実であり，人に奉仕
しながら研究することによって与えられます。そうすること
こそが，やがては全ての疑問の答えを与えてくれる個人的な
経験をするために取るべき方法だからです。■
筆者はアメリカ合衆国ジョージア州在住です。

福音に関する多くの疑問の答えを，lds.org/topicsで見いだすことができます（訳注―
各項目のウェブサイトの言語選択欄に「日本語」があるものは日本語で閲覧できる）。

注
 1. 例えば，創世 25：21－23；出エジプト3：11－22；モーサヤ 26 章；アルマ
40 章；3ニーファイ27 章；教義と聖約 76 章；77 章；138 章参照

 2. ニール・L・アンダーセン「信仰の試し」『リアホナ』2012 年 11月号，40
 3. ニール・L・アンダーセン「あなたは十分に知っています」『リアホナ』2008 年
11月号，14

 4. ジョセフ・フィールディング・スミス，Answers to Gospel Questions（1958 年）
全 5 巻，第 2 巻，91

 5. デビッド・ファーンズワースの私的な回顧録。記者会見は，月面着陸の 6か月
後，1970 年 1月 23日に行われた。

 6. ジェフリー・R・ホランド，「ぶどう園の労働者たち」『リアホナ』2012 年 5月号，
32 参照

教義的に確かなこと

「人の不完全さを，たとえそれが神の預言者で
あっても，わたしは容認できます。人間が不完
全なのは当たり前だからです。モルモン書に
反する科学結果が出ているという訴えにも 
動揺しません。時間が間違いを正してくれる
はずです。歴史的に見て不可解な出来事も 

受容できます。真理全体から見ればささいなことです。しかし，
ジョセフ・スミスによって回復された教義上の真理と儀式がなく
ては生きられません。家族を祝福する神の神権がなくては生きら

れません。妻と子供たちと永遠に結び固められているという確信
がなければ生きることはできません。ここでわたしたちは選択に
迫られているのです。一方に幾つか答えの出ていない疑問があり，
もう一方には，教義上確実となっている多くのことと神の力がある
のです。」
中央日曜学校会長　タッド・R・カリスター 
「キリストの教会の設計図とは」（CESディボーショナル，2014 年1月12日） 
cesdevotionals.lds.org.



｠2010 年 1月12日，天の御父は 
わたしに御自身の力を示して 

くださいました。ハイチを荒廃させる
恐ろしい地震が起こり，コンクリート製
の 4階建てビルがわたしの周辺と頭上
に崩れ落ちてきたときのことです。
重いがれきの下で叫んでいると，静か

な声がわたしにこう語りかけてきました。
「ジミー，叫ぶのではなく祈るのです。」
しかし，叫ばずにはいられませんでし
た。数分もたたないうちに，自分は死ぬ
のではないかと思ったからです。その声
は，助けたい一心の親しい友人から発せ
られる声のようで，もう一度わたしに語り
かけてきました。「ジミー，祈りなさい。」
脚には耐えられないほどの激痛が走
り，周りは真っ暗で，酸素はなくなりか

けていました。同じ声がもう一度語り
かけてきました。「ジミー，祈りなさい。」
そのとき，わたしはその声の勧めに
従いました。弱々しい声で，わたしは
祈りました。「天のお父様，お父様は
わたしの力を御存じです。この痛みに
わたしがどれほど長く耐える力がある
かも。お願いです，どうぞこの痛みを
わたしから取り去ってください。イエ
ス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。」
その簡潔な祈りを口にした途端，わ
たしは眠りに落ちました。その後何が
起こったのか分かりませんが，深い眠
りから覚めたとき，先ほどの痛みはなく
なっていました。それから間もなく 
して，救助隊がわたしを見つけてくれま
した。倒壊したわたしの会社のビルの

中で犠牲者を探していたのです。
ポルトープリンスにあったわたしが
勤務する会社のビルの 2階では，5人
の従業員が働いていました。後になっ
て知ったのですが，そのうちがれきの
中から生還したのはわたし一人だけで
した。けがのため，わたしは片足を失
い，数か月，入院しました。しかし，わ
たしは知っています。聖霊がわたしに
祈るよう促してくださり，天の御父がそ
の祈りにこたえてくださったのです。
わたしたちがどこにいようと，またい
つ祈ろうと，天の御父は御自身の方法
で御自身の望みに応じて，わたしたち
の祈りにこたえてくださると証

あかし

すること
ができます。■
ジミー（ハイチ，セントルイス）

祈りなさい

末  日  聖  徒  の  声
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｠18歳の息子，ジャクソンが亡くなっ
た後，わたしはどのような人生

を，どのような方向性をもって生きてい
けばよいのかについて深く考えました。
子供は霊界に行ってしまいました。わ
たしは，いつの日か，現世での家族関
係を再び享受できるような人生を送り
たいと切に望みました。また，人生の
指針として，聖文をもっとよく理解した
いと思いました。
心に対する関心がいつから始まった
のか，わたしにはよく分かりませんが，
息子にもう一度会いたいという望みか
らその関心が深まりました。モルモン
書を読むにつれて，人の生活の状態，
あるいは人々の方向性や状態として，
心が象徴的にどのように用いられてい

学んだことで心が変わりました
るかに気づき始めました。
かたくなな心であろうと柔和謙遜な
心であろうと，心について語られる度
に，わたしは聖典の余白に小さなハー
トマークを描きました。すると幾つか
のパターンに気づき始めました。人々
は，その心が柔和謙遜になっていると
きに，逆境に対処する力を得，周囲の
人々への愛が増し，より親切で穏やか
になりました。わたしは，救い主とその
贖
あがな

いの犠牲により頼み，悔い改めるとき
に心が変わるということを学びました。
モルモン書の研究を通してすばらし
い経験ができました。学んだことで心
が変わりました。そして人生が変わり
ました。また，学んだことは，カウンセ
ラーとして，数々の夫婦が試練を乗り

越えられるよう助けるときに役立ちまし
た。夫婦間の満足や真の親密さをもた
らす普遍的な原則について夫婦に教
え，思い起こしてもらえることも分かっ
てきました。しかし，柔和謙遜な心で
結婚生活に臨まないかぎり，夫婦間に
変化が起きたり，その変化が永続した
りすることはほとんどありません。
モルモン書の余白にハートマークを
描くようになってからというもの，そう
いった聖句を何度も繰り返し読み，そ
こから学び続けています。最初に読ん
だときには見過ごしていた，心に関す
る新しい聖句も見つけました。それら
の聖句は，聖文には学び，理解し，応用
すべき新しい発見がいつもあるという
ことを思い出させてくれます。
最も大切なのは，天の御父と救い主
の愛を思い出させてくれるということ
です。その愛のゆえに，わたしの家族
は永遠のものとなるのです。わたし
は，このことを心の底から知っており，
そのことに深く感謝しています。■
ダーシー（アメリカ合衆国アラスカ州，ローガン）

脚には耐えられない 

ほどの激痛が走り， 

周りは真っ暗で，酸素は 

なくなりかけていました。
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何年も前のことです。プロボ宣教
師訓練センターを後にしたわた

しは，伝道地で働き始める準備ができ
たと感じ，胸を高鳴らせつつ，フロリダ
に到着しました。新しい同僚と会った
とき，二人の間には共通の関心がたく
さんあり，完璧な同僚ペアのように思え
ました。
しかし，数週間たつと，幾つかの違い
があることに気づきました。例えば，わ
たしは毎日，伝道に出かける準備ができ
ていましたが，同僚はドアをノックする
ことにそれほど熱心ではありませんでし
た。実は，同僚は先輩宣教師でしたが，
あまり伝道をしたがりませんでした。
また，同僚は自分のことについてばか
り話す人物だということに気づきました。
彼の家族は経済的に裕福で，恵まれな
い環境の出身のわたしにはない経験が
たくさんありました。

同僚の日の栄えの靴
こういった事柄が発端となり，自分の

中に幾つかの不愉快な感情が芽生え，
それがほとんど嫌悪のレベルにまで膨
らんでいったのです。心の中に渦巻く
同僚への嫌悪感は，わたしの霊性に悪
影響を及ぼしました。福音を教えようと
するときはなおさらでした。何とかしな
ければなりませんでした。最初は，同僚
と話し，自分の不満を洗いざらいぶちま
けようかとも思いました。しかし，わた
しは別の方法を取ることにしたのです。
毎朝，同僚とわたしは，交代で，シャ

ワーを浴び，その日の準備をしました。
同僚がシャワーを浴びている間，わたし
はこっそり彼のベッドの足元に行き，そ
こに置いてあった彼の靴を磨くことにし
たのです。素早くきれいに磨いたら，そ
の靴をそっと元あった所に戻しました。
約 2週間にわたり，わたしは毎朝，この
作業を繰り返しました。

そのうちに，自分の嫌悪感がなくなり
始めたことに気づきました。同僚に奉
仕することで，わたしの心は変わり始め
たのです。このささやかな奉仕の行為
について，彼には黙っていました。ある
日のこと，同僚は，靴が全く汚れないよ
うなので「日の栄えの靴」を授かったに
違いない，と言いました。
わたしはこの経験から二つの教訓を
学びました。第1に，悪い気持ちのきっ
かけは外から来ましたが，真の問題はわ
たしの内にあるということを学びまし
た。同僚の問題ではなかったのです。
第2に，わたしたちは，通常，愛して
いる人に奉仕するということは知ってい
ました。しかし，同じ原則は逆にしても
機能するということに気づいていません
でした。わたしたちは奉仕の対象とな
る人を愛するようになるのです。■
マイケル・リード（アメリカ合衆国，アリゾナ州）

素早くきれいに 

磨いたら， 

その靴をそっと 

元あった所に戻しました。
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就学のために母国メキシコから合
衆国へ引っ越して約 3か月が

たったある日曜日の夜，わたしはラジオ
のチャンネルを次々に変え，日曜日にふ
さわしい音楽を探しました。地元のラ
ジオチャンネルから流れる放送を幾つ
か聞くうちに，耳慣れた声が聞こえてき
たので，そのチャンネルで止めました。
当時，教会の大管長だったゴードン・
B・ヒンクレー大管長（1910－2008 年）
の声ではないかと思いました。自分が
彼の声を聞き分けられるなんて変だと
思いました。話者の声に合わせて話す
スペイン語通訳者の声で，総大会，教
会教育システムのファイヤサイド，その
他の教会放送を聞くことには慣れてい
ました。しかし，どういうわけか，ラジ
オから流れる声が，ヒンクレー大管長
の声だと分かったのです。
話の内容が理解できるほどわたしの
英語は流

りゅう

暢
ちょう

ではありませんでしたが，
とにかくラジオの話に耳を傾けました。
その声を聞いていると平安な気持ちを
感じました。話が終わったとき，ラジ
オのアナウンサーがこう言いました。

預言者の声が聞き分けられました
「ただいまのお話は，ゴードン・B・ヒン
クレー大管長でした。」
主はその僕

しもべ

を通じて語られ，主の言
葉は，主御自身の声によろうと，主の預
言者の声によろうと，同じであるという
ことをわたしは知っています（教義と
聖約1：38 参照）。
わたしは，自分がヒンクレー大管長の
声を聞き分けられたことが，どれほど特
別なことなのかについて考えました。考
えた末，情報源が何であれ，主が御自
身の子供たちと交流するときに使う声を

いつも認識できるようでなければなら
ないということに気づきました。
「わたしの羊はわたしの声に聞き従う。
わたしは彼らを知っており，彼らはわた
しについて来る。」  救い主はそう言われ
ました（ヨハネ10：27）。
数々の声，次 と々変えることのできる
多くの「チャンネル」であふれる世界に
あって，自分がいつでも羊飼いやその
僕の声を判別でき，喜んで彼らの助言
に従うことできるよう願っています。■
ミリアム・ルイス（アメリカ合衆国，ユタ州）

地元のラジオチャンネルから 

流れる放送を幾つか聞くうちに， 

耳慣れた声が聞こえてきたので， 

そのチャンネルで止めました。



両親から 
学んだこと
ヤングアダルトが 
両親から学んだ教訓をどのように生かしているか 
紹介します。

勤勉に働く
我が家では一生懸命働くことを学び
ました。わたしの家族は「勤勉リス
ト」と呼ばれるシステムを使っていま
した。月初めに，皿洗いや馬の世話
など，様々なお手伝いのリストを受け
取りました。一つ一つ終える度にリス
トに印を付けていき，月末にはその表
に付けた勤勉な働きの印の数に応じ
てお小遣いをもらいました。このこ
とから，わたしは勤勉に働き，無駄遣
いしないことを学びました。
ペータ・ステゲビ 
（スウェーデン，ベステルボッテン）
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義にかなった両親
ひとり親だった母は，たくさんすることがありま
したが，わたしを助けたり，慰めたり，あるいは
単にわたしの話を聞いたりする時間を必ず取っ
てくれました。母がいつもわたしのためにいて
くれるという意識は何にも代え難いことでした
ので，将来自分の子供にも同じようにしたいと
思います。
母が再婚すると，再婚相手は兄とわたしの父

親となることを選んでくれました。間もなくし
て，妹が家族に加わりましたが，どの子にも自
分の子供として優しく愛情深く接する父の態度
から，いっさい差別を感じたことはありません。
父の態度のおかげで，兄とわたしは堅固で一致
した，神権のある家庭で育つことができまし
た。家族として結び固められた日は特別な日で
した。父の愛ある模範から，父親とは単なる肩
書きではなく，意図的になるものであることを
教えられました。
アマンダ・コーネリウス（スウェーデン，ストックホルム）

天の守り
子供のとき，父は遠方で働いており，いつもすっかり暗くなってから
帰宅しました。わたしは父が帰るまで起きていました。ところが，あ
る夜，父の帰りがとても遅く，電話もつながりませんでした。わたし
は怖くなりました。両親から，いつも祈るように，そして怖いときは
助けを祈り求めるように教えられていたので，わたしはひざまずいて
父が無事に帰宅するよう祈りました。驚いたことに，わたしが祈り終
わるやいなや，外から父の自転車の音が聞こえました。父を守ってく
ださった天の御父にとても感謝しています。
ヤングアダルトになっても，混乱や不安を感じたら，まず最初に思

い浮かぶのは天の御父です。御父がいつもともにいて，わたしの祈り
にこたえてくださることを知っています。
ロヒニ・クリシュナン（インド，バンガロール）
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祈　り
ある夜，わたしは父に何か尋ねたくて両
親の寝室へ行きました。ところが，父が
祈っている最中だったので，一度出て数
分後に戻りました。すると，父はまだ
祈っていました。わたしは寝る支度をす
ることにし，寝る前の日課がひととおり
終わる頃には間違いなく父が祈り終わっ
ているだろうと考えました。10 分後に
両親の寝室に戻ると，父はまだ祈ってい
ました。父のその模範を見て，わたしの
証
あかし

は強められました。父は本当に心を注
ぎ出して天の御父に祈っていたのです。
ジェン・ハンセン（合衆国，ユタ州）

神殿結婚
両親が彼らのなれ初めについて教えてくれたことに感謝します。二人
は14 歳のときに良い友達になり，成長していく中で一緒に学びまし
た。時間がたち，友情は真の愛に発展し，二人は神殿で結婚しまし
た。わたしは神殿で結婚した両親の模範に倣いたいです。そして，わ
たしも彼らのように幸福と真の愛を知りたいと思います。
パサーレ・アナ・マリア（ルーマニア，プラホバ）
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キリストを中心とした家庭
両親の関係の中心にはいつもイエス・キリスト
がおられます。二人は御

み

霊
たま

がとどまる家庭環境
作りに焦点を当て，家族の聖文研究，家族の祈
り，家庭の夕べを最優先にしています。
あるとき，母は，離婚したばかりの若い母親

の訪問教師に召されました。わたしが帰宅する
と，母がその女性の幼い息子二人を子守りして
いることがよくありました。時折，母と一緒に
出かけて用事を足している途中でその女性の
家に立ち寄り，母が玄関先にちょっとした短い
手紙を書き残すこともありました。「自分の利
益を求め〔ない〕」慈愛を持つ母の模範にとて
も感謝しています（モロナイ 7：45）。
両親は神の王国を確立するために常に新しい
技能や知識を身に付け，活用しています。彼ら
の模範におかげで，わたしも教育を受けること
を優先して生活してきました。両親の模範に
従ったことで，わたしはイエス・キリストを中心
とした生活をしている男性と結婚しました。
レーチェル・ニールセン（アメリカ合衆国，ユタ州）

天の御父とイエス・キリストを信頼する
父はどんな物でも直せます。10 代のとき，どうしてそれほど上手に
物を直せるのか尋ねたことがあります。すると，父はこう言いまし
た。「作業を始める前に天の御父に祈って，助けてくださいとお願い
するんだ。それから作業に取り掛かるのさ。」父の模範から，謙遜で
あること，そして天の霊感を求めることを教えられました。
母は落ち込むと，救い主の足元で癒やしと平安を求めてきました。

わたしが同じような落胆を味わっていると，母は贖
あがな

いの力に頼るよう
に勧めてくれました。ヤングアダルトになった今も，母の義にかなっ
た模範に倣って，救い主が与えてくださる平安や，安心感をもたらす
愛を求め続けています。
イーサク・マルム（スウェーデン・ヨンショーピング）

神から受け継いだ特質
幼いとき，両親はわたしの心に天の
御父の純粋な愛を植え付けてくれま
した。母が歌ってくれる「神の子で
す」（『賛美歌』189 番）を聞きなが
ら，わたしは主を知り始めました。ま
た，時がたつにつれ，両親の模範に大
いに鼓舞され，奉仕を行って，教会の
集会や活動に忠実に出席することを
通して，天におられる御父について知
り，御父を愛するようになりました。
マルリン・オルテガ・バスケス 
（ニカラグア，マナグア）



50 リ  ア  ホ  ナ

アマンカイ・コテカ -ミーニョ

わたしの人生は時々，いつま
でも続く飛行機のフライト
のように感じます。わたし

の母はエクアドル人で，父はポーランド
人です。わたしはエクアドルで生まれ
ましたが，10 歳のときにスペインに
引っ越しました。スペインにはわずか
2 年しか住みませんでした。 12 歳の
ときにまた人生の飛行機が飛び立ち，
今度はポーランドへ行きました。わた
しは安定した，友達や親戚が近くに
いる生活を切望し，もう誰かと別れる
のは嫌だと思っていました。

長老たちとの最初の出会い
誰かが我が家のドアをノックしまし
た。ドアを開けると，二人の青年が
立っていました。無神経にも，わたし
は彼らが口を開く前にドアを閉めてし
まいました。
「またドアを開けて，おわびをしな
さい」と命じる父の声が家の奥から聞
こえました。「そんな失礼な態度を教
えた覚えはないぞ。」
ばつの悪い気持ちで再びをドアを
開けて，わたしは「ごめんなさい」と
つぶやきました。
「あなたがたと，あなたがたの信じて
いることについて知りたいです。どう
ぞお入りください」と父は招き入れまし
た。青年たちは末日聖徒イエス・キリ

スト教会の宣教師であると自己紹介し
ました。わたしはしぶしぶ彼らのメッ
セージを聞きました。13歳でしたから，
そうする以外に選択肢はありません。
宣教師たちは 4か月間我が家を訪
問し，イエス・キリストの回復された
福音の教義を教えてくれました。「あ
なたがたの勇気に敬意を表しますが，
宗教を変えるつもりはまったくありま
せん。」  父はついに宣教師にそのよう
に告げ，わたしたちは二度とその長老
たちと会うことはありませんでした。

真理を求める心
2 年が過ぎ，家族の状況の変化か

らわたしは深い悲しみを味わっていま
した。父が仕事を探すためにポーラ
ンド国外に出ていましたので，家族は
離れて暮らしていました。わたしは必
死に神を求めました。より一層心を
込めて祈るようになり，天の御父の存
在を見いだせるよう，助けを求めて御
父に懇願しました。
ある日，母がこう言いました。「ガー
リングと言う名前の人から連絡があった
わよ。来週また電話するように言った
わ。」母はそれが宣教師からの電話で
あると分かっていたのですが，メッセー
ジに興味がなかったので，そんなに早
く連絡する必要がないと思ったのです。
その週の金曜の夜，再びドアをノッ

クする音がしました。わたしは今度は
心からの笑顔で宣教師を歓迎しまし
た。「我が家に歓迎しますが，わたし
は決してモルモンにはなりません」と
彼らに伝えました。
この長老たちはそれでもわたしを教
えてくれました。 6か月間，毎週金曜
日の午後に来てくれました。母のクッ
キーをたくさん食べ，幾多の質問に答
えてもらううちに，わたしの心の奥に
あった疑問が答えられていきました。
宣教師が訪問する度，人生のパズル
にピースが一つずつはまっていくよう
でした。すっかり興味が沸いたわた
しは，ついに長老たちが勧めたことを
実行しました。すなわち，彼らの教え
る事柄やモルモン書が真実であるか
どうか天の御父に祈って尋ねたので
す。神は必ず祈りにこたえてくださる
と彼らは証

あかし

しました。
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新しい目的地
わたしの人生は果てしなく続く 
飛行機のフライトのようでした。 
安らぎと安定を切望しましたが， 
主に本当に心を向けるまで 
見いだせませんでした。
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確信と躊
ちゅう

躇
ちょ

よく祈り，聖文をさらに深く研究す
るうちに，これらの教義はわたしの心
に心地よいものとなりました。数か月
の間，わたしは躊躇しました。動かぬ
証拠が必要だ，この教会に入る前に
福音について全部知っておくことが必

要だと感じていたからです。結局，ヨ
ハネによる福音書第 20 章 29 節に記
されている救い主の言葉が心に響き
ました。「見ないで信ずる者は，さい
わいである。」  わたしはバプテスマを
受けることにしました。
両親は成人するまでバプテスマを受
けるのを待つという条件を出しました
が，その待っていた期間はわたしの成長
と福音の知識を増すのに役立ちました。
悲しいことに，バプテスマの日が近づく
につれ，わたしは自分の受けた答えに
自信が持てなくなりました。この世的
な事柄に気を取られたり，愛する家族

がバプテスマの選択を受け入れてくれ
ないのではないかと恐れたりしました。
少しずつ過ちや誤った決意を積み
重ねた結果，御

み

霊
たま

のささやきに鈍く
なっていきました。しまいには聖典が
荷物の一番奥で忘れられ，祈ることも
やめてしまいました。

悔い改めの祝福
わたしの生活は思うようにいかず，
あまりにも多くの落胆や涙を経験しま
した。自分の家族がなぜそれほど多
くの試練に直面しなければならない
のか，理解できませんでした。高校最
後の1年を目前にして，両親がポーラ
ンドを離れました。また引っ越す可
能性が高まったことでわたしは苦悩し
ました。ついにひざまずき，文字どお
り心から願い求めました。「天のお父
様，わたしの望みではなく，お父様の
御
み

心
こころ

のままになさってください。」
その祈りをきっかけにわたしは教会

に戻りました。そのために悔い改め
が必要になることは承知していました。
次の日曜日，約1年ぶりに聖

せい

餐
さん

会に出
席しました。そして，翌日，バプテスマ
を受けることを再び決意しました。
一度は真実であると確信した福音
に戻るための険しい道のりの間，主は
わたしを助けてくださいました。今と
なっては，あの難しい状況は神からの
すばらしい祝福だったと思います。主
はわたしをお忘れになっていませんで
した。わたしの祈りにこたえられ，わ
たしが御自身の答えを認識するのを
待ってくださいました。わたしが苦し
んでいる間，ずっとわたしを助け，強
め，守ってくださいました。この過程
の中で，わたしはキリストの神聖な使
命と主の贖

あがな

いの意味をさらに明確に
知りました。
わたしは 2011年 4月にバプテスマ
を受けました。あれから人生の飛行
機はまた飛び立ち，今はフランスに住
んでいます。また生活が変わったとい
うことです。しかし，自分の生活につ
いて，そして主がわたしに与えてくだ
さった生活状況について，今は主に
感謝しています。イエス・キリストの
贖いに対する証のおかげで，人生でど
んなことが待ち受けていようと自分が
独りではないことが分かりました。人
生の飛行機がまた飛び立つのかどう
かは分かりません。唯一分かること
は，天の御父とその御子イエス・キリ
ストと永遠に住む生活につながるまっ
すぐな道が，わたしの新しい目的地に
なったということです。■
筆者はフランス在住です。
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贖罪が持つ贖
あがな

いと清めの力の本質に
ついては，人に強さと能力を授ける
力よりもはるかによく知っていると

いう教会員が多いのではないでしょうか。確
かに，イエス・キリストは地上に来てわたした
ちのために死んでくださいました。そのこと
を知るのは大切ですし，それはキリストの教
義の根本に関わる基礎的な部分です。しか
し同時に，主は贖罪を通し，そして聖霊の力
により，わたしたちの内に生きて，わたしたち
に導きだけでなく力を与えたいと望んでおら
れることも理解する必要があります。
間違いを犯したとき，生活の中で罪の影響
力に打ち勝つには助けが必要であるというこ
とは，ほとんどの教会員が知っています。救
い主は代価を払い，主の贖いの力によってわ
たしたちが清くなれるようにしてくださいまし
た。大半の人は，贖罪が罪人のためにあるこ
とを明確に理解しています。しかし，わたした
ちは贖罪が聖徒のためにもあること，すなわ
ち，従順で良心的でふさわしい人，また，より
善い人になり，より忠実に仕えようと努力して
いる善良な男女のためにもあることを理解し
ているでしょうか。善人からより善い人にな
り，聖徒となる旅を，わたしたちは自分の力だ
けで歩まなければならないと思い違いをして

いるかもしれません。根性や意志の力，自制
心だけによって，明らかに限界のある自分の
能力に頼って進もうとしていないでしょうか。
救い主の福音は，単に生活の中で悪を遠ざ
けることではなく，本質的に，善を行い，善人
になることでもあります。そして贖罪は，わた
したちが悪に打ち勝ち，悪を避けると同時に，
善を行い，善人になる助けを与えてくれます。
救い主の助けは，悪人から善人に，そしてより
善い人になる旅，自分の性質そのものを変え
るこの現世の旅の間，絶えず受けることがで
きるのです。
贖罪が持つ贖いの力と人に能力を授ける力
が関連のない別個のものだと言っているので
はありません。むしろ，贖罪のこれら二つの
側面は結びついており，補い合っています。
人生の旅のあらゆる段階において両方の力が
働いている必要があります。そして現世の旅
に不可欠な二つの要素である，生まれながら
の人を捨てることと聖徒となることの両方が
贖罪の力によって成し遂げられるということを
認めることが，わたしたち全員にとって常に重
要です。悪に打ち勝つことと善人になること
の両方が，贖罪の力によって成し遂げられる
のです。個人の意志の力，決意や意欲，効果
的な計画や目標設定は必要ですが，この現世

イエス･キリストの贖
しょく

罪
ざい

が持つ，人に能力を授ける力は，

十二使徒定員会
デビッド・A・ 
ベドナー長老

自分が持つ
以上の

力
善を行い，善人になり，自分自身の望みや本来の能力を超えた

働きができるようにわたしたちを強めてくれます。
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の旅を成功のうちに終えるには最終
的には十分ではありません。実に，わ
たしたちは「聖なるメシヤの功徳と憐

あわ

れみと恵み」に頼るようにならなければ
ならないのです（2 ニーファイ2：8）。

恵みと，贖罪が持つ 
人に能力を授ける力

『聖書辞典』（Bible Dictionary）に
よると，聖典では恵みという言葉がよ
く「人に能力を授ける力」という意味
で用いられていることが分かります。
「〔恵み〕という言葉は新約聖書に，
特にパウロの書簡に頻繁に出てくる。
この言葉はおもに， 人に助けと力を 
授ける天の手段や方法を意味し，それ
らはイエス・キリストのあふれる憐れ
みと愛を通して与えられる。

主イエスの恵みを通して，主の贖い
の犠牲により人類は不死不滅によみ
がえることが可能になっており，全ての
人が永遠に生きる状態で墓から肉体
を受ける。同様に，主の恵みを通して，
人はイエス・キリストの贖罪を信じる
信仰をもって自らの罪を悔い改めるこ
とにより， 自分の力だけでは続けるこ
とのできない善い行いをする力と助け
を受ける。この恵みは人に能力を授
ける力であり，これによって男性も女
性も，最善を尽くした後に永遠の命と
昇栄を得ることができる。」（Bible 
Dictionary,“Grace”の項；強調付加）
恵みは，わたしたち一人一人が日の
栄えの王国にふさわしい者となるため
にぜひとも必要な神の支援であり，天
からの助けです。このように，贖罪が

持つ人に能力を授ける力は，善を行
い，善人になり，自分自身の望みや本
来の能力を超えた働きができるように
わたしたちを強めてくれるのです。
わたしは個人の聖文研究の際に， 恵

みという言葉を見つけたら「人に能力
を授ける力」と書き込むようにしていま
す。例えば，わたしたちが皆よく知って
いる次の聖句について考えてみてくだ
さい。「わたしたちが自分の行えるこ
とをすべて行った後に，神の恵みに
よって救われることを知っている〔。〕」
（2 ニーファイ25：23）聖文に恵みと
いう言葉を見つけるたびに「人に能力
と強さを授ける力」と書き込むなら，
贖罪のこの重要な側面について多く
のことが学べると信じています。
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ニーファイの模範
現世の旅は，悪人から善人に，そし
てより善い人になる旅であり，自分の
性質そのものを変える旅です。モルモ
ン書には，弟子や預言者がそれぞれ
の旅で，贖罪が持つ人に能力を授ける
力について知り，理解し，その力に
よって変化を遂げた例がたくさん載っ
ています。わたしたちはこの神聖な力
について理解を深めるにつれて，福音
に即した視野が大いに広がり，深まり
ます。そのような視野を得るとき，わ
たしたちは驚くような変化を遂げるこ
とになります。
ニーファイは救い主が持っておられ
る人に能力を授ける力について知り，
理解し，その力に頼った人物の一人で
す。リーハイの息子たちがエルサレム
に戻り，イシマエルとその家族を約束
の地に向かう旅の一行に招いたとき
のことを思い出してください。エルサ
レムから再び荒れ野に戻る旅の途中で，
一緒に旅をしていたレーマンたちが背
き，ニーファイは主を信じる信仰を持

思います。そうではなく，ニーファイは
祝福されて本来の能力を超えた粘り
強さと身体的な強さの両方を授かり，
「主の力を受けて」（モーサヤ 9：17），
縄をねじったり，引っ張ったりしながら
苦労した末に，文字どおり縄を断ち切
ることができたのではないでしょうか。
この出来事がわたしたち一人一人に
伝えていることは明快です。皆さんも
わたしも，贖罪が持つ人に能力を授け
る力について理解し，その力を自分の
生活で用いるようになるとき，状況が
変わるように祈るのではなく，状況を
変える力を祈り求めるようになるで
しょう。受け身でいるのではなく，自
ら選択し行動する者になるでしょう
（2 ニーファイ2：14 参照）。

救い主は御存じであり， 
理解しておられる

アルマ書第 7 章からわたしたちは，
救い主が「人に能力を授ける力」をお
与えになることができる理由とその方
法を学べます。
「神の御子は，あらゆる苦痛と苦難
と試練を受けられる。これは，神の
御子は御自分の民の苦痛と病を身に
受けられるという御

み

言
こと

葉
ば

が成就する
ためである。
また神の御子は，御自分の民を束縛
している死の縄目を解くために，御自
身に死を受けられる。また神の御子
は，肉において御自分の心が憐れみ
で満たされるように，また御自分の民
を彼らの弱さに応じてどのように救う
かを肉において知ることができるよう
に，彼らの弱さを御自分に受けられる。」
（アルマ 7：11－12。強調付加）救い
主はわたしたちの罪悪のためだけで
なく，実に頻繁にわたしたちを悩ます

つように兄たちに勧めました。そして
旅のこの時点で，兄たちはニーファイ
を縄で縛り，殺そうとします。ニーファ
イの祈りに注目してください。「おお，
主よ，あなたを信じるわたしの信仰に
より，兄たちの手から救い出してくだ
さい。まことに，わたしを縛っている
この縄を断ち切る力をお与えくださ
い。」（1ニーファイ7：17，強調付加）
もしわたしが自分の兄弟たちに縛ら
れていたとしたら，たぶん何を祈り求
めていたか分かりますか。「この窮
地から今すぐ救い出してください！」
と祈っていたことでしょう。特に興味
深く思うのは，ニーファイが状況を 
変えてくださいとは祈らなかった点 
です。それよりも，状況を変える力を
祈り求めたのです。ニーファイがこの
ように祈ったのは，贖罪が持つ人に能
力を授ける力について知り，理解し，
身に受けていたからにほかならない
と，わたしは信じています。
ニーファイを縛っていた縄が魔法の
ように手首から落ちたわけではないと

左

―
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ラ
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ト
／
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ラ
イ
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ン
・
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不平等や不公平，苦痛，苦
く

悶
もん

，情緒的
な苦悩のためにも苦しまれました。
皆さんやわたしが現世の旅で経験
する肉体的な痛み，心痛，精神的な苦
しみ，病や弱さのうち，先に救い主が
経験なさらなかったものは一つもあり
ません。皆さんもわたしも，自分の弱

さに悩むとき，「誰も理解してくれな
い。誰にも分からない」と声を上げる
ことがあるかもしれません。分かる人
間は恐らくいないでしょう。しかし，
神の御子は全てを御存じであり，完全
に理解しておられます。わたしたちが
経験するより先に，わたしたちの苦し

みを味わい，重荷を負われたからで
す。そして主は究極の代価を払いそ
の重荷を負われたので，わたしたちの
人生の実にさまざまな局面で，わたし
たちの気持ちを完全に理解し，憐れ
みの腕を伸べることがおできになるの
です。主は手を差し伸べ，心に触れ，
助けることがおできになり，文字どお
りわたしたちに駆け寄って，わたしたち
が自分では決して得られないほどの
強さを与え，自分自身の力だけに頼っ
たのでは決してなし得ないことを行え
るように助けてくださるのです。
「すべて重荷を負うて苦労している
者は，わたしのもとにきなさい。あな
たがたを休ませてあげよう。
わたしは柔和で心のへりくだった者
であるから，わたしのくびきを負うて，
わたしに学びなさい。そうすれば，あ
なたがたの魂に休みが与えられるで
あろう。
わたしのくびきは負いやすく，わた
しの荷は軽いからである。」（マタイ
11：28－30）
わたしは主イエス・キリストがささ
げてくださった無限にして永遠の犠牲
について証

あかし

し，感謝を表します。わた
しは救い主が生きておられることを
知っています。これまでに主の贖いの
力と，人に能力を授ける力の両方を身
に受けてきました。これらの力が実
在し，わたしたち一人一人が受けられ
るものであることを証します。現世の
旅を歩みながら，わたしたちは確かに
「主の力を受けて」全てのことを成し遂
げ，全てのことに打ち勝てるのです。■
「贖
しょく

罪
ざい

と現世の旅」『リアホナ』2012 年 4月号，
12－19 から抜粋
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誰が福音を受け入れる 
準備ができているか， 
誰にも分かりません。

誰が準備ができているか  
中央若い男性会長会 
第二顧問
ランドール・L・リッド

決めつけない
高校を卒業してから 40 年目

の同窓会の夕食会での出
来事は，いつまでも忘れら

れないでしょう。何年も会っていない
級友に会い，卒業してから皆がどのよ
うな人生を送ってきたのか知るのを
楽しみにしていました。
8人か10人の級友とテーブルを囲
んで夕食を食べ，おしゃべりを楽しん
でいたとき，古くからの友人のグレッ
グ・リンクが，20 代のときにバプテ
スマを受けて教会に入ったと言い
ました。
それから心を突き刺すような
質問をしました。「高校生のと
き，君たちは誰もぼくにモルモ
ン書をくれなかったけど，ど
うしてだい？ ぼくが教会向き
じゃないと思ってたんじゃな
いかい？」
もう一人の，教会員でない，
旧友が言いました。「ぼくの
を1冊あげたのに。ぼくは
50 冊ぐらいもらったよ。」

わたしはがく然としました。高校生
の頃，グレッグが将来バプテスマを受
け，人を鼓舞する話し手として成功す
ると言われたら，きっと信じなかった
ことでしょう。グレッグのことは大好
きでした。友情に篤く，困ったときに
は頼りになる友でした。しかし，パー
ティー好きなのを知っていましたし，
しょっちゅう問題を起こしていました。
教会に少しでも興味を持っていると
は，夢にも思いませんでした。面白い
ことに，もう一方の友人については，
いつか教会に入るだろうと信じ，福音
を伝え，モルモン書もあげていたので
す。実際のところ，誰が福音を受け入
れる準備ができていて，誰がそうでな
いかなど，誰にも分かりません。
グレッグと話した後に，少し恥ずか
しくなりました。他の多くの人のよう
に，わたしも彼に福音を紹介しなかっ
たからです。どのようにして教会に入
ることになったのか尋ねてみました。
以下は彼の話です。
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をわたしは学びました。主は福音を伝えるよう 
命じておられます。「全世界に出て行って，すべて
の造られたものに福音を宣

の

べ伝えよ。」（マルコ
16：15）
ですから，分かち合うことを恐れないでくだ 
さい。何よりも，誰が準備ができていて，誰がそう
でないか，早 と々決めつけないことです。誰の心が
和らげられていたかを知って驚くかもしれません。
その人の関心は，あなたには見えない深い所に 
秘められているかもしれないのです。■

自分の模範がグレッグに良い影響を与えていた
ことに本当に感謝します。けれども，当時何か行
動を起こしていたら，喜びはもっと大きかったはず
です。福音を分かち合っていたら，モルモン書をあ
げていたら，あるいはせめてグレッグを活動に招待
していたら，彼の人生は変わっていたかもしれない
のです。もっと早く教会に入っていたかもしれま 
せん。伝道に出る機会もあったかもしれません。
良い模範になることは本当に大切ですが，福音
を分かち合う責任も同じく大切な責任であること

家族でユタ州のソルトレーク・シ
ティーに引っ越してきたとき，わたし
は 11 歳ぐらいでしたが，24 歳になる
まで教会には入りませんでした。今
考えると，誰も福音をわたしに伝えな
かったのももっともなことでした。表
面的には，すばらしい求道者ではな
かったからです。実際のところ少々乱
暴な子供でした。よくけんかをした
り，学校で問題を起こしていました。
末日聖徒の友人はたくさんいました

が，教会について話したのは一人だけ
でした。それだって，彼が子守りをし
ながらモルモン書を読んでいるのを
わたしがからかったからでした。
けれども，いろいろなことに興味を

持っていました。わたしは母に連れ
られて，近くにあるキリスト教会に
行っていました。あるとき，イエスは
なぜアメリカ大陸においでにならな
かったのかとその教会の人たちに尋
ねたことがありました。そんな質問を
したわたしは失笑を買い，以来一切
その件で質問をしなくなりました。
それから何年もたったある日，わた

しはソルトレーク・シティーにあるテン

プルスクウェアの訪問者センターに
行ってみることにしました。そこにはア
メリカを訪れられたキリストについての
ジオラマがありました。ふと，若かっ
たとき，そのことについて疑問に思っ
たことを思い出しました。御

み

霊
たま

がわた
しに強く働きかけ，耳を傾ける準備が
できたと知ったのはそのときでした。
高校時代の友人の模範を忘れたこ

とはありませんでした。実際，一番尊
敬していたのは末日聖徒だったので
す。ランディー・リッドと奥さんは
二人とも，わたしと同じ学校に行って
いました。二人はいつもすばらしい模
範で，とても良い人でした。そのこと
が後になって大きな影響を及ぼしま
した。「ランディーが本当だと信じる
なら，大事なことに違いない」と思っ
たのです。
高校時代にもっと福音について話

してくれたらどうなっていたか，わた
しには分かりません。そのときは聞く
準備ができていなかったかもしれま
せん。でも，今考えると，話してほし
かったと思います。きっと何らかの影
響を与えてくれたことでしょう。

主はその子供たちを備えられる

「主は御自身の全ての子供たちを 
愛しておられます。主は全ての子供
たちが御自分の真理を全部手にし，
御自身が持っておられる祝福を豊か
に受けることを望んでおられます。
主は一人一人がいつ準備できている
のか御存じです。そしてわたしたち
に対しては，福音を分かち合うことに
関する指示を聞いて，それを心に留
めるよう求めておられます。わたし
たちが自分の分を果たしているなら
ば，準備のできた人々から『わたしの
羊はわたしの声に聞き従う。……彼
らはわたしについて来る』と言われ
た御方のメッセージに応じていくこ
とでしょう（ヨハネ10：27）。」 
十二使徒定員会　ダリン・H・オークス長老 
「福音を分かち合う」 
『リアホナ』2002 年1月号，9
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知らない人に福音を伝えるのは勇気の要ることで
す。伝道に出たばかりの専任宣教師に聞いたら
分かります。でも，教会や，モルモン書や，わたし

たちの信条について知りたいかと友達に尋ねる方が，もっと
勇気が要ることがあります。
それはこう考えてしまうからです。もし関心がなかったら
どうしよう。気分を害したらどうしよう。からかわれたらど
うしよう。わたしのことが大嫌いで二度と顔を見たくないと
言われたらどうしよう。
心配しないでください。そんなことが現実に起こることは，
まずありません。多分友達は，「ううん，別に」と言うだけで
しょう。でも，「いいよ。もっと話を聞かせて」と答える人が
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ン

勇気を出して 
福音を伝える

いても驚かないでください。あなたが福音に従った生活を
しているなら，なおさらです。
十二使徒定員会のM・ラッセル・バラード長老はこう言っ
ています。「わたしたちは回復されたイエス・キリストの教
会の会員です。主御自身から権限を与えられ，真理を求め
る全ての人を見いだし，養い，主の教会に無事に連れ戻すよ
う世に送り出されたのです。」
その観点から見ると，福音を伝えることは「簡単で明快」
です。しかし，バラード長老は「伝道が努力を要する，時に
は恐ろしい経験である」と認めています。
どうしたらその恐れに打ち勝つことができるのでしょう
か。バラード長老は次の 3 つの方法を提案しています。

第１に， 福音を伝える方法を
見いだすのを主が助けてくださる
ように個人や家族で祈ってくださ
い。（補足記事の，ブラジルのあ
る若い女性の例を参照してくだ
さい。）また，準備のできている
人々のもとへ導かれるよう主に
願い求めてください。

2 番目に， 模範となってくだ
さい。ふさわしさの標準が下が
り続ける世にあって，友達は皆さ
んの放つ光に気づくでしょう。皆
さん個人の証

あかし

が勇気と霊的な力
をくれるはずです。

3 番目に， 信仰を働かせ，
主を信頼してください。そして，
いつも人に愛を示すようにしま
しょう。
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信者の勇気

「確固とした勇気をもって，使徒パウロとともに宣言しましょ
う。『わたしは〔キリストの〕福音を恥としない。』（ローマ
1：16）そして，その同じ勇気をもって，パウロの勧告に従
いましょう。『言葉にも，行状にも，愛にも，信仰にも，純潔
にも，信者の模範になりなさい。』」（1テモテ4：12 ）
トーマス・S・モンソン大管長 
「強く，また雄々しくあれ」『リアホナ』2014 年 5月号，69

一番大切な物
マリアナ・サントス

複数のステークの合同ユースカンファレンスで，一人一人
にモルモン書が配られ，誰かにあげるように勧められ

ました。わたしは大好きなポップス歌手にあげたいと思いま
した。
彼のコンサートがわたしの町であると知ったとき，絶好の機
会だと思いました。彼のコンサートでは毎回，抽選で 15人の
ファンが選ばれ，バックステージで彼に会えることになってい
ました。選ばれるのは不可能に近いですが，とにかく申し込
んでみました。
コンサートの数週前に，モルモン書に証

あかし

を書き，祈りまし
た。選ばれる可能性が低いので天の御父の助けが必要なの
です，と御父に説明しました。
「アーメン」と言うやいなや，携帯電話が鳴りました。歌手
の事務所からでした。抽選に当たったのです！
コンサート当日，バックステージで，わたしは歌手にモルモ
ン書を贈りました。彼はモルモン書を開けて，わたしの証を
読みました。「何か価値があって役に立つものをプレゼント
したいと思って随分考えました。そこで，値段ではなく，内容
に価値のあるものをあげるべきだと気づきました。これは 
モルモン書です。わたしの持っている物の中で一番大切な
物です。これを読めば，あなたにとっても大切な物になる 
でしょう。」
歌手はわたしを抱き締め，きっと読むと言ってくれました。
わたしは涙をこらえることができませんでした。
有名人にモルモン書をあげるというのは，めったにない 
経験です。でも，モルモン書をあげるという行為は，日常的
な経験にならなければなりません。学校の友達や，近所の人
や，他の誰かに，あのモルモン書をあげることもできたと思い
ます。
モルモン書をあげたり，証をしたり，教会について話したり，
模範を示したりすることは，わたしたちの義務なのです。イエス・
キリストの福音を伝えることを決して恥じるべきではありま 
せん。
筆者はブラジル，マナウス在住です。

バラード長老はこう言いました。「このように言う
会員もいます。『誰かの気分を害するかもしれないの
で，福音を伝えることを恐れています。』経験から分
かることは，愛と関心によって伝えるのであれば，気
分を害する人はいないということです。『教会から助
けられていることに喜びを感じます。』このような言葉
と，御

み

霊
たま

の導くままに語られた言葉を耳にして，気分
を害する人がいるでしょうか。」1

福音を伝えるという義務は，皆さんを含む全ての
教会員に与えられています。ですから，勇気を持ちま
しょう。そうすれば，主が皆さんの努力を祝福してく
ださいます。■

注
 1. M・ラッセル・バラード「会員伝道のきわめて重要な役割」『リアホ
ナ』2003 年 5月号，38，39－40
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忘れないでください
選ぶのは彼らです

選択の自由は 
全ての人に適用されます。 
皆さんが教会について学ぶよう 
勧める相手にも 
選択の自由はあるのです。

福音を学ぶよう勧めるとき，相手にはあなたの招きを受け入れるかどうか
を選ぶ選択の自由があると理解しておくことが大切です。皆さんの成功
はその人がどう応えるかによって測られるのではありません。福音を 

伝える皆さんの決意の有無によって測られるのです。
誰が招きを受け入れたか，あるいはバプテスマを受けたか
で成功が測られないとすれば，伝道活動の目標を設定する
際に重視すべきことは何でしょうか。人がどう応えるかよ
り， 自分に何ができるかを考えましょう。皆さんにも選択の
自由があることを忘れないでください。皆さんは次のような
ことを選択することができます。

イ
ラ
ス
ト
／
ベ
ス
・
Ｍ
・
ホ
イ
ッ
タ
カ
ー

忠実であり続ける。
救い主はこう雄弁に教えておら
れました。「そのように，あなた
がたの光を人々の前に輝かし，
そして，人々があなたがたのよい
おこないを見て，天にいますあな
たがたの父をあがめるようにし
なさい。」（マタイ5：16）福音を
愛し，福音に従って生活してくだ
さい。そうすれば，遅かれ早か
れ，どうして皆さんがそうなのか
知りたいと思う人々や福音を受け
入れる準備のできている人々を
見つけるはずです。

親しい関係を続ける。
もっと学ぶようにという招きを断
られても，礼儀正しく思いやりの
ある態度を崩さないようにしてく
ださい。高い標準のある人とは
友人関係を続けましょう。皆さ
んが信じ行うことを全部理解し
ていない人でも，できる限り全て
の人にキリストのような愛を差し
伸べてください。

頻繁に，そしてみんなを招く。
福音に関心がある人とない人を
前もって知るのは不可能ですか
ら，たびたび，できるだけ多くの
人に伝えてください。そのとき，
御
み

霊
たま

のささやきに特に注意を払
いましょう。真理を学び受け入
れるよう人々を招くとき，わたし
たちは宣教師として成功します。
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繰り返し招きました
メイリー・スサナ・ダ・シルバ・ロサ

福音を分かち合う必要があると知っていましたが，それまで成功したため
しがありませんでした。そんなとき，受講していたスペイン語のクラスで

ティアゴという名の青年に出会いました。仲良くなったわたしたちは，学校か
ら一緒に帰ることが多くなりました。ある日，新築されたばかりの末日聖徒の
集会所の横を通りかかりました。
「末日聖徒イエス・キリスト教会の会員になって数年になるんだ」とわたしは
言いました。わたしたちの信条をいくらか紹介し，福音のおかげで自分と家族
がどれほど祝福されてきたかを話しました。次の日曜日の朝 9 時に集会があ
るので出席しないかと彼を招きました。
日曜日になり，わたしは彼が来るのを心待ちにしていましたが，来ませんでし
た。その週，もう一度招きました。 2，3 か月の間，毎週これが繰り返された
のです。彼はいつでも来なかった理由を言いました。「寝坊したんだ」「疲れ
ていたから」「ちょっと問題があってね」というように。それでも，わたしは招
き続け，彼もそれを嫌がっている様子はありませんでした。
ある日曜の朝，わたしは礼拝堂の後ろのベンチに腰掛けました。集会が始
まるまであと数分というときに，誰かが静かにわたしの名前を呼ぶのが聞こえ
ました。ドアの方を見ると，ティアゴがいるではありませんか！
「いつか行くって約束したろう」と彼は言いました。彼は聖

せい

餐
さん

会に出席し，
驚いたことに，他の集会にも残ってくれました。そして，宣教師に紹介した 
とき，うれしそうに見えました。彼は定期的に宣教師から福音を学び始めま 
した。学校からの帰り道，ティアゴとわたしは前のように話しながら歩きま 
したが，彼が学んでいる真理について話し合うようになりました。わたしは 
質問に答え，証

あかし

を述べることができました。とうとう彼は自分の証を得，教会
に入りました。
今わたしは専任宣教師としてブラジル・サンタマリア伝道部で奉仕してい 
ます。伝道地に向けて出発する前に，ティアゴも専任宣教師になるために申請
書を提出し，現在ブラジル・マナウス伝道部で伝道しています。
最近彼から手紙をもらいました。「教会に来るように繰り返し招いてくれて

ありがとう」と書いてありました。「感謝の気持ちでいっぱいだ。」  毎日福音
を分かち合えるだけでなく，ティアゴも同じ業に携わっていると知っていること
をとてもうれしく思います。
筆者はブラジル，サンパウロ出身です。

信仰を分かち合う

「わたしたちは各人の選びと時機を尊重し 
ます。主は，『各人に自ら選ばせなさい』と
言われました（教義と聖約37：4）。関心を
示さないからといって，友情や愛のきずなを
弱くする必要はありません。『来て，見て 
ください』と招くときにその招きが受け入れ
られても受け入れられなくても，皆さんは，
主の承認を感じ，またその承認を得て何度も
信条を分かち合うためのさらなる信仰を 
感じることでしょう。」
十二使徒定員会　ニール・L・アンダーセン長老 
「これは奇跡です」 
『リアホナ』2013 年 5月号，79

宣教師として成功するには
宣教師として成功するヒントをお探しです
か。『わたしの福音を宣

の

べ伝えなさい―
伝道活動のガイド』の10 ページから
11ページにある10 のすばらしいアイデア
を読んでみましょう。

根気よく続ける。
右の物語にあるように，機が熟
して受け入れられるまで何度も
招かなければならない場合もあ
ります。門戸を開き続け，親しい
関係を保ってください。そして，
がっかりしないことです。主は
皆さんの努力を御存じで，祝福
してくださいます。（教義と聖約
98：2 参照）■
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福
音を誰か

に伝えた
いと思い

ながらも
，どうす

ればいい
のかよく

分からな
い人

はいませ
んか。こ

れは，そ
んな人の

ための記
事です。

福音を伝
えるとは

， 

宣教師に
会ってみ

ないかと
友達を誘

うことだ
けではあ

りません
。それは

す

ばらしい
ことです

が，「人々
にキリス

トのもと
へ来るよ

う勧める
」ために

あなたに
できる

ことは（『
わたしの

福音を宣
の
べ伝えな

さい―
伝道活動

のガイド
』1），他

にもたく
さん

あります
。そして

，それは
あなたが

考えるほ
ど難しい

ことでは
ありませ

ん。サッ
カーに

例えると
理解しや

すいかも
しれませ

ん。

うまい選
手は，試

合が有利
に進むよ

うに味方
のチーム

メートに
ボールを

パスしま
す。

その方法
とタイミン

グを心得
ているの

です。福
音につい

て学ばな
いかと人

を誘うの
は，

ボールの
パスと似

ています
。違うの

は，ゴー
ルを決め

る機会を
提供する

代わりに
キリスト

のもとに
来る機会

を提供す
ることだ

けです。

この記事
では，取

りかかる
ためのヒ

ントを幾
つか挙げ

ます。霊
感を求め

て祈り創
造

力を発揮
して，こ

れから挙
げるヒン

トを皆さ
んの友達

の関心事
や状況に

合わせて
活用

してくだ
さい。そ

して，友
達を助け

ましょう
。

イ
ラ
ス
ト
／
ス
ー
ジ
ー
・
ガ
ー
ハ
ー
ト
。
フ
ォ
ト
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
／
ダ
ス
ト
ン
・
ト
ッ
ド

誘い，  
フォロー

アップ 

する

日々の会話
の中で

福音
を伝
えま
しょ
う。

ここで紹介する11の
簡単な

方法
を使
って
， 
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誘い，フォローアップする

「主を信頼し，信仰をもって，とも
に協力し，一人を見つけ，勧め，
フォローアップに努めるときに，
主はほほえんでくださり，何千何
万という神の子供たちが末日聖
徒イエス・キリスト教会に目的と
平安を見いだすようになることを
証します。」
十二使徒定員会 
M・ラッセル・バラード長老 
「フォローアップ」 
『リアホナ』 2014 年 5月号，81

モルモン書について話す
ワードの今年の目標が年末まで
にモルモン書を読むことだとしま
す。皆さんは聖典を学校に持って
行きます。友達の一人がモルモン
書に目を留めてこの本は何かと 
聞いてきたら，モルモン書は何か 
説明し，モルモン書の証

あかし

を伝えて 
ください。
この記事にあるケネスの話を 
後で読み，モルモン書を持っている
人を学校で見てケネスがどうしたか
を確認してください。

教会のダンスに誘う
一番の友達が今度の金曜日に
一緒に出掛けないかと誘ってくれた
のに，その日の夜は教会のダンスが
あったとします。ただ誘いを断るの
ではなく，その友達をダンスに誘い
ましょう。

ミューチャルに誘う
スポーツに没頭している友達がい
たとします。その場合，今週の
ミューチャルがスポーツナイトだと 
いう話を聞いたら，それは，その友
達を誘って一緒に参加するチャンス
です。

友人を教会に誘う
日曜日にレッスンの一部を教える
ように頼まれているとします。週末
どうするのかと友達に聞かれたら，
日曜日の予定を隠すのではなく，教
会でレッスンの一部を教えることに
なっていると説明します。友達が
興味を持ったら教会に誘い，自分
がレッスンするところを見てもらい
ましょう。

Mormon.org を見せる
友達があなたの信仰に非常に興味
を持っているとします。Mormon.org
を見せて，友達が疑問を解消できる
ようにしましょう。

『リアホナ』の記事を見せる
『リアホナ』の最新号を読んでい
て，友達の一人と交わした会話を思
い出したとします。その『リアホナ』
（またはオンラインのリンク）をその
友達に見せて，記事を読むよう勧め
てください。

一緒に総大会を見ないかと誘う
学校に行く途中，歩きながら
MP3プレーヤーで総大会の話を聞
いていたところ，何を聞いているの
かと，友達から聞かれたとします。
神の生ける預言者の言葉を聞いてい
る，と正直に答えると，「それ，どう
いう意味」と聞かれます。あなたは
現代の預言者や使徒について説明
したうえで，4月にその指導者たち
が話すので，一緒に聞かないかと誘
います。
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新しい学校に初めて行った日，わたしは他の人と

違った女の子がいることに気づきました。彼女

は家庭環境が悪く，いつも他の生徒たちにからかわれ

ていました。ロッカーが隣だったので，彼女の事情は

すぐに分かりました。いい子でしたが，悪態をつく癖

がありました。

わたしは彼女に，わたしの信じていることと， 『若人

の強さのために』 で教えられている標準について説

明しました。彼女は非常に興味を持ちました。わたし

は彼女をミューチャルに誘い，何度か一緒に出席しま

した。すると彼女は，悪態をつく癖を克服しようと

一生懸命に努力するようになりました。

結局わたしは彼女に，『若人の強さのために』と 

『真理を守る』 を1部ずつ渡しました。 翌日学校で，

この 2冊から新しいことをたくさん学んだと彼女に

言われました。その晩彼女をミューチャルに誘い，終

了後後片付けをしていると，「わたし，バプテスマを受

けられるかしら」と彼女が言うのです。

わたしはびっくりしてしまいました。わたしは人を教

会に導いたことなどありませんでした。わたしは，しば

し立ち尽くしました。口も利けなかったのです。でも，

やっとのことで彼女の手を引いて，若い男性会長会の

ところまで連れて行きました。宣教師と連絡を取れる

よう会長会の人が助けてくれたので，彼女はバプテス

マの準備を始めることができるようになりました。

この友達がバプテスマの決意を固めたとき，わたし

はとても大きな喜びを感じました。彼女が改心の道

を歩めるよう助けになれたことを思うと，とても良い

気持ちを感じます。わたしは同じ道をその他の人た

ちにも歩んでもらうためにどうしたらよいか，直ちに

考えるようになりました。
ハンナ・クリステンセン（合衆国，アイダホ州）

「成長するわたし」や「神への務め」を達成する助けを 
友達に頼む

大きなプロジェクトを計画していて，誰かの助けがないとで
きないことが分かったとします。そんなとき，会員でない友達
に頼むことにしてください。奉仕する理由を説明する機会に
なるかもしれませんし，一緒に楽しく奉仕することができるか
もしれません。

携帯メールで聖句を送る
朝の聖文研究で，最近試練に遭っている友達にとって本当
に役に立つ聖句に出会ったとします。その友達に携帯メール
を送り，あなたがその友達のことを考えていて，その友達が
喜ぶような聖句を見つけたことを伝えましょう。

夕食に招く
今週，父親が得意のスパゲッティ料理をすることになってい
るとします。あなたの学校には，転校してきたばかりの生徒が
います。その生徒にまだあまり友達がいないことに気づいた
あなたは，家の夕食にその友達を招待することにします。月曜
日であれば，食事の後の家庭の夕べに誘うこともできます。

『若人の強さのために』をあげる
なぜ，一定の標準に従った生活をしているのかと聞かれた
ら，『若人の強さのために』を渡して，標準に従ったおかげで
幸せを感じていることを話します。
この記事にあるハンナの話を読んで，この冊子をどのように
して友達に渡したかを確認してください。

改心の道への小さな一歩
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エイプリルはどこか違いました。

どこが違うと具体的に言うこと

はできないのですが，それが何であ

れ，彼女は良い意味で違っていたので

す。やがてぼくは，彼女が末日聖徒だ

ということを知りました。

ある日，昼食時にテーブルの空いて

いる席に腰かけました。人はいな

かったのですが，本が何冊か積み重ね

てあり，一番上の本はモルモン書でし

た。ぼくは手を伸ばしてモルモン書

を手に取りました。

「君の本を見ているんだけど」と，

数分後に昼食のトレイを持って戻って

来たエイプリルに言いました。彼女は

「いいわよ」と言いましたが，驚いた

様子でした。

2，3ページ読むと，その先が読みた

くてたまらなくなりました。ぼくは神は

信じていましたが，自分はどちらかとい

うと科学を信じる人間だとも考えていま

した。ところが，モルモン書に書かれて

いることは真実ではないかと感じたの

です。ここに書かれているのは本当に

起こったことではないかと思いました。

そして，もしこれが本当だったとしたら，

どうなるのだろうか，そう考えるといて

もたってもいられなくなりました。

昼休みが終わると，その本をエイプリ

ルに返し，次の授業に行きました。モル

モン書で読んだことに対する熱い気持ち

は冷めませんでしたが，エイプリルにそ

のことを話す勇気はありませんでした。

2，3週間後，自習時間にエイプリ

ルの方から，真剣な表情で話しかけて

きました。「あなたは本当に，わたし

の信じている宗教に興味があるの」と

ぼくに聞くので，そうだ，と正直に答え

ました。すると，「今度の金曜日，教会

について知りたい人たちのための特別

な集会があるの。あなたなら行きた

いって言うかと思って」と言います。

ぼくは行きたいと言いました。その

集会では，教会の幾つかの基本的な教

義について，伝道部会長が説明してく

れました。話されること全てについて，

そのとおりだとぼくは思いました。間

もなく，ぼくは宣教師から福音を学ぶ

ようになりました。すぐに改心したわ

けではありませんが，断食して祈ってか

ら，証
あかし

を得てバプテスマを受けました。

この回復された真理を知らなかっ

たとしたら，ぼくの人生は大きく違っ

ていたことでしょう。人生が変わって

よかったと思います。
ケネス・ハースト 
（アメリカ合衆国，アラバマ州）

忘れずにフォローアップする
誘ったら，次のステップは，フォローアップ，つまり後で確
認し励ますことです。サッカーでは，優秀な選手の仕事は
ボールをパスしたら終わりではありません。動き続けて，
どんな事態にも対応できるようにしなければなりません。
フォローアップするとは，あなたが送った聖句を読んで
クラスメートがどう感じたか尋ねたり，一緒に教会に行っ
た友達がどう感じたか尋ねたりすることです。
後で確認し励ましてもらったおかげで一人の若者の人生
が変わった例については，ケネスの話を参照してください。
自分の信じていることを学ぶよう友達を誘った後で確
認し励ますとは，その友達の幸せを心に掛けていること
の表れです。友達は，あなたが自分のことを心から助け
ようとしていることを感じ取り，その後はさらに，あなた
に質問しやすくなるでしょう。■

わたしが信じている宗教について知りたいの？
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教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

デビッド・ディクソン
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

新
あたら

しい主
しゅ

の教
おし

え「皆
みな

，共
とも

に愛
あい

し合
あ

え」 
（「共

とも

に愛
あい

し合
あ

え」『賛
さん

美
び

歌
か

』192）

チャイムが鳴
な

ったとき，ルイサは算
さん

数
すう

の本
ほん

をとじました。この1時
じ

間
かん

，全
ぜん

然
ぜん

問
もん

題
だい

に集
しゅう

中
ちゅう

できませんでした。
他
ほか

の生
せい

徒
と

はみんないっせいに外
そと

にかけ
出
だ

しました。それが金
きん

曜
よう

日
び

の最
さい

後
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

だったのです。ルイサも普
ふ

通
つう

だった
ら，1週

しゅう

間
かん

が終
お

わってわくわくする
のですが，今

きょう

日はそういう気
き

持
も

ちにな
れず，心

しん

配
ぱい

でたまりませんでした。昼
ひる

休
やす

み
のことでした。親

しん

友
ゆう

のカーロッタが，「ひみ
つを守

まも

れる？」と聞
き

いてきたのです。
そのとき，ルイサは顔

かお

を近
ちか

づけると，大
おお

きくうなずきました。ルイサは，ひみつを
守
まも

るのは得
とく

意
い

でした。きっとカーロッタは
自
じ

分
ぶん

が夢
む

中
ちゅう

になっているかっこいい男
おとこ

の
子
こ

のことを話
はな

してくれるのだろうとルイサ
は思

おも

っていました。
でも，カーロッタのひみつは全

ぜん

然
ぜん

楽
たの

しい話
はなし

ではありませんでした。
ルイサが考

かんが

えこんでいる
と，声

こえ

が聞
き

こえてきました。
ルイサはまばたきして，つく
えから目

め

を上
あ

げました。
「宿

しゅく

題
だい

について何
なに

か質
しつ

問
もん

が
あるの？ルイサ。」先

せん

生
せい

が聞
き

ひみつ

イ
ラ
ス
ト
／
ブ
ラ
ッ
ド
・
テ
ア
ー

これは，ルイサが 
話
はな

してはいけない 
ひみつだったのでしょうか。
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こ
ど
も

いてきました。他
ほか

の生
せい

徒
と

たちはみん
な，教

きょう

室
しつ

から出
で

て行
い

った後
あと

でした。
「いいえ」とルイサは答

こた

えました。先
せん

生
せい

と目
め

が合
あ

いました。絶
ぜっ

対
たい

にだれか
に話
はな

さなくてはいけないと思
おも

いました。
でも，カーロッタからは「だれにも言

い

わ
ないと約

やく

束
そく

して」と言
い

われたのです。
ルイサはあわてて，「バスに乗

の

りおく
れちゃう！」と言

い

ってコートを着
き

ると，
冷
つめ

たい冬
ふゆ

の空
くう

気
き

の中
なか

に急
いそ

いで出
で

て行
い

きました。
帰
かえ

りのバスに乗
の

っている間
あいだ

中
じゅう

，ルイ
サは心

こころ

が落
お

ち着
つ

かず，いてもたっても
いられない気

き

持
も

ちでした。むねがしめ
つけられて，息

いき

をするのがむずかしい
ほどでした。
ルイサはカーロッタのひみつのこと
ばかり考

かんが

えてしまいました。昼
ひる

休
やす

み
に，カーロッタはとてもあぶないことを
していることを打

う

ち明
あ

けてくれたので
す。ルイサは今

いま

でも，そのとき聞
き

いた
ことが信

しん

じられませんでした。親
しん

友
ゆう

の
ことは何

なん

でも知
し

っていると思
おも

ったの
に，そうではありませんでした。カー
ロッタがそんなにこわいことをしている
なんて，想

そう

像
ぞう

もできませんでした。昼
ひる

休
やす

みが終
お

わって，ルイサはカーロッタに
たのまれて，絶

ぜっ

対
たい

にだれにも言
い

わない

と約
やく

束
そく

しました。
でも，もしカーロッタがあぶない目

め

に
あったらどうすればよいのでしょう。
ルイサは，バスで自

じ

分
ぶん

の周
まわ

りにすわっ
ている人

ひと

たちの笑
わら

い声
ごえ

や話
はな

し声
ごえ

を聞
き

かないようにして，目
め

をとじて心
こころ

の中
なか

で
いのりました
「どうか，天

てん

のお父
とう

様
さま

，どうしたらよい
か教
おし

えてください。友
とも

達
だち

をおこらせたく
はありません。でも，友

とも

達
だち

にあぶない
目
め

にあってほしくないのです。イエス・
キリストのみなにより，アーメン。」
家
いえ

まで歩
ある

いて帰
かえ

る道
みち

が，いつもより長
なが

く感
かん

じられました。ルイサが家
いえ

に帰
かえ

った
ら，いつもと様

よう

子
す

がちがうことにお母
かあ

さ
んが気

き

づいてしまわないでしょうか。お
母
かあ

さんから何
なん

と言
い

われるでしょうか。
地
じ

面
めん

に積
つ

もった雪
ゆき

を見
み

ながら，ルイ
サは先

せん

週
しゅう

公
こう

園
えん

で，カーロッタや他
ほか

の友
とも

達
だち

と雪
ゆき

合
がっ

戦
せん

をしたことを思
おも

い出
だ

しまし
た。すごく楽

たの

しかったのです。カーロッ
タと二

ふたり

人でする，大
だい

好
す

きなことについて
も考
かんが

えました。二
ふたり

人でぶらぶらしたり，
ハイキングに行

い

ったり，宿
しゅく

題
だい

をしたり，
スポーツをしたりするのが大

だい

好
す

きです。
もしひみつをばらして，カーロッタから
絶
ぜっ

交
こう

されたらどうしたらよいのでしょう。
そう考

かんが

えると，もっと胃
い

がきりきりして

「友
とも

は親
しん

切
せつ

で，  愛
あい

を示
しめ

し，   
耳
みみ

を傾
かたむ

け，  手
て

を差
さ

し伸
の

べ
ます。」
トーマス・S・モンソン大

だい

管
かん

長
ちょう

 
「救

きゅう

助
じょ

に向
む

かう」 
『リアホナ』2001年

ねん

7月
がつ

号
ごう

，59

きました。
そのとき，別

べつ

の考
かんが

えがうかびました。
今
いま

一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

なのは，カーロッタがルイ
サのことをどう思

おも

うかではなく，カー
ロッタにとって一

いち

番
ばん

良
よ

いのは何
なに

かとい
うことでした。カーロッタには，本

ほん

当
とう

の友
とも

達
だち

，安
あん

全
ぜん

でいられるように助
たす

けて
くれる友

とも

達
だち

が必
ひつ

要
よう

です。イエス様
さま

はた
とえ人

ひと

からきらわれても，他
ほか

の人
ひと

のた
めに一

いち

番
ばん

良
よ

いことをされたことを，ルイ
サは知

し

っていました。
ルイサは，どうするべきか分

わ

かりま 
した。お母

かあ

さんに話
はな

した方
ほう

がいいと思
おも

いました。カーロッタにも電
でん

話
わ

して，ど
んなに心

しん

配
ぱい

しているかや，大
おとな

人の人
ひと

に
助
たす

けてもらった方
ほう

がいいことを伝
つた

えよう
と思
おも

いました。もしかしたら，カーロッ
タもお母

かあ

さんに話
はな

すかもしれません。
玄
げん

関
かん

に向
む

かって歩
ある

いて行
い

くにつれて，
ルイサの心

こころ

は軽
かる

くなっていきました。
「お母

かあ

さん？」  家
いえ

に入
はい

り，よびかけま
した。「話

はな

してもいい？」
カーロッタはおこるかもしれないけ
れど，ルイサはそれが正

ただ

しいことだと
知
し

っていました。本
ほん

当
とう

の友
とも

達
だち

ならそう
するだろうと知

し

っていたのです。
大
たい

切
せつ

だからこそ，だまってはおけな
いひみつもあるのです。■

を話
は な

す
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だれに話
はな

せばよいのでしょうか。

お父
とう

さんやお母
かあ

さん，おじいさんやおばあさん，ほご者
しゃ

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

やスクールカウンセラー
教
きょう

会
かい

の教
きょう

師
し

や指
し

導
どう

者
しゃ

お兄
にい

さんやお姉
ねえ

さん
お医

い

者
しゃ

さん
大
おとな

人の人
ひと

に話
はな

せるように助
たす

けてくれる友
とも

達
だち

ひみつをかかえて一
ひとり

人ぼっちだと感
かん

じる必
ひつ

要
よう

はありません。大
おとな

人の人
ひと

は，
あなたがどうすればよいか分

わ

かるように助
たす

けてくれます。必
ひつ

要
よう

な助
たす

けが得
え

られるまで，いろいろな人
ひと

に話
はな

してください。
勇
ゆう

気
き

を出
だ

してください！あなたは強
つよ

い人
ひと

です。きちんと声
こえ

に出
だ

して話
はな

す
ことで，あなたも周

まわ

りの人
ひと

も安
あん

全
ぜん

でいられます。■

いつ
話
は な

すべき 
ですか

もしもだれかが̶

あぶないゲームをしていたら
自
じ

分
ぶん

の物
もの

でない薬
くすり

を飲
の

んでいたら
変
へん

な物
もの

を食
た

べたり，飲
の

んだり，かいでいたりしたら
自
じ

分
ぶん

の体
からだ

をきずつけていたら
大
おとな

人の人
ひと

に知
し

られるといけないことをしていたら

もしもだれかが̶

上
うえ

に書
か

かれているようなことをあなたにさせようとしたら
服
ふく

を着
き

ていない人
ひと

の写
しゃ

真
しん

をあなたに見
み

せてきたら
その人

ひと

の体
からだ

を見
み

たりさわったりするように言
い

ってきたり，あなたの体
からだ

を見
み

たりさわったりさせてほしいと言
い

ってきたり
したら

いやな気
き

持
も

ちがすることを聞
き

かされて，それをひみつにしておいてほしいと言
い

われたら
あなたや他

ほか

の人
ひと

が，直
ちょく

接
せつ

，またはメールやインターネットで，いじめられたり，ひどいことを言
い

われたりしたら

もしも̶

きけんだと感
かん

じたり，いやな
気
き

持
も

ちがしたりしたら
何
なに

か間
ま

ちがっていると思
おも

えた
り，そのままにしておいては
いけないという気

き

持
も

ちを感
かん

じたりしたら

せいれいに耳
みみ

をかたむけて，
自
じ

分
ぶん

の感
かん

じた気
き

持
も

ちを信
しん

頼
らい

して
ください。

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ジャン・ピンボロー

イ
ラ
ス
ト
／
ブ
ラ
ッ
ド
・
テ
ア
ー
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こ
ど
も

「総
そう

大
たい

会
かい

― 
信
しん

仰
こう

と証
あかし

を強
つよ

める」 
『リアホナ』 
2013 年

ねん

11 月
がつ

号，6－8 から

特
とく

別
べつ

な 証
しょう

人
にん

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

ロバート・D・ 
ヘイルズ長

ちょう

老
ろ う

そう大
たい

会
かい

の 
メッセージを通

とお

して 
天
てん

のおん父
ちち

の声
こえ

を 
聞
き

きたいと心
こころ

から願
ねが

うなら， 
おん父

ちち

がみなさんを 
助
たす

けるために 
語
かた

ってくださったということが 
分
わ

かるでしょう。

みなさんが 
耳
みみ

をかたむけるなら， 
みたまを感

かん

じることを 
約
やく

束
そく

します。

そう大
たい

会
かい

を通
とお

して， 
わたしたちの信

しん

仰
こう

は 
さらに強

つよ

められ， 
あかしはさらに深

ふか

まります。

わたしたちはなぜそう大
た い

会
か い

を

聞
き

く必
ひ つ

要
よ う

があるのでしょうか。

わたしたちに向
む

けて 
語
かた

られた主
しゅ

の言
こと

葉
ば

を 
聞
き

くことができます。

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

の会
かい

員
いん

は， 
イエス・キリストの 
特
とく

別
べつ

な証
しょう

人
にん

です。

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ボ
ズ
リ
ー
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イエス・キリストは，  わたしたちが　し
たがえるように　かんぜんな　もは

んを　しめされました。 この　かつどうを　
通
とお

して，  イエスについて　もっと　学
まな

び，  
ふっかつさいの　じゅんびを　することが　
できます。 ふっかつさいの　前

まえ

の　日
にち

曜
よう

日
び

に，  1番
ばん

から　はじめましょう。 毎
まい

日
にち

，  イ
エスについて　読

よ

んで，  しつもんに　答
こた

えま
しょう。 そして，  かんけいのある　絵

え

を　
切
き

りとって，  ひょうに　はります。

ふっかつさいの

3. イエスが　ゲツセマネの　そので　
あがないの　わざを　はじめられ
たとき，それは　とても　むずかし
いことでしたが，  天

てん

の　お父
とう

さま
が　のぞんでおられることを　さ
れました。 イエスは　いのられま
した。「わたしの　思

おも

いではなく，  
みこころが　なるように　してくだ
さい。」（ルカ22：42）   教

きょう

会
かい

や　
学
がっ

校
こう

や　家
いえ

で　もっと　じゅうじゅ
んに　なるために，  どんなことが　
できますか。

2. さいごの　ばんさんの　間
あいだ

，  イエスは　
でしたちに　せいさんを　とるように　
お教

おし

えに　なりました。 イエスは　言
い

われました。「わたしを　きねんする
ため，  このように　行

おこな

いなさい。」（ルカ
22：19）  せいさんの　間

あいだ

，  もっと　
けいけんに　なるために，  どんなことが　
できるでしょうか。一

ひと

つ　考
かんが

えてくだ
さい。

1. イエスは　でしたちの　足
あし

を　
あらい，  つぎのように　なぐさ
めの　ことばを　おかけになり
ました。「あなたがたは　心

こころ

を　
さわがせるな，  また　おじける
な。」（ヨハネ14：27）  今

き ょ う

日，  
友
とも

だちに　つかえ，  友
とも

だちを　
なぐさめるために，  どんなこと
が　できますか。

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ム
・
マ
ド
セ
ン
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4. イエスが　じゅうじかに　おかかりになり，  
人
ひと

人
びと

に　くるしめられているとき，  イエス
は　こう　言

い

われました。「父
ちち

よ，かれら
を　おゆるしください。 かれらは　何

なに

を　
しているのか，  わからずにいるのです。」
（ルカ23：34）なぜ　人

ひと

を　ゆるすこと
が　大

たい

切
せつ

なのでしょうか。

7. イエスは，なくなられた後
あと

，よみがえられました。 
だから，  わたしたちは　ふっかつさいを　おいわ
いします。 キリストは　ふっかつされた後

あと

，でし
たちに　すがたを　あらわされて，  こう　言

い

われ
ました。「しんじないものに　ならないで，  しん
じるものに　なりなさい。」（ヨハネ20：27）
ふっかつさいは　なぜ　大

たい

切
せつ

ですか。

6. イエスは　おなくなりになる前
まえ

に，  天
てん

の　
お父

とう

さまに　こう　いのられました。
「父

ちち

よ，わたしの　れいを　みてに　ゆ
だねます。」（ルカ23：46）  あなたは　
自
じ

分
ぶん

の　いのりを　もっと　とくべつな　
ものに　するために　どんなことが　で
きますか。

5. イエスは　ご自
じ

分
ぶん

が　なくなられた後
あと

，  お
母
かあ

さんのことを　かならず　せわしてくれ
るように　人

ひと

人
びと

に　おつたえに　なりまし
た。 イエスは　ヨハネに　言

い

われました。
「ごらんなさい。これは　あなたの　母

はは

 
です。」（ヨハネ19：27）  あなたは，お父

とう

さ
んや　お母

かあ

さん，また　あなたの　めんど
うを　見

み

てくれる人
ひと

を　たすけるために　
今
きょう

日　どんなことが　できますか。

じゅんびを  する
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リチャード・M・ロムニーによる 
インタビューをもとに書

か

かれました
教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

わたしの名
な

前
まえ

はマグノリアです。ス
ペイン語

ご

を話
はな

すワードに行
い

ってい
ます。ある日

ひ

，マイアが初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラ
スに来

き

ました。マイアは，英
えい

語
ご

だけ話
はな

し
ます。わたしは，マイアがかんげいされ
ていると感

かん

じられるように，助
たす

けようと
思
おも

いました。通
つう

訳
やく

になろうと思
おも

ったので
す。

す  ぐ  に

手
て

をかしてください！
人
ひと

々
びと

を助
たす

けることによって，  どの
ように愛

あい

をしめしますか。 紙
かみ

の上
うえ

に手
て

を乗
の

せて，  形
かたち

をなぞり，  切
き

り
取
と

った紙
かみ

にあなたのしたことを書
か

き，  写
しゃ

真
しん

と，  お父
とう

さんかお母
かあ

さん
のきょかの手

て

紙
がみ

と一
いっ

緒
しょ

に送
おく

って 
ください。 liahona.lds.org から
送
おく

るか， liahona@ldschurch.org
に電
でん

子
し

メールを送
おく

ってください。

たくさんの共
きょう

通
つう

点
てん

二
ふたり
人とも，  バプテスマとかくに

んを受
う
けたばかりです。 二

ふたり
人

とも，  音
おん
楽
がく
，  特

とく
に賛

さん
美
び
歌
か
と初

しょ

等
とう
協
きょう
会
かい
の歌

うた
が好

す
きです。 二

ふたり
人

とも，  家
か
庭
てい
の夕

ゆう
べが好

す
きです。 

二
ふたり
人とも，『リアホナ』にのって

いる物
もの
語
がたり
を読

よ
むのが好

す
きです。

ついていく
マイアのために通

つう
訳
やく
しているとき，  最

さい
初
しょ
は，  つい

ていくのが大
たい
変
へん
でした。 すると，  先

せん
生
せい
がもっとゆっ

くり話
はな
してくれたので，  少

すこ
し時

じ
間
かん
によゆうができ

ました。 わたしたちはみんな，  マイアを助
たす
けてあ

げられて，  良
よ
い気

き
持
も
ちを感

かん
じました。

「通
つう

訳
やく

」は，   
だれかが話

はな

している言
こと

葉
ば

を，   
外
がい

国
こく

語
ご

に変
か

えて，   
伝
つた

える人
ひと

のことです。

マグノリア
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どのように助
たす

けることができるか
マイアとマグノリアから学

まな

べるヒント
もしもだれかが―

•  教
きょう

会
かい

や学
がっ

校
こう

に初
はじ

めて来
き

たら，  かんげいされていると感
かん

じられるように助
たす

ける。
•  あまり教

きょう

会
かい

に来
き

ていなかったら，  一
いっ

緒
しょ

に行
い

こうとさそう。
•  いじめられていたら，  味

み

方
かた

になってあげる。 先
せん

生
せい

に話
はな

す。
•  さびしそうにしていたら，  一

いっ

緒
しょ

に遊
あそ

ぼうとさそう。
•  友

とも

達
だち

を必
ひつ

要
よう

としていたら，  友
とも

達
だち

になってほしいと伝
つた

える。 お父
とう

さんやお母
かあ

さんの
きょかをもらってから，  家

いえ

にしょうたいして，  一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

ぶ。

2か国
こく

語
ご

以
い

上
じょう

を話
はな

せる場
ば

合
あい

は，  通
つう

訳
やく

をしてあげる。

イエスがされたことを行
おこな

う
マグノリアがわたしを助

たす
けてくれた

ように，  だれでも，  人
ひと
を助

たす
けること

ができます。 いのってください。天
てん

のお父
とう
様
さま
は，  だれを助

たす
ければよいか

分
わ
かるようにあなたを助

たす
けてくださ

います。 「もし主
しゅ
がそばにいたら」

の歌
うた
とにています（『フレンド』，1993

年
ねん
10月

がつ
号
ごう
，14）。 わたしたちは，  イエ

スが望
のぞ
んでおられることを行

おこな
えるよう

に努
ど
力
りょく
できます。■

良
よ

い友
とも

達
だち

初
しょ
等
とう
協
きょう
会
かい
の後

あと
，  わたしはマグノリ

アに，  友
とも
達
だち
になってもらえないか

とたずねました。 彼
かの
女
じょ
は ｢いいわ

よ ｣と言
い
いました。 そのときから，  

マグノリアはわたしの友
とも
達
だち
になり，  

そして，  通
つう
訳
やく
者
しゃ
になってくれました。

他
ほか
の人

ひと
とも友

とも
達
だち
になれるように助

たす
け

てくれました。

ささやいて助
たす

ける
わたしの名

な
前
まえ
はマイアです。 わたしの両

りょう
親
しん
は

スペイン語
ご
を話

はな
します。 だから，  わたしたち

はスペイン語
ご
を話

はな
すワードに行

い
きました。 わ

たしは，  みんなが話
はな
していることが分

わ
かりま

せんでした。 マグノリアは，わたしがこまって
いるのを見

み
て，  わたしのとなりに来

き
てくれて，  

わたしの耳
みみ
元
もと
で英

えい
語
ご
をささやいてくれました。

マ イ ア

理
り

  解
か い

  す  る
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ジーン・ビンガム 

ある日
ひ

イエスは，大
たい

変
へん

なことが起
お

こる
ときにも強

つよ

くたくましく生
い

きる方
ほう

法
ほう

を人
ひと

々
びと

に教
おし

えたいと思
おも

われました。イエス
は，大

おお

あらしとかしこい人
ひと

とおろか者
もの

の物
もの

語
がたり

をお話
はな

しになりました。あらしが来
き

たとき，か
しこい人

ひと

の家
いえ

はたおれませんでした。岩
いわ

の上
うえ

に建
た

てられていたからです。でも，おろか者
もの

の家
いえ

は，すなの上
うえ

に建
た

てられていたので，たおれてし
まいました。
イエスは，ご自

じ

分
ぶん

を信
しん

じる信
しん

仰
こう

を持
も

つことや，ご自
じ

分
ぶん

の教
おし

えにしたがうことがどれほど大
たい

切
せつ

かをお教
おし

えに
なりました。強

つよ

い信
しん

仰
こう

をきずくとき，どんなに大
たい

変
へん

なこと
が起

お

こっても，それにたえることができる強
つよ

さを得
え

ること
ができます。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。

かしこい人
ひ と

と 
おろか者

も の

聖
せい
文
ぶん
の 時

じ
間
かん

今
こ

年
とし

，新
しん

約
やく

聖
せい

書
しょ

について一
いっ

緒
しょ

に学
まな

びましょう！

たとえとは何
なん

ですか。
たとえは，  特

とく

別
べつ

なお話
はなし

です。 あらしや
真
しん

珠
じゅ

などのように，  人
ひと

々
びと

がよく知
し

って
いる，  分

わ

かりやすいものについてのお
話
はなし

です。 イエスは，  人
ひと

々
びと

が霊
れい

的
てき

な真
しん

理
り

をよく理
り

解
かい

できるように，  たとえを話
はな

されました。 マタイ13章
しょう

44－46
節
せつ

に，  一
ひと

つのたとえがあります。 その
たとえは，  福

ふく

音
いん

がどれほどとうといか
について，  どんなことを教

おし

えている 
でしょうか。 他

ほか

のたとえを見
み

つけられ
ますか。
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イ
ラ
ス
ト
／
デ
ィ
リ
ー
ン
・
マ
ー
シ
ュ

聖
せい

文
ぶん

のヒント
モルモン書

しょ

を読
よ

むと，  もっとよく新
しん

約
やく

聖
せい

書
しょ

を理
り

解
かい

することができます。 ヒラマン5：12を読
よ

み
ます。 このせいくを読

よ

んで岩
いわ

の意
い

味
み

について，  
どんなことが分

わ

かりましたか。『聖
せい

文
ぶん

ガイド』の
「岩

いわ

」のところを調
しら

べて，  その意
い

味
み

がもっとよく
理
り

解
かい

できるようなせいくを見
み

つけてみましょう。

家
か

族
ぞく

の話
はな

し合
あ

い
マタイ7：24－29を一

いっ

緒
しょ

に読
よ

みましょう。 物
もの

語
がたり

の絵
え

をかいてもよいでしょう。 その後
ご

，  
次
つぎ

の質
しつ

問
もん

について話
はな

し合
あ

ってもよいでしょう。 わたしたちの人
じん

生
せい

の中
なか

で起
お

こる，  雨
あめ

や風
かぜ

に
例
たと

えられるものには，  どのようなものがあるでしょうか。 人
ひと

々
びと

に人
にん

気
き

があるものに合
あ

わせ
て選

えら

ぶことは，  砂
すな

の上
うえ

に家
いえ

を建
た

てることとどのように似
に

ているでしょうか。 イエスの教
おし

え
はどのようにわたしたちを守

まも

り，  岩
いわ

の上
うえ

に建
た

てられた家
いえ

のように強
つよ

くしてくれるでしょう
か。 イエス・キリストを信

しん

じる信
しん

仰
こう

をきずく方
ほう

法
ほう

について話
はな

し合
あ

ってください。

歌
うた

― 「かしこい人
ひと

とおろか者
もの

」（『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』132）

せいく―マタイ7：24－29

岩
いわ

の作
さく

品
ひん

表
ひょう

面
めん

のなめらかな岩
いわ

を選
えら

びます。
マジックや絵

え

の具
ぐ

で，  岩
いわ

に「イエス・キリスト」と書
か

きます。
イエス・キリストの教

おし

えにしたがって生
せい

活
かつ

することが
なぜそれほど大

たい

切
せつ

かについて話
はな

し合
あ

います。
よく目

め

にする場
ば

所
しょ

に置
お

いておきましょう。

岩
いわ

か，すなか。
このページの下

した

に書
か

かれている活
かつ

動
どう

を，1まいの紙
かみ

に一
ひと

つ書
か

きます。一
ひとり

人ずつ順
じゅん

番
ばん

に紙
かみ

を1まい取
と

り，そこに書
か

かれていることを読
よ

み，話
はな

し合
あ

います。そこに書
か

か
れていることを行

おこな

うのは，岩
いわ

の上
うえ

に家
いえ

を建
た

てるのににていますか。それともすなの上
うえ

に家
いえ

を建
た

てるのににていますか。またそれはなぜですか。預
よ

言
げん

者
しゃ

に聞
き

きした
がうことは，イエスの教

おし

えにしたがってかしこい選
えら

びをするために，どのように役
やく

立
だ

つでしょうか。

イエス・ 
キリスト

聖
せい

文
ぶん

を一
いっ

緒
しょ

に読
よ

む

きけんなことをやってみる

教
きょう

会
かい

に行
い

く

他
ほか

の人
ひと

の失
しっ

敗
ぱい

をせめる

宿
しゅく

題
だい

をする

他
ほか

の人
ひと

にそんけいをしめす

本
ほん

当
とう

のことを話
はな

す

だれかがいじめられているとき，  何
なに

も言
い

わずにだまっている

そう大
たい

会
かい

のお話
はなし

を聞
き

く

学
がっ

校
こう

のテストでカンニングをする 

新
あたら

しい人
ひと

を仲
なか

間
ま

に入
い

れてあげる 

悪
わる

い言
こと

葉
ば

を使う

きょうだいとゲームをする 

他
ほか

の人
ひと

と分
わ

かち合
あ

う

何
なん

時
じ

間
かん

もコンピューターゲームをする

人
ひと

の物
もの

を取
と

る

毎
まい

朝
あさ

毎
まい

晩
ばん

いのる

仲
なか

間
ま

外
はず

れにされている人
ひと

を仲
なか

間
ま

に入
い

れてあげる
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天
てん

の　お父
とう

さまは　わたしのことを　あいしておられます。
「うつくしい　ちょうちょを　見

み
る　目

め
を　くださった　 

聞
き
く　耳

みみ
も　心

こころ
も　かみさまが　くださった……　 

お父
とう
さまの　あいにより　つくられたと　わたしは　分

わ
かります」 

（『子
こ
供
ども
の歌

か
集
しゅう
』16－17）

色
いろ
を 　 ぬ り ま し ょ う  

イ
ラ
ス
ト
／
デ
ビ
ッ
ド
・
ヘ
ル
ト
ン



 2 0 1 5 年 3 月 号  77
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「心
こころ

の中
なか

に温
あたた

かいみたまがあふれる
……真

しん

実
じつ

の聖
せい

典
てん

がとても好
す

きです」
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』66）

小
ち い

さいとき，わたしたちきょうだい
は，夏

なつ

の間
あいだ

，外
そと

でねるのが好
す

き
でした。玄

げん

関
かん

前
まえ

のポーチにねぶくろ
を広

ひろ

げて，星
せい

座
ざ

を見
み

つけたり，コオロ
ギの鳴

な

き声
ごえ

を聞
き

いたりしながらねた
ものです。
あるばん，兄

あに

のラリーとわたしは
ポーチに出

で

て行
い

きました。わたした
ちは体

からだ

をのばして，星
ほし

を見
み

上
あ

げまし
た。ふだん，ラリーはあまり話

はな

さない
人
ひと

でしたが，そのばんはわたしに物
もの

語
がたり

を話
はな

して聞
き

かせたいと言
い

ってくれまし
た。モルモン書

しょ

の中
なか

の，リーハイと家
か

族
ぞく

がエルサレムを出
しゅっ

発
ぱつ

するところから
話
はな

して聞
き

かせてくれました。
前
まえ

にも，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

でモルモン書
しょ

の
物
もの

語
がたり

を聞
き

いたことがありましたが，ラ
リーが話

はな

してくれた物
もの

語
がたり

は，ちがって
いました。もっと本

ほん

当
とう

のことのように
感
かん

じました。星
ほし

を見
み

上
あ

げながら兄
あに

の
話
はなし

を聞
き

いていると，とても温
あたた

かく，幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じました。そのとき
は分

わ

かりませんでしたが，せいれいが
モルモン書

しょ

は真
しん

実
じつ

だと教
おし

えてくださる
のを感

かん

じていたのです。
数
すう

か月
げつ

後
ご

，家
いえ

でモルモン書
しょ

の物
もの

語
がたり

の絵
え

本
ほん

を見
み

つけました。読
よ

み始
はじ

めた
とき，ラリーが同

おな

じ物
もの

語
がたり

を話
はな

してくれ
たときに感

かん

じたのと同
おな

じように，温
あたた

か

星
ほ し

の下
し た

で読
よ

む
聖
せ い

  文
ぶ ん

中
ちゅう

央
おう

若
わか

い女
じょ

性
せい

会
かい

長
ちょう

ボニー・L・オスカーソン

い，おだやかな気
き

持
も

ちを感
かん

じました。
何
なん

年
ねん

もたって，自
じ

分
ぶん

にはあかしがあ
るのかどうかたしかめていたとき，何

なに

か大
おお

きくて，強
つよ

い答
こた

えを受
う

けたことが
ないことに少

すこ

しがっかりしていまし
た。それはあかしがないということな
のだろうかと思

おも

いました。そのとき，
兄
あに

がモルモン書
しょ

の物
もの

語
がたり

を話
はな

してくれ
たときに感

かん

じた気
き

持
も

ちを思
おも

い出
だ

し，
自
じ

分
ぶん

は教
きょう

会
かい

が真
しん

実
じつ

だと知
し

っていると
分
わ

かりました。
あかしは特

とく

別
べつ

なときに一
いち

度
ど

だけ得
え

られるわけではありません。普
ふ

通
つう

は，
数
かず

多
おお

くの，小
ちい

さな，静
しず

かなひとときに
おとずれ，せいれいがそれは真

しん

実
じつ

だ
とささやいてくださるのです。■

イ
ラ
ス
ト
／
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
H
・
ク
ラ
ー
ク
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ミッチェ・バルボサ
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「教
きょう

会
かい

に行
い

くとき， 
いつも幸

しあわ

せな気
き

持
も

ちになります」 
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』〔英
えい

語
ご

〕157）

マーラはみんなをえがおにする
のが大

だい

好
す

きでした。学
がっ

校
こう

では
手
て

を挙
あ

げて質
しつ

問
もん

して，先
せん

生
せい

をえがお
にしました。妹

いもうと

のマルセラにはやさし
い言
こと

葉
ば

をかけて，えがおにしました。
そうすると，マーラもえがおになり
ます。周

まわ

りの人
ひと

を幸
しあわ

せにすると，良
よ

土
ど

曜
よ う

日
び

はよくねて， 
日
に ち

曜
よ う

日
び

はえがおで

い気
き

持
も

ちがしました。でも，1週
しゅう

間
かん

に1度
ど

だけ，マーラがえがおになれ
ないときがあります。それは，日

にち

曜
よう

日
び

の朝
あさ

早
はや

くです。そのときは，マー
ラとマルセラがいつも一

いち

番
ばん

つかれて
いるときなのです。あわてて教

きょう

会
かい

に
行
い

くじゅんびをするので，余
よ

計
けい

に機
き

嫌
げん

が悪
わる

くなります。そのうえ，教
きょう

会
かい

までかなり長
なが

いこと歩
ある

かなければな
りません。教

きょう

会
かい

まで1.5キロ以
い

上
じょう

あ
るのです。マーラとマルセラはよくち
こくしました。初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の最
さい

初
しょ

の方
ほう

に出
で

られないことがよくありました。
「二

ふたり

人が時
じ

間
かん

どおりに来
こ

られない

小
ちい
さ な 　 み ん な の た め に
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も

イ
ラ
ス
ト
／
エ
リ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク

と，残
ざん

念
ねん

だわ。」ある日
にち

曜
よう

日
び

，リマ
しまいが言

い

いました。リマしまい
は，二

ふたり

人が通
かよ

うブラジルのワードの
初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

です。
マーラは，時

じ

間
かん

どおりに教
きょう

会
かい

に着
つ

か
ないといけないことは知

し

っていました。
でも，どうしたらそれができるのでしょ
う。マーラは良

よ

い考
かんが

えを思
おも

いつきまし
た。次

つぎ

の土
ど

曜
よう

日
び

の夜
よる

，マーラは新
あたら

し
いことをためしてみることにしました。
夕
ゆう

飯
はん

の後
あと

，ねる前
まえ

にお菓
か

子
し

をこっ
そり食

た

べたりせずに，マーラは歯
は

をみ
がきました。ほとんど毎

まい

日
にち

，お母
かあ

さん
は二

ふたり

人にテレビを消
け

してねるように言
い

わないといけませんでした。それで
も二

ふたり

人は夜
よる

おそくまでふとんの下
した

で
こそこそ遊

あそ

んだりひそひそ話
ばなし

をしたり
していました。あまりおそくまで起

お

き
ていて，目

め

を開
あ

けていられないほど
ねむくなってしまうこともありました。
ねむってしまわないように体

からだ

をゆらゆ
ら動
うご

かさなければなりませんでした。
でも，今

きょう

日の夜
よる

は，マーラはパ
ジャマを着

き

るとすぐにベッドにもぐ
りこみました。お母

かあ

さんから早
はや

く
ねるように言

い

われる必
ひつ

要
よう

もありま

せん。マーラはモルモン書
しょ

の初
はじ

め
にある絵

え

を見
み

始
はじ

めました。
「何

なに

しているの。」
マルセラが聞

き

きました。
「テストよ」とマーラ。マーラの頭

あたま

は楽
たの

しいことでいっぱいでした。そ
れに，もうねむくなってきていました。
気
き

がつくと，マーラの横
よこ

のまどか
ら太

たい

陽
よう

が顔
かお

を見
み

せていました。も
う教

きょう

会
かい

に行
い

くじゅんびを始
はじ

める時
じ

間
かん

でした。いつものいやな気
き

分
ぶん

は
なく，最

さい

高
こう

の気
き

分
ぶん

でした。頭
あたま

がくら
くらすることもありません。体

からだ

もつ

かれていません。
何
なん

人
にん

かの指
し

導
どう

者
しゃ

よりも前
まえ

に，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に着
つ

いてしまいました。
「他

ほか

のみんなの良
よ

いもはんになっ
てくれてありがとう」とリマしまい
から言

い

われました。
今
こん

度
ど

は，マーラがえがおになる番
ばん

でした。土
ど

曜
よう

日
び

はいつも早
はや

くねる
ようにしようと決

き

めました。そうす
れば，日

にち

曜
よう

日
び

に一
いち

日
にち

中
じゅう

えがおでい
ることができるからです。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。
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何年も前のことですが，〔他の〕教
会の学識ある聖職者がユタ州を

訪問しました。……彼は以前「モルモ
ン」の聖

せい

餐
さん

会に出席したことがあり，わ
たしたちの教会の，主の晩餐の聖餐の
執行方法について，批判的なことをかな
り口にしていました。特に，聖餐の場
で，ぶどう酒ではなく水を使用すること
については，否定的でした。彼は，人々
が水を飲む光景を目にしたときなどは，
身震いしたと言っています。そして，彼
はある事実を指摘しました。つまり，聖
書によれば，救い主がユダヤ人に聖餐
の儀式を教えられたとき，ぶどう酒をお
使いになり，それが主の血，つまり，主
の血の象徴であることを宣言されたと
いう事実を彼は指摘したのです。間違
いなく，それは事実です。さらに付け
加えれば，モルモン書の中にも，救い主
がニーファイ人の中に聖餐を定められた
とき，ぶどう酒をお使いになったという
記載があります。
わたしのこの……友人は，知ってか

知らずか，神の教会とこの地上に存在す
る他のあらゆる教会とを区別する重大
な相違点について的確な指摘をしたの
です。それは，他の教会が書物や慣習
や人の教えを土台にしている一方で，こ
の教会がキリストの岩の上に建てられ，
また，直接的な絶えざる啓示という原則

の上に建てられているということです。
末日聖徒は，たまたまそれが〔聖典〕に
印刷されていたからという理由で何か
を行うということはしません。また， 
神がユダヤ人に命じられたからという
理由で，何かを行うこともありません。
さらに，キリストがニーファイの民にある
ことを指示したからという理由でそれ
をすることもありませんし，逆にしない
で済ませておくということもありません。
この教会で〔公式に〕行われているこ
とは全て，今この時代に天から語る神が
この教会に行うようにとお命じになった
から行われているのです。……これが
キリストの教会の制度です。わたしたち
が主の晩餐の聖餐会でぶどう酒ではな
く，水を使っているというのなら，それは
キリストがそのように命じられたからな
のです。〔教義と聖約27：1－4 参照〕
神の啓示は人の環境や状況に適切に
合わせて与えられます。その結果，神の
業がその目的に向かって前進するのに応
じて，次々に変更が加えられます。この

岩の上に建てる
この教会を管理するのに十分に大きな， 
あるいは十分に詳しい書物などは 
存在しないのです。

ま  た  会  う  日  ま  で

教会を管理するのに十分に大きな，ある
いは十分に詳しい書物などは存在しな
いのです。
そうは言っても，わたしは書き出され
た神の言葉，つまり書物として印刷され
た神の言葉に対しても十分な敬意を
払っています。その中にはもう古くなり，
その目的を達してしまって，長い間棚の
上に置かれているものもあるかもしれま
せん〔例えば，動物の犠牲など。3ニー
ファイ9：19－20 参照〕。あるいは，今
でも力があって生命力に満ち，わたした
ちの現在の状態，つまりわたしたちの
進歩の段階に当てはまるものもありま
す。しかし，そういうものであっても，正
しく解釈する必要があります。神に代
わって語り，神の言葉を解き明かす神
の代弁者に反対して，書物に書かれて
いることを擁護してはならないのです
〔教義と聖約1：37－38 参照〕。そうす
ることは，生ける預言者よりも古い死ん
だ文書を尊重するということであり，ど
のようなときにも間違った考え方です。
2000 年前にユダヤ人やニーファイの
民に向かって主が言われたことでも，
あるいは 50 年 60 年前に末日聖徒に
言われたことでも，現代の啓示に合致
していなければ，あるいは，主が選ば
れ指名された僕

しもべ

たちや僕を通じて与え
られたその民に対する最も新しい主の
教えに一致していなければ，この時代
にあってはその言葉にはいかなる力も
ありません。そして，この事実をない
がしろにする人々は窮地に立たされる
ことになるでしょう。■
1916 年 10月 7日の総大会で述べられた説教から抜粋。
「岩の上に建てる」『リアホナ』2010 年 6月号，12－13 で
再度掲載された。

十二使徒定員会
オーソン・F・ 
ホイットニー長老 
（1855－1931年）

「
カ
ー
ト
ラ
ン
ド
神
殿
で
御
姿
を
現
わ
さ
れ
る
主
」 

デ
ル
・
パ
ー
ソ
ン
画



洞  察

親の務めにおける父親の役割は何でしょうか。

「父親は子供たちのために祝福を与え，神聖な儀式を行います。これは子供たちの生活において霊的に重要な部分となります。
父親は個人として積極的に，家族の祈り，毎日聖文を読むこと，毎週の家庭の夕べを導きます。父親は家族全員が参加する旅行
や外出の計画を積極的に助けることで，家族の伝統を築きます。一緒に過ごすこうした特別な時間についての思い出は子供たち
の胸にいつまでも残ります。父親は定期的に子供たち一人一人と話し合う機会をつくり，福音の原則を教えます。父親は息子や
娘に労働の価値を教え，それぞれの人生においてふさわしい目標を立てられるよう助けます。父親は福音で教えられている忠実
な奉仕の模範を示します。兄弟の皆さん，イスラエルの父親としての神聖な召し，決して解任されることのない最も重要な召しを
どうぞ忘れないでください。」

十二使徒定員会　L･トム･ペリー長老　「永続する平安を見いだし，永遠の家族を築く」『リアホナ』2014 年11月号，44－45



末日聖徒イエス･キリスト教会 
第 185回年次総大会
2015 年 4月4－5日― 一般部会（対象者：全ての会員）
2015 年 3月28日― 中央女性部会（対象者：8歳以上の少女と女性）
2015 年 4月4日― 神権部会（対象者：12 歳以上の少年と男性）
全ての部会は，ユタ州ソルトレーク・シティーのカンファレンス・センターで行われ，世界中の集会所に放送されます。
LDS.org にアクセスすれば，多くの言語で大会の模様を視聴することができます。また，幾つかの言語は，BYUテレビ，
“Mormon Channel”プラットフォーム，“LDS general conference YouTube”チャンネルでも視聴することができ
ます。各説教のアーカイブは，LDS.org および「福音ライブラリー」アプリで利用することができます。

家族，友人，隣人と 
ともに集う
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